
巻
頭
音量
繁
栄
の
原
点

日
本
下
水
道
事
業
団
理
事
長

台

健

1

随

筆
囲
道
路
雑
感
そ
の
2

吉
井

一弥

4

特
集
/
道
路
の
景
観
に
つ
い
て

道
路
景
観
整
備
の
手
順

道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
箋
史
6

一
般
国
道
二
五
号
御
堂
筋
モ
デ
ル
整
備
事
業

御
堂
筋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

/993 M 4 7

近
畿
地
方
建
設
局
大
阪
国
道
工
事
事
務
所
管
理
第
二
課
長

山
本

剛

俊

足
利
市
歴
史
的
町
並
修
景
事
業

足
利
市
都
市
計
画
課
計
画
係
長

飯
野

健
一

旧

国
道
一
一
七
号
丹
波
島
橋
景
観
整
備
に
つ
い
て

長
野
県
±
木
部
道
路
建
設
課
橋
梁
係
長

山
口

千
紘

鸚

若
宮
大
通
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

名
古
屋
両
辰政
緑
地
局
緑
地
施
設
課

岩
瀬

仲
天

引

同

土
木
局
道
路
環
境
整
備
課

濱
坂

裕

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
の
改
正
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
法
△篠
長

中
原

淳

鍵

｢女
性
の
声
｣
募
集
及
び

｢生
活
と
道
を
考
え
る
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
に
つ
い
て中

部
地
方
建
設
局
道
路
計
画
第
二
課

館

道路行政セミナ囲

東
北
地
方
建
設
局
道
路
資
料
館

東
北
地
方
建
設
局
道
路
部

54

新
総
合
経
済
対
策
及
び
平
成
五
年
度
補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官

加
藤

利
男

59

囮
法
令
ニ
ュ
ー
ス
囮

国
の
補
助
率
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律

(他
省
庁
関
係
)
に
つ
い
て

道
路
法
令
覚
表
な
邱

　
　
　
　
　
　
　

　

本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
い

て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。
ま
た
肩
-

書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施
時
の
も
の
-

で
す
。

…



特
集
/
道
路
の
景
観
に
つ
い
て

道
路
景
観
整
備
の
手
順

一

は
じ
め
に

平
成
四
年
六
月
二
二
日
に
道
路
審
議
会
は
、
今
後

の
道
路
整
備
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
の
建
議

｢
『ゆ
と
り
社
会
』
の
た
め
の
道
づ
く
り
ー
豊
か
な

生
活
･
活
力
あ
る
地
域
･
優
し
い
環
境
を
目
指
し
て

-
｣
を
提
言
し
た
。

建
議
で
は
、
本
格
的
な
高
齢
者
社
会
が
到
来
す
る

二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
間
に
、
｢活

力
あ
る
経
済
に

支
え
ら
れ
た

『ゆ
と
り
社
会
』｣
を
築
く
必
要
が
あ

る
と
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
に
、
今
後
の
道
路
政

策
の
目
標
を

｢豊
か
な
生
活
の
実
現
｣、
｢活

力
あ
る

地
域
づ
く
り
｣、
｢人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形

成
｣、
の
三
つ
に
お
い
て
、
従
来
の
需
要
の
追
随
型

の
道
路
整
備
か
ら
、
今
後
は
量
的
な
遅
れ
を
取
り
戻

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室

既存のデザイン方法の整理

景観整備の現状の取りまとめ

道路構造物景観整備の設計手順に関する基本方針の策定

道路構造物景観整備の設計手順に関する検討

各構造物に対する景観整備の設計手順及び配慮事項に関する検討

道路構造物景観整備設計手順 (案)の検討

-- - -一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
- 道路景観整備マニュアル (案) n l
ー の作成 i
- - 道路構造物の景観設計の手引き - l
L- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -I

図 l 研究のながれ

アンケート調査

対象構造物の設定
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ず
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
質
の

あ
ま
り
、
路
面
に
派
手
な
装
飾
を
施
し
た
り
、
照
明

①

画
一
性

高
い
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

や
車

め

の
寸

に
凝
っ
た
揚
也
}
ヱ
『
。

こ
の
よ
う
な
建
議
を
受
け
て
、
今
後
の
道
路
政
策

に
お
い
て
は
、
社
会
･
経
済
活
動
の
活
力
を
維
持
し

つ
つ
、
地
球
、
自
然
、
沿
道
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、

優
し
い
環
境
の
形
成
に
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

こ
の
中
の
沿
道
環
境
の
保
全
の
具
体
的
な
施
策
と

し
て
は
、

①

体
系
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

②

道
路
構
造
に
よ
る
環
境
の
改
善

③

沿
道
土
地
利
用
の
誘
導

④

生
活
空
間
と
し
て
の
豊
か
さ
の
増
大

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
④
生
活
空
間
と
し
て
の
豊

か
さ
の
増
大
の
観
点
か
ら
、
道
路
構
造
物
の
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
も
、
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
等
良

好
な
景
観
形
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
今
後
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
や
評
価
基
準
は
ま
す
ま
す
高
度
化
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
道
路
構
造
物
の
景
観
整
備
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
十
分
な
検
討
や
配

慮
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

道
路
景
観
整
備
の
問
題
点

道
路
景
観
整
備
は
、
各
地
で
様
々
な
試
み
が
な
さ

れ
る
に
伴
い
、
道
路
空
間
の
質
的
向
上
を
追
求
す
る

や
車
止
め
等
の
付
属
物
に
凝
っ
た
場
違
い
な
デ
ザ
イ

ン
が
流
行
し
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
が
各
地
で
模
倣
さ

れ
た
結
果
、
逆
に
画
一
的
な
道
路
景
観
整
備
に
な
る

と
い
っ
た
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

昨
今
の
問
題
点
と
し
て
、
｢画

一
性
｣
｢奇
抜
性
｣

｢浅
薄
性
｣
が
あ
げ
ら
れ
る
。

写真 2 鹿児島市の例

一
部
の
都
市
で
人
気
を
呼
ん
だ
整
備
事
例
や

7

手
法
が
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
、
そ
の
ま

5

ま
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
個
性
等

セ

が
適
切
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
｢と
が
あ
る
o

こ
れゞ

断

は
一
つ
に
は
道
路
内
の
景
観
要
素
の
種
類
が
路

面
、
植
栽
、
照
明
、
防
護
柵
等
に
限
ら
れ
、
専

ら
こ
れ
ら
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
場
合
に
陥
り
易
い

(写
真
1
･
2
)。

②

奇
抜
性

道
路
内
の
要
素
が
限
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら

が
地
域
の
個
性
を
う
ち
出
し
、
他
の
地
域
と
の

相
違
点
を
意
識
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
り
、
周
囲

と
調
和
し
な
い
デ
ザ
イ
ン
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ

と
が
あ
る

(写
真
3
)。

郵
便
ポ
ス
ト
や
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
地
域
性
を
表
現

し
た
彫
刻

(人
形
)
な
ど
を
置
く
例
は
全
国
に
見
ら
れ

る
が
、
個
性
を
出
し
す
ぎ
、
違
和
感
を
与
え
な
い
よ
う

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。



③

浅
薄
性

整
備
後
の
維
持
管
理
よ
り
も
、
完
成
直
後
の

評
価
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
そ
の
評
価
を
維
持
し
、
資
産
と
し
て
後

世
に
残
る
よ
う
な
道
路
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る

(写
真
4
)。

三

道
路
景
観
整
備
の
基
本
理
念

道
路
景
観
整
備
は
、
道
路
の
修
景

(道
路
を
飾
り

立
て
る
、
あ
る
い
は
見
苦
し
い
も
の
を
隠
す
こ
と
)

で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
、
設
計
思
想
や
整
備
方
針
を

充
分
に
検
討
す
る
こ
と
な
し
に
道
路
内
の
景
観
要
素

を
安
易
に
飾
り
た
て
、
定
見
の
な
い
化
粧
を
施
す
よ

う
な
修
景
と
な
る
お
そ
れ
が
で
て
き
た
。

道
路
は
基
本
的
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
社

会
生
活
に
安
定
し
た
秩
序
と
調
和
を
与
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
美
し
い
道
路
景
観
づ
く
り
の
実

現
、
景
観
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
道
路
景
観
の
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方

に
沿
っ
て
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

①

気
象
条
件
、
植
生
、
歴
史
等
の
地
域
性
を
ふ

ま
え
る
と
と
も
に
、
道
路
の
性
格

(高
速
道
路

か
ら
路
地
裏
ま
で
の
道
路
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
)

に
応
じ
た
、
個
性
的
な
道
路
景
観
と
す
る
。

②

デ
ザ
イ
ン
の
対
象
及
び
景
観
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
対
象
を
道
路
内
に
限
定
し
て
考
え
る
の
で

は
な
く
、
周
囲
の
自
然
や
沿
道
の
街
並
み
等
の

道
路
外
の
要
素
に
ま
で
広
く
求
め
、
道
路
内
の

各
景
観
要
素
と
全
体
と
の
調
和
を
図
る
。

③

道
路
景
観
設
計
を
進
め
る
前
提
と
し
て
、
地

域
社
会
に
お
け
る
道
路
の
使
い
方
の
多
様
性
に

配
慮
し
た
う
え
で
、
道
路
空
間
を
構
成
す
る
、

自
動
車
の
通
行
や
駐
停
車
、
及
び
歩
行
者
の
通

行
や
休
憩
等
の
た
め
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の

必
要
性
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。

④

道
路
の
公
共
空
間
と
し
て
の
永
続
性
を
考
え

れ
ば
、
そ
の
景
観
も
一
時
的
な
美
し
さ
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
永
く
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　

　

熟
も絲
ゞ

諦
観
漱
い

　
　　
　

入寮
鰍群

5写真 5

て
醸
成
さ
れ
て
い
く
美
し
さ
を
重
視
す
る
。

四

道
路
構
造
物
の
景
観
整
備
に
関
す
る
研
究

1

道
路
構
造
物
の
景
観
整
備
の
現
状

道
路
構
造
物
と
し
て
①
橋
梁
、
②
高
架
橋
、
③
横

断
構
造
物

(横
断
歩
道
橋
、
地
下
道
)、
④
ト
ン
ネ

ル
の
四
工
種
を
検
討
の
対
象
と
し
、
景
観
に
配
慮
し

て
整
備
さ
れ
た
道
路
構
造
物
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
。

図
2
は
構
造
物
の
種
類
ご
と
に
景
観
整
備
の
目
的

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
橋
梁
及
び
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
②
か
ら
⑤
の
各
目
的
が
平
均
し
て
存
在
し

道々 テセ 93.5

舗
装
の
下
地
の
問
題
に
よ
り
、
表
面
の
石
材
が
破
損
し
て

お
り
、
長
持
ち
す
る
舗
装
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
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て
お
り
、
こ
れ
ら
の
構
造
物
に
対
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
景
観
は
多
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
架
橋

に
お
い
て
は
、
構
造
物
の
美
し
さ
及
び
周
辺
環
境
と

の
調
和
の
項
目
が
多
い
が
、
こ
れ
は
高
架
橋
の
性
格

上
、
橋
脚
か
ら
上
部
構
造
ま
で
全
体
が
視
覚
に
入
る

た
め
、
全
体
形
状
を
含
め
た
美
し
さ
が
求
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
が
周
辺
環
境
と
調
和
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
横
断
構
造
物
に
つ
い
て

は
、
周
辺
環
境
と
調
和
す
る
も
の
が
求
め
ら
れ
て
お

識

一
和

認
マ
調

再

ド

の

の

ン
と

さ

ラ
境

し

、
環

美
性

辺

の

ル
周

物

ボ
や

造

ン
史

機

シ
歴

①
②
③

圏
圀
囲

　
圏
圀
囲
圈

%

就

鋤

40

20

0

図 2 景観整備の目的 (重複回答あり)

り
、
そ
の
中
で
横
断
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
生
活
に
密

着
し
た
も
の
よ
り
は
む
し
ろ
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
の

も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

図
3
は
、
構
造
物
の
種
類
ご
と
に
景
観
整
備
の
対

象
を
全
体
形
状
、
上
部
工
、
部
分

(路
面
、
高
欄
、

親
柱
、
バ
ル
コ
ニ
ー
等
)、
色
彩
、
及
び
構
造
物
周

辺

(橋
詰
広
場
等
)
の
五
箇
所
に
分
類
し
た
結
果
で

あ
る
。
横
断
構
造
物
に
つ
い
て
は
全
体
形
状
か
ら
部

分
、
色
彩
ま
で
構
造
物
全
体
に
わ
た
り
景
観
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
が
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
高
欄
や
坑
口
壁
面
の
よ
う
な
部
分
を
対

9

象
に
景
観
整
備
が
さ
れ
て
お
り
、
全
体
形
状
な
ど
構

5

造
物
自
体
を
対
象
に
し
て
い
る
事
例
が
少
な
い
傾
向

に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
景
観
に
対
す
る
検
討
が
、
主
に
部
分

を
対
象
と
し
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
景
観

の
検
討
を
始
め
た
時
期
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
、
そ

の
時
期
を
調
査
･
計
画
、
予
備
設
計
、
実
施
設
計
、

施
工
、
維
持
管
理
の
五
段
階
に
分
類
し
取
り
ま
と
め

た
結
果
を
図
4
に
示
す
。
構
造
物
の
全
体
形
状
が
ほ

ぼ
確
定
す
る
予
備
設
計
段
階
ま
で
に
景
観
の
検
討
を

始
め
て
い
る
事
例
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
三
○
%
、
橋
梁

が
四
○
%
、
高
架
橋
及
び
地
下
道
が
五
0
%
、
横
断

図4 景観整備の着手段階
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図 3 景観整備の対象



歩
道
橋
が
七
0
%
で
あ
る
。
ま
た
施
工
段
階
に
入
っ

通
常
、
設
計
段
階
は
比
較
設
計
、
概
略
設
計
、
詳
細

て
か
ら
検
討
を
始
め
た
事
例
は
橋
梁
で
は
二
0
%
、

設
計
に
細
分
化
さ
れ
る
が
、
規
模
及
び
形
式
が
決
定

ト
ン
ネ
ル
で
は
四
○
%
程
度
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

す
る
比
較
設
計
ま
で
の
前
段
を
予
備
設
計
段
階
、
概

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
全
体
形
状
が
決
ま
っ
て
か
ら

略
及
び
詳
細
設
計
の
後
段
を
実
施
設
計
段
階
と
し
て

景
観
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
た
め
に
、
部
分
的
な

二
段
階
に
分
け
て
取
り
ま
と
め
た
。

配
慮
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
5
は
、
調
査
･
計
画
及
び
設
計
段
階
に
お
け
る

景
観
整
備
に
係
る
作
業
を
八
項
目
に
分
類
し
、
全
工

2

景
観
整
備
の
設
計
手
順

程
に
お
け
る
位
置
付
け
や
他
の
作
業
項
目
と
の
関
連

前
項
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
こ
れ
ま
で

性
が
わ
か
る
よ
う
に
整
理
し
た
全
体
フ
ロ
ー
で
あ
る
。

景
観
に
配
慮
し
た
道
路
構
造
物
が
数
多
く
整
備
さ
れ

同
図
に
示
す
矢
印
は
作
業
工
程
で
あ
り
、
点
線
の
矢

て
き
て
い
る
も
の
の
、
景
観
整
備
の
進
め
方
に
つ
い

印
は
必
要
に
応
じ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と

て
必
ず
し
も
本
系
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

を
意
味
し
て
い
る
。

前
項
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
こ
れ
ま
で

景
観
に
配
慮
し
た
道
路
構
造
物
が
数
多
く
整
備
さ
れ

て
き
て
い
る
も
の
の
、
景
観
整
備
の
進
め
方
に
つ
い

て
必
ず
し
も
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
構
造
物
の
景

観
整
備
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
多
く
は
、
事
例

集
や
個
々
の
配
慮
事
項
の
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

景
観
を
検
討
す
る
場
合
の
事
業
全
体
の
な
が
れ
や
各

作
業
の
位
置
付
け
、
他
の
作
業
と
の
関
連
性
等
に
つ

い
て
は
十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
計
画
段
階
か
ら
景
観
に
配
慮

し
た
検
討
を
行
う
た
め
、
道
路
構
造
物
の
景
観
整
備

全
体
に
わ
た
る
検
討
手
順
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

整
理
し
た
。

一
般
に
建
設
事
業
の
概
略
手
順
は
、
調
査
･
計
画
、

設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
の
四
段
階
に
分
け
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
こ
の
う
ち
調
査
･
計
画
及
び
設
計
段

階
を
景
観
整
備
の
設
計
手
順
の
検
討
対
象
と
す
る
。

調
査
･
計
画
段
階
に
お
い
て
は
、
｢設
計
課
題
の

抽
出
｣
か
ら
、
｢設
計
テ
ー
マ
の
確
立
｣
、
｢基
本
構

想
の
立
案
･
検
討
｣
ま
で
を
行
う
。
｢調
査
｣
に
つ

い
て
は
最
初
に
実
施
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、

路
線
の
検
討
段
階
な
ど
で
す
で
に
調
査
済
み
の
も
の

が
あ
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
の
な
い
項
目

ま
で
調
査
し
て
し
ま
う
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
項
目
と
し
て
位
置
付
け
る
。

ま
た
予
備
･
実
施
設
計
段
階
に
お
い
て
は
、
｢基

本
構
想
の
立
案
･
検
討
｣
に
基
づ
き

｢基
本
形
状
の

立
案
･
検
討
L
を
行
い
、
｢基
本
形
状
の
決
定
｣
を

行
っ
た
あ
と

｢詳
細
デ
ザ
イ
ン
の
立
案
･
検
討
｣
、

そ
し
て

｢詳
細
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
L
を
行
う
も
の
と

す
る
。
基
本
形
状
を
検
討
す
る
予
備
設
計
及
び
詳
細

調
査

･
計
画

一
予
備

･
実
施
設
計
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図 5 景観整備の設計手順の全体フロー
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デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
実
施
設
計
の
各
段
階
の
最
後

に
、
報
告
書
等
の
図
書
を
作
成
す
る
。

最
終
段
階
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
の
意
図
が
施

工
あ
る
い
は
維
持
管
理
に
十
分
反
映
で
き
る
よ
う
に
、

｢施
工
･
維
持
管
理
へ
の
情
報
伝
達
｣
の
項
目
を
設

け
た
。

こ
の
全
体
フ
ロ
ー
は
、
基
本
的
に
は
従
来
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
手
順
と
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
こ

う
し
た
形
で
簡
潔
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
実
用
的
に
な
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

本
研
究
で
提
案
し
た
道
路
構
造
物
の
景
観
整
備
の

設
計
手
順
は
、
景
観
整
備
の
見
本
や
手
本
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
景
観
整
備
の
手
順
や
考
え
方
を
示
し
た

も
の
で
あ
り
、
景
観
整
備
を
本
設
計
手
順
に
し
た

が
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
検
討
す
べ
き
項

目
が
各
段
階
ご
と
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
整
理
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
編
の
考
え
方
を
参
照
し
、
計
画

段
階
か
ら
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
良
好
な
景
観
整
備

が
各
地
で
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。

近
年
、
国
民
生
活
の
豊
か
さ
の
向
上
に
伴
い
、
道

路
等
の
公
共
施
設
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
親
し
み
と
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
環
境
と
良
好
な
景
観
の
創
出
を
目
的
と

し
た
構
造
物
の
整
備
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。
道
路
構
造
物
は
、
道
路
利
用
者
か
ら
見
た
内
部

景
観
は
も
と
よ
り
、
周
辺
か
ら
み
た
外
部
景
観
の
形

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
構
造
物
そ
の
も

の
が
機
能
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
、
周
辺
環
境
と
の
調
和

等
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
取
り
込
み
な
が

ら
、
地
域
に
溶
け
込
み
親
し
み
の
持
た
れ
る
施
設
と

な
る
よ
う
、
調
査
･
計
画
段
階
か
ら
景
観
に
つ
い
て

十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。



特
集
/
道
路
の
景
観
に
つ
い
て

御
堂
筋
の
明
日
を
目
指
し
て

般
国
週
二
五
号
御
堂
筋
モ
デ
ル
整
備
事
業

-
御
堂
筋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
-

建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
大
阪
国
道
工
事
事
務
所
管
理
第
二
課
長

山
本

剛

御
堂
筋
の
歴
史

歌
に
も
よ
く
登
場
し
大
阪
の
顔
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
御
堂
筋
は
、
国
道
二
五
号
の
一
部
で
、
梅
田

か
ら
難
波
ま
で
の
約
四
獅
を
い
う
。

国
道
二
五
号
は
三
重
県
四
日
市
起
点
で
、
大
阪
市

梅
田
が
終
点
と
な
っ
て
お
り
、
御
堂
筋
と
呼
ぶ
場
合

と
は
起
終
点
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
御
堂

筋
が
大
阪
市
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
大
阪
市
庁
舎
が
御

堂
筋
の
梅
田
寄
り
の
中
之
島
に
あ
っ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。

そ
も
そ
も
御
堂
筋
は
、
後
の
大
阪
市
長
関
一
氏

(せ
き
は
じ
め
)
に
よ
り
構
想
さ
れ
た
路
線
で
、
大

正
一
〇
年
内
閣
の
許
可
を
得
た
第
一
次
都
市
計
画
事

業
街
路
広
路
一
号
路
線

(当
時
は
都
市
計
画
が
内
閣

の
許
可
事
業
で
あ
っ
た
模
様
)
で
、
計
画
延
長
約
二
、

四
六
〇
間

(約
四
、
四
七
0
m
)
標
準
幅
員
は
約
四

三
m

(現
在
幅
員
に
同
じ
)
の
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
と

さ
れ
て
い
る
。

計
画
で
は
、
中
央
に
約
一
三
m
の
高
速
車
線
を
設

置
し
、
両
側
は
植
栽
帯
で
仕
切
ら
れ
た
緩
速
車
線
、

そ
の
外
側
に
歩
道
が
あ
り
、
中
央
分
離
帯
の
計
画
は

無
か
っ
た
。

関
一
氏
は
、
こ
の
他
に
も
中
央
市
場
の
開
設
、
市

バ
ス
･
地
下
鉄
の
運
行
、
大
阪
城
天
守
閣
の
再
建
等

と
、
今
日
目
に
す
る
大
阪
の
姿
を
作
っ
た
先
駆
者
の

一
人
で
あ
る
。

大
正
一
五
年
着
工
、
部
分
供
用
を
図
り
な
が
ら
昭

和
三
一年
に
全
線
完
成
さ
れ
、
当
時
の
完
成
記
念
誌

に

『聖
上
陛
下
本
市
行
幸
に
際
し
、
そ
の
工
事
完
了

に
先
立
ち
鳳
箪
を
迎
え
奉
っ
た
光
栄
の
行
幸
道
路
』

と
い
っ
た
表
現
や
、
『路
上
に
は
高
速
車
両
の
馳
駆

流
る
る
如
く
、
地
下
に
は
市
営
高
速
軌
道
の
長
飛
す

る
』
と
い
っ
た
歓
喜
に
満
ち
溢
れ
た
表
現
が
散
在
し

て
い
る
。

も
っ
と
も
、
完
成
当
時
の
写
真
に
は
、
地
下
鉄
車

両
が
牛
の
曳
か
れ
て
輸
送
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

写
っ
て
お
り
、
今
日
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
中
央

分
離
帯
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
あ
い

ま
っ
て
、
そ
の
交
通
量
、
速
度
に
つ
い
て
は
推
測
す

る
術
も
な
い
。

も
ち
ろ
ん
当
時
珍
し
か
っ
た
大
規
模
の
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
景
観
設
計
も
十
分
な
さ
れ
て
お
り
、

中
之
島
付
近
の
大
規
模
橋
梁
で
あ
る
大
江
橋
と
淀
屋

橋
の
意
匠
設
計
は
、
懸
賞
募
集
に
よ
る
当
選
案
を
骨
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子
と
し
て
設
計
さ
れ
、
正
に
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を

地
で
い
く
考
え
方
で
あ
る
。

同
時
に
道
路
照
明
も
新
設
時
か
ら
設
置
さ
れ
、
そ

の
形
式
に
つ
い
て
は
街
路
照
明
委
員
会
に
於
て
研
究

さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
大
阪
市
に
お
い
て
街

路
照
明
灯
を
設
置
し
た
の
は
こ
れ
が
始
め
て
で
あ
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
御
堂
筋
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
公
孫
樹

(イ

チ
ョ
ウ
)
も
こ
の
時
植
樹
さ
れ
て
い
る
。
樹
種
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
と
中
国
の
み
に
見
ら
れ
る
と

い
う
点
か
ら
選
定
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
も
建
設
に
か

け
る
意
気
込
み
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
感
じ

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整

備
に
、
景
観
を
重
視
す
る
考
え
方
は
、
同
時
期

(大

正
八
~
昭
和
五
)
に
東
京
で
震
災
復
興
事
業
と
し
て

施
工
さ
れ
た
隅
田
川
の
橋
梁
群
に
も
み
ら
れ
、
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
市
民
意
識
の
向
上
と
、
第

一

次
世
界
大
戦
を
背
景
と
し
た
好
景
気
に
支
え
ら
れ
た

文
化
の
華
開
い
た
時
代
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
御
堂
筋
沿
道
に
は
、
大
正
七
年
岩
本
栄
之

助
氏
寄
贈
に
か
か
る
中
之
島
公
会
堂
や
日
本
銀
行
大

阪
支
店
、
昭
和
一
二
年
近
代
建
築
の
第
一
号
と
さ
れ

て
い
る
大
阪
ガ
ス
ビ
ル
、
御
堂
筋
の
名
前
の
基
と

な
っ
た
北
御
堂

(真
宗
京
都
本
派
)
･
南
御
堂

(真

宗
大
谷
派
)
や
新
歌
舞
伎
座
と
い
っ
た
大
阪
を
代
表

す
る
建
物
が
な
ら
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
都

市
景
観
を
保
全
す
る
た
め
、
沿
道
の
ビ
ル
の
高
さ
を

三
一
m
に
規
制
し
て
、
整
っ
た
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
演

出
し
て
い
る
。

御
堂
筋
の
整
備

戦
後
、
大
阪
の
街
は
焼
土
と
な
り
、
辺
り
一
面
ガ

レ
キ
の
山
と
な
っ
た
が
、
幸
い
御
堂
筋
と
公
孫
樹
並

木
そ
し
て
地
下
鉄
は
無
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ

ら
が
有
形
無
形
に
大
阪
の
復
興
を
支
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
御
堂
筋
は
、
昭
和
三
三
年
三
月
三
一
日
付

の
道
路
法
の
一
部
改
正
で
、
一
級
国
道
の
指
定
区
間

に
指
定
さ
れ
建
設
大
臣
が
直
轄
で
管
理
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
か
ら
、
大
阪
国
道
工
事
事
務
所
に
お
い

て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
当
大
阪
国
道
工
事
事
務
所
も

同
年
開
設
さ
れ
て
い
る
。

丁
度
こ
の
時
期
よ
り
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
た
り
、

国
内
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
が
押
し
寄
せ
、

大
阪
万
国
博
開
催
に
先
立
ち
、
昭
和
四
五
年
に
大
阪

市
街
の
道
路
網
の
交
通
処
理
能
力
を
高
め
る
た
め
、

幹
線
道
路
の
一
方
通
行
規
制
が
な
さ
れ
、
御
堂
筋
も

南
行
一
方
通
行
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
五
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
安
定
経
済

成
長
期
に
移
り
、
都
市
に
対
す
る
整
備
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
出
し
、
昭
和
五
七
年
に
、
大
江
橋
以
北
に
つ

い
て
御
堂
筋
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事
業
と
し
て
整
備
、
こ

の
年

(昭
和
五
七
年
)
一
〇
月
第

一
回
御
堂
筋
パ

レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
、
以
降
毎
年
参
加
団
体
が
増
え

つ
つ
継
続
さ
れ
て
き
て
い
る
。

昭
和
六
二
年
に
は
、
｢優
れ
た
環
境
と
美
し
い
景

観
を
も
つ
道
路
｣
｢周
辺
と
調
和
し
活
力
の
溢
れ
る

道
路
｣
と
し
て

『
日
本
の
則
選
』
に
選
定
さ
れ
て
い

る
o同

年
一
〇
月
に
は
、
御
堂
筋
完
成
五
〇
周
年
を
記

念
し
て
、
大
江
橋
･
淀
屋
橋
の
高
欄
を
戦
時
中
の
金

属
供
出
以
来
四
四
年
ぶ
り
に
建
設
当
時
の
姿
に
復
元

し
た
。

御
堂
筋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想

既
に
建
設
以
来
五
〇
有
余
年
が
経
過
し
、
大
阪
の

顔
と
し
て
生
活
に
密
着
し
た
感
の
あ
る
御
堂
筋
で
あ

る
が
、
関
西
国
際
空
港
の
開
港
等
を
ひ
か
え
、
御
堂

筋
を
世
界
に
向
け
た
顔
と
し
て
の
整
備
を
図
る
べ
く
、

官
民
の
代
表
者
及
び
有
識
者
か
ら
な
る
御
堂
筋
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を

重
ね
、
『御
堂
筋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
』
と
し
て
そ

の
中
間
取
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
た
。

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
は
、
基
よ
り
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
古
典
文
化
復
興
運
動
の
謂
で
あ
る
が
、
御
堂
筋
と

い
う
偉
大
で
貴
重
な
資
産
を
踏
ま
え
、
御
堂
筋
が
作

ら
れ
た
時
代
の
独
創
進
取
の
精
神
と
先
見
の
明
を
受

け
継
ぎ
、
生
活
の
新
し
い
豊
か
さ
を
象
徴
す
る
ア
メ

雄 道々 テセ 93.5
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ニ
テ
ィ
と
ス
テ
イ
タ
ス
に
満
ち
溢
れ
た
、
よ
り
質
の

高
い
道
づ
く
り
を
目
指
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。

構
想
で
は
、
御
堂
筋
を
五
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
割
し
、

梅
田
か
ら
淀
屋
橋
ま
で
の
間
を

『緑
と
水
辺
の
ゲ
ー

ト
ゾ
ー
ン
』
と
位
置
付
け
、
花
と
緑
と
水
辺
空
間
を

生
か
し
た
ハ
イ
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
の
創
造
、
淀
屋
橋

か
ら
の
本
町
の
間
を

『歴
史
と
風
格
の
ビ
ジ
ネ
ス

ゾ
ー
ン
』
と
位
置
付
け
、
品
格
あ
ふ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス

空
間
の
形
成
、
本
町
か
ら
心
斎
橋
の
間
を

『歴
史
と

セ
ン
ス
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
』
と
位
置
付
け
、

問
屋
街
を
控
え
た
ゾ
ー
ン
と
し
て
交
通
機
能
を
ベ
ー

ス
に
お
い
た
空
間
整
備
、
心
斎
橋
か
ら
道
頓
堀
の
間

を

『遊
び
と
賑
い
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ゾ
ー
ン
』

と
位
置
付
け
、
緑
を
充
実
さ
せ
た
美
し
い
商
業
空
間

の
創
出
、
道
頓
堀
と
難
波
の
間
を

『遊
び
と
集
い
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ゾ
ー
ン
』
と
位
置
付
け
緑
豊
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
集
約
拠
点
と
し
て
の
歩
道
空
間
の
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
従
来
よ
り
行
っ
て
い
る
整
備
と
重
複

し
な
い
区
間
、
淀
屋
橋
か
ら
本
町
の
間
に
つ
い
て
、

御
堂
筋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
に
基
づ
き
御
堂
筋
整
備

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
平
成
四
年
度
よ
り
整
備
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

最
初
に
完
成
し
た
区
間
は
大
阪
ガ
ス
ビ
ル
前
の
四

街
区
で
、
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
と
誇
り
を
基
調
に
、
品

格
あ
ふ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
空
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
大

阪
の
歴
史
や
文
化
を
加
え
、
オ
フ
タ
イ
ム
の
楽
し
さ

を
演
出
す
る
空
間
の
形
成
を
め
ざ
し
た
。

舗
装
素
材
は
天
然
の
御
影
石
と
し
、
主
歩
行
帯
に

つ
い
て
は
、
施
工
目
地
で
の
っ
ま
づ
き
の
問
題
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
六
〇
伽
×
三
○
蜘
の
大
判
の
平
板

と
し
、
目
地
も
平
面
に
加
工
さ
れ
た
も
の
を
突
き
合

わ
せ
舗
設
す
る
こ
と
に
よ
り
完
全
な
平
面
と
し
た
。

ま
た
、
御
堂
筋
の
景
観
を
形
作
っ
て
い
る
公
孫
樹

の
周
辺
は
同
じ
色
調
の
御
影
石
を
九
皿
角
の
さ
い
こ

ろ
状
に
加
工
し
た
も
の
を
砂
目
地
で
舗
設
し
、
目
地
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よ
り
の
透
水
性
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の

滞
留
空
間
を
形
成
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
整
備
に
合
わ
せ
、
大
阪
市
で
は
御
堂

筋
彫
刻
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
、
内
外
彫
刻
家
の
人
間

賛
歌
を
テ
ー
マ
に
し
た
彫
刻
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
企
業

の
寄
贈
を
受
け
設
置
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
回
設
置
さ
れ
た
の
は
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト

･
ロ
ダ

ン
の

『イ
ブ
』
、
佐
藤
忠
良
の

『
レ
イ
』
、
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド

･
ボ
テ
ロ
の

『踊
り
子
』
の
三
体
で
、
前
二
体

は
ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ
ス
に
代
表
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻

の
流
れ
を
組
む
女
性
の
八
等
身
の
肉
体
美
の
追
及
、

こ
れ
に
対
し
ボ
テ
ロ
の

『踊
り
子
』
は
古
代
オ
リ
エ

ン
ト
文
明
の
美
意
識
と
し
て
女
性
の
母
性
美
を
追
及

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
彫
刻
は
景
観
と
一
体
と
な
っ
た
演
出
を

心
掛
け
る
た
め
全
て
小
品
で
、
全
体
景
観
の
バ
ラ
ン

ス
か
ら
突
出
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
選
定
さ
れ
て
い

る
o

透!火事#{!}高い小会議定!敷き趣動議賞讃へ 乱そlさげ義彦ネガノべきさま,(

まもりまず簑

街路樹周りには、砂敷きのはご小舘1石を重ね、透水性にすぐれた1:法を採用。雨水等が速やかに

浸透し、銀杏並木を水枯れから、Fります。御堂筋のシンボルとして半駝紀にわたって市民に親しま

れた銀杏並木が、さは二生き生きと美しく、街角に潤いを広げます。

オーギウスト ･ロダン作 『イブ』
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良作 『レイ』

整
備
の
反
響

モ
デ
ル
整
備
の
完
了
後
、
三
一月
一
〇
日
･
三

日
･
一
三
日
の
三
日
間
整
備
区
間
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
お
こ
な
っ
た
。

サ
ン
プ
ル
数
は
五
三
六
で
、
そ
の
属
性
は
六
ー
七

割
が
男
性
で
、
会
社
員
、
勤
務
地
は
御
堂
筋
沿
道
ま

た
は
周
辺
で
歩
行
目
的
は
仕
事
と
解
答
し
て
お
り
、

モ
デ
ル
整
備
区
間
の
位
置
付
け
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
の

性
格
を
裏
付
け
て
い
る
。

いき
讓

泌

け
駅
エ ド ･ボテロ作 『踊り子』
　…フ

設
問
は
モ
デ
ル
整
備
の
印
象
と
希
望
を
中
心
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。

整
備
の
結
果
に
つ
い
て
は
七
一
%
が
美
し
く
な
っ

た
と
解
答
、
ま
た
整
備
に
あ
た
っ
て
一
番
考
慮
し
た

歩
き
心
地
の
点
で
も
七
七
%
が
良
好
と
答
え
て
お
り
、

整
備
に
つ
い
て
七
!
八
割
の
賛
同
を
え
ら
れ
た
と
考

え
て
い
る
。

同
時
に
設
置
し
た
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
四
0
%
が

良
い
と
答
え
た
も
の
の
、
三
五
%
は
ほ
と
ん
ど
目
立

た
な
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
市
街
地
に

彫
刻
を
設
置
す
る
場
合
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
大

規
模
な
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、

そ
の
潜
在
イ
メ
ー
ジ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
し
て

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
公
孫
樹
の
周
辺
の
透
水
性
を
も
た
し
た
舗

装
に
つ
い
て
は
、
九
四
%
が
良
い
考
え
で
あ
る
と
賛

同
の
意
を
表
し
、
御
堂
筋
と
そ
の
公
孫
樹
並
木
が
大

阪
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
自
由
解
答
欄
で
は
、
期

せ
ず
も
解
答
に
一
つ
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は

自
転
車
に
関
す
る
こ
と
で
、
歩
道
上
を
疾
走
す
る
自

転
車
へ
の
危
機
感
及
び
放
置
自
転
車
へ
の
不
満
で
あ

る
。
公
的
機
関
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

不
満
以
上
に
、
利
用
マ
ナ
ー
関
連
項
目
が
解
答
さ
れ

る
点
等
、
御
堂
筋
が
生
活
に
密
着
し
た
道
路
で
、
市

民
に
よ
り
作
り
出
し
て
い
く
道
路
と
し
て
の
意
識
の

表
れ
と
考
え
ら
れ
、
心
強
い
次
第
で
あ
る
。

今
後
の
計
画

今
回
の
整
備
は
、
歩
道
部
の
モ
デ
ル
整
備
で
あ
り
、

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
の
組
織
も
継
続

し
な
が
ら
、
ア
ン
ケ
J
ト
調
査
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

や
、
委
員
の
方
々
の
自
由
な
発
想
を
生
か
し
つ
つ
先

哲
よ
り
受
け
継
い
だ
御
堂
筋
と
い
う
貴
重
な
資
産
を

次
世
代
に
お
く
る
べ
く
様
々
な
整
備
手
法
を
検
討
し

つ
つ
そ
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

道々テセ 93,5 "



特
集
/
道
路
の
景
観
に
つ
い
て

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

足
利
市
歴
史
的
町
並
穆
景
事
業

足
利
市
都
市
計
画
課
計
画
係
長

飯
野

健
一

東
の
小
京
都
足
利

関
東
平
野
と
日
光
連
山
が
接
す
る
と
こ
ろ
、
東
京

か
ら
八
○
如
、
東
武
伊
勢
崎
線
で
浅
草
か
ら
八
〇
分

の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
足
利
市
は
、
室
町
幕
府
を
開

い
た
坂
東
武
士
の
頭
領
足
利
尊
氏
の
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
。

一
昨
年
は
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ

｢太
平

記
｣
で
一
躍
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

さ
に
テ
レ
ビ
の
力
の
偉
大
さ
を
痛
感
し
た
も
の
で
あ

る
。
同
時
期
に
足
利
学
校
の
復
原
と
あ
い
ま
っ
て
、

大
河
ド
ラ
マ
放
映
に
よ
っ
て
、
観
光
客
は
一
年
間
二

五
万
人
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
気
に
一
〇
〇
万

人
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

足
利
市
は
、
人
口
一
六
万
七
、
○
○
0
人
、
東
西

一
八
･
八
蝿
、
南
北
一
九
･
一
如
の
市
域
で
、
西
は

群
馬
県
に
接
す
る
栃
木
県
の
西
の
端
に
あ
た
り
、
両

毛
経
済
園
の
中
心
的
都
市
で
あ
る
。

市
域
の
約
六
0
%
は
山
岳
丘
陵
で
、
そ
の
山
並
は

赤
松
を
中
心
と
し
て
緑
深
く
、
秋
に
は
も
み
じ
の
赤

と
あ
い
ま
っ
て
、
住
む
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

ま
た
市
街
地
の
中
央
を
渡
良
瀬
川
が
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
、
ま
さ
に
、
東
の
小
京
都
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、

落
付
き
の
あ
る
地
方
都
市
で
あ
る
。

歴
史
と
文
化
の
ま
ち

足利市全景

足
利
は
古
来
文
化
の
ひ
ら
け
た
ま
ち
で
あ
る
。

そ
の
象
徴
と
し
て
、
｢足
利
学
校
｣
と

｢錢
阿
寺
｣

鯰

が
あ
る
。
足
利
学
校
は
、
中
世
唯
一
の
学
校
と
し
て
、

セ行

日
本
最
古
の
総
合
大
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
室

道

町
時
代
の
最
盛
期
に
は
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら
三
、

8

0
○
○
人
の
生
徒
が
学
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
宣



教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
･
ザ
ヴ
ィ
エ
ル
の
手
紙
に

｢
日

本
国
中
最
も
大
に
し
て
、
有
名
な
坂
東
の
大
学
あ
り
、

四
方
よ
り
向
学
の
徒
雲
集
す
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
学
校
は
、
入
徳
門
、
学
校
門
、
杏
壇
門
、
孔

子
を
奉
っ
て
い
る
聖
廟
等
が
往
時
を
し
の
ば
せ
て
い

た
が
、
昭
和
六
〇
年
か
ら
平
成
二
年
に
か
け
て
、
足

利
学
校
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
と
し
て
、
往
時
の
姿
が

復
原
さ
れ
、
中
世
の
雄
姿
が
蘇
っ
た
。
ま
さ
に
、
足

利
の
観
光
資
源
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
教
育
と
文
化

の
原
点
と
し
て
、
今
後
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
学
校
に
隣
接
し
て
西
北
側
に
足
利
尊
氏
公

六
代
前
の
祖
･
八
幡
太
郎
義
家
の
孫
足
利
義
兼
の
居

宅
跡

｢錢
阿
寺
｣
が
鎌
倉
武
家
屋
敷
の
面
影
を
残
し

て
、
四

･
一
如
の
敷
地
周
り
に
濠
と
土
塁
を
め
ぐ

ら
し
、
巨
大
な
緑
の
空
間
と
し
て
、
歴
史
の
ま
ち
足

利
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
義
兼
が
晩
年
大
日

如
来
を
ま
つ
っ
た
こ
と
か
ら

｢大
日
様
｣
と
呼
ば
れ

て
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

足利学校

意
欲
的
な
都
市
施
設
整
備

水
と
緑
の
ま
ち
足
利
は
、
栃
木
県
第
二
の
都
市
と

し
て
、
早
く
か
ら
都
市
施
設
の
整
備
に
着
手
し
た
。

足
利
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
古
く
大
正
三

年
項
に
始

め
ら
れ
た
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
、
現
在
の
旧
市
街
地

の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
ぜ
い
沢
と

思
わ
れ
る
広
幅
員
の
道
路
は
、
自
動
車
社
会
の
現
代

に
も
十
分
対
応
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
先
人
達
の
先

見
の
明
に
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
戦
後
は

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
市
街
地
整
備
が
積
極
的

に
進
め
ら
れ
、
現
在
ま
で
施
行
済
が
一
五
地
区
、
施

行
中
が
七
地
区
･
計
画
中
が
四
地
区
で
あ
る
。
最
終

的
に
は
市
街
化
区
域
三
、
一
五
四
娩
の
約
三
六
%

を
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
街
路
整
備
や
公
園

整
備
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
事
業
に

よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
道
路
に
は
、
必
ず
植
栽
が
さ
れ

て
い
る
。
春
と
も
な
る
と
市
内
を
東
西
南
北
に
走
る

道
路
は
、
市
の
花
つ
つ
じ
や
、
市
の
木
か
え
で
の
新

緑
で
彩
ら
れ
、
道
ゆ
く
人
の
目
を
和
ま
せ
て
い
る
。

特
に
高
木
と
し
て
花
水
木
が
多
い
た
め
、
五
月
の
足

利
祭
り
の
時
期
は
、
道
路
両
側
の
白
や
ピ
ン
ク
の
花

ばん阿寺上空
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が
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
渡
良
瀬

川
の
河
川
敷
を
河
川
公
園
と
し
て
整
備
し
、
四
季

折
々
の
花
が
植
え
ら
れ
て
、
足
利
を
訪
れ
る
人
々
や

市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

ま
た
、
市
街
地
北
部
に
位
置
す
る
、
美
し
い
赤
松

の
山
々
を
借
景
と
す
る
赤
松
台
住
宅
団
地
で
は
、
道

路
に
面
し
た
生
垣
を
、
道
路
ご
と
に
樹
種
を
決
め
て

植
栽
を
し
て
、
潤
い
の
あ
る
緑
豊
か
な
道
路
景
観
を

呈
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
足
利
市
は
地
方
都
市
と
し

て
は
め
ず
ら
し
い
程
、
ま
ち
づ
く
り
が
積
極
的
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。

歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

都
市
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
古
く
か

ら
あ
っ
た
神
社
や
屋
敷
の
森
や
大
木
が
少
し
づ
つ
消

え
て
い
く
こ
と
と
共
に
、
足
利
固
有
の
文
化
や
風
土

が
失
わ
れ
て
い
く
様
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
市

民
各
界
層
か
ら
な
る

｢特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

研
究
会
議
｣
を
組
織
し
て
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
足
利
の

“顔
"
づ
く
り
の
方
向
付
け
と

し
て
、
①
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
、
②
市
民
文
化
の

向
上
と
充
実
、
③
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と
創
出
、

の
三
つ
の
提
言
が
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を
受
け
て
、

足
利
固
有
の
歴
史
･
文
化
･
自
然
･
風
土
な
ど
を
生

か
し
た

｢特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
｣
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

先
ず
昭
和
五
五
年
度
に
は
、
国
土
庁
の

｢伝
統
的

文
化
都
市
環
境
保
存
地
区
整
備
事
業
｣
を
導
入
し
て
、

足
利
の
中
心
商
店
街
か
ら
足
利
学
校
ま
で
の
約
一
〇

0
m
の
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
の
整
備
に
着
手
し
た
。
ま

さ
に
、
｢
現
代
か
ら
中
世

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
｣
と
し

て
、
そ
の
歴
史
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
、
約
一

億
円
か
け
て
、
従
来
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
撤
去

し
、
御
影
石
の
石
畳
と
し
、
歩
道
に
は
学
校
内
の

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　
　　　　 　 　 　 　 　 　

　

雨 の 利 衆 o 線 っ 降
か
な
ふ
り
ま
つ

字
降
松
の
伝
説
に
因
ん
で
松
を
中
心
と
し
た
植
栽
を

行
っ
た
。
ま
た
、
N
T
T
･
東
電
の
協
力
を
得
て
、

電
線
の
地
中
化
を
行
い
、
道
路
景
観
の
整
備
に
努
め

た
。
道
路
施
設
と
し
て
の
街
路
灯
も
デ
ザ
イ
ン
化
し
、

公
衆
電
話
の
ボ
ッ
ク
ス
も
N
T
T
の
協
力
に
よ
っ
て
、

足
利
学
校
へ
の
歴
史
的
遣
す
じ
に
相
応
し
い
デ
ザ
イ

ン
の
も
の
と
し
た
。

雨
に
打
た
れ
た
後
の
石
畳
は
一
層
す
ば
ら
し
い
も

′′′′′′′/‘

　
　

　
　　

　

　

　
　　
　
　　
　
　　

　
　
　　
　

　　
　　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　

、
《
/

響
韻

ぬ
裁
き
＼

も
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の
だ
。
し
か
し
こ
の
御
影
石
は
機
械
に
よ
る
切
断
の

材
料
を
使
用
し
た
た
め
、
雨
の
日
は
滑
っ
て
歩
き
に

く
い
と
の
苦
情
も
だ
さ
れ
た
。

学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
道
と
同
時
に
、
錢
阿
寺
周

辺
の
歩
道
の
整
備
も
着
手
し
た
。
濠
に
沿
っ
た
歩
道

に
は
、
庭
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
す
た
め
、
鉄
平
石
を

使
用
し
た
。
手
摺
り
に
は
鋼
板
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
風

格
あ
る
武
家
屋
敷
跡
に
相
応
し
い
も
の
と
し
た
。
し

か
し
鉄
平
石
の
歩
道
の
問
題
点
と
し
て
、
観
光
客
等

の
車
の
わ
ん
わ
ん
駐
車

(車
を
片
方
歩
道
に
上
げ
て

駐
車
す
る
こ
と
)
に
よ
っ
て
一
部
ひ
び
割
れ
が
生
じ
、

は
が
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

レヌ≦ ~ ＼＼へ ＼{

　　
　　

　
　　　
　

　
　　　　　
　

もも
げ
癖

　　

　
　
　足利学校大門通り

こ
の
様
な
国
土
庁
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
受
け
て
、

昭
和
五
七
年
度
か
ら
建
設
省
所
管
の
新
規
事
業
で
あ

る
、
｢歴
史
的
地
区
環
境
整
備
事
業
｣
の
採
択
を
得

て
、
国
史
跡
で
あ
る
足
利
学
校
、
錢
阿
寺
周
辺
約
四

0
m

の
地
区
に
つ
い
て
、
整
備
に
着
手
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
戦
災
も
受
け
ず
旧
態
然
と
し
た
細

街
路
が
あ
り
、
国
史
跡
と
し
て
そ
の
歴
史
的
雰
囲
気

に
相
応
し
い
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
①

国
史
跡
の
参
道
に
相
応
し
た
道
路
の
整
備
、
②
歴
史

的
環
境
の
保
全
と
活
用
、
③
質
の
高
い
生
活
環
境
の

創
出
と
沿
道
景
観
の
創
出
、
④
地
区
内
交
通
の
処
理

の
四
点
を
め
ざ
し
た
。
そ
こ
で
、
足
利
の
歴
史
性
を

表
現
す
る
た
め
、
路
面
パ
タ
ー
ン
の
工
夫
、
沿
道
に

市
民
や
観
光
客
の
集
え
る
小
公
園
の
造
成
、
歴
史
的

景
観
を
阻
害
す
る
電
柱
の
撤
去
等
を
基
本
と
し
て
、

地
域
住
民
と
調
査
研
究
を
行
い
、
次
の
様
な
整
備
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

Q

大
日
大
門
通
り

足
利
市
の
中
心
商
店
街
か
ら
銭
阿
寺
ま
で
の
幅
員

四
!
六
m
の
表
参
道
約
二
二
七
m
に
つ
い
て
、
鑽
阿

寺
大
門
の
参
道
に
相
応
し
い
グ
レ
ー
ド
の
高
い
も
の

と
す
る
た
め
、
御
影
石
の
小
舗
石

(ビ
ン
コ
ロ
と
も

い
い
九
伽
の
立
方
体
)
を
敷
き
詰
め
、
中
央
部
に
は

参
道
と
し
て
の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

サ
イ
ズ

(四
五
伽
×
九
0
m
)
の
平
御
影
石
を
布
設

し
た
。
舗
装
構
成
は
C
B
R
試
験
を
も
と
に
、
設
計

c
B
R
二
2
と
し
、
計
画
交
通
量
は
L
交
通
と
し
た
。

小
舗
石
は
耐
久
性
に
優
れ
、
滑
り
止
め
効
果
も
あ
っ

た
。と

こ
ろ
が
思
い
も
よ
ら
な
い
指
摘
が
だ
さ
れ
た
。

自
動
車
と
歩
行
者
が
共
存
す
る
様
に
配
慮
し
た
結

果
、
自
動
車
が
通
過
す
る
と
き
、
歩
行
者
は
道
路
両

側
に
避
け
て
歩
く
た
め
に
、
女
性
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の

踵
が
ピ
ン
コ
ロ
の
目
地
に
入
っ
て
し
ま
う
と
か
、
自

転
車
の
篭
の
中
の
玉
子
が
割
れ
た
な
ど
の
苦
情
が
で

た
。
し
か
し
総
体
的
に
は
、
当
初
の
思
わ
く
通
り
、

歴
史
的
環
境
の
創
出
と
し
て
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
参
道
の
景
観
に
空
間
的
余
裕
を
持
た
せ
る

た
め
に
、
観
光
客
や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
小

整備概要
歴史的地区環境整備街路事業 総事業費約4億9千万円

路 線 名 称 延 長 面 積 施 工 年 度

大 日大門通り 237
.
5 m 1

,
380讃 S

.
57年 ~ S,

59年

大日北門通り 146
,
5 m 1

,
068祠 S

,
58年 ~ H,

1 年

足利学校前通り 蜘搬 2mQU自生.･' 解"̂
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1
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大日大門通り

質

公
園
を
設
け
、
そ
の
一
角
に
、
足
利
尊
氏
公
の
立
像

大日大門通り横断図

を
建
立
し
た

(日
展
審
査
員
、
横
浜
国
大
教
授
中
村

宏
氏
作
)。
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
隣
接
し
た
茶
屋
、

み
や
げ
店
と
マ
ッ
チ
し
て
、
歴
史
的
雰
囲
気
を
醸
し

だ
し
て
い
る
。
ま
た
他
の
道
路
と
の
交
差
部
に
つ
い

て
は
、
小
舗
石
を
銀
杏
張
り
と
し
て
、
車
が
入
り
に

く
い
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
と
し
、
歩
行
者
と
車
の
共
存

を
図
っ
た
。

の

足
利
学
校
通
り

大
日
大
門
通
り
で
指
摘
さ
れ
た
点
を
反
省
し
、
こ

㈱9
、

約
一

l

隷
｢ 彰一彰一

-辿
i
i

｣ = = I l I 1 I 1 l I l I 1 l詫■8 11

脇

足利学校通り横断図

形
-

の
路
面
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
の
快
適
性
を
出
す
た

め
、
小
舗
石
の
目
地
を
つ
め
、
か
つ
南
側
に
平
板
を

布
設
し
た
。
ま
た
、
前
回
指
摘
さ
れ
た
両
側
の
排
水

施
設
用
の
溝
を
V
型
か
ら
L
型
に
し
、
沿
道
宅
地
の

出
入
り
し
易
い
様
に
段
差
解
消
を
図
っ
た
。

0

大
日
北
門
通
り

こ
の
道
路
は
、
そ
れ
ま
で
整
備
し
た
路
線
と
異
な

り
用
地
買
収
に
よ
り
、
幅
員
八
m
を
確
保
し
た
新
設

道
路
の
た
め
、
住
民
の
意
識
も
従
来
の
も
の
と
は
異

510

0ト

特集 / 道路の景観につい

大日北門通り横断図
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な
り
、
御
影
石
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
同
意

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
建
設
省
の
指
導
も

あ
っ
て
、
凝
石
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
以
外
に
も
、
住
民
か
ら
歩
き
易
い
と
の
好
評
を
得

た
。
ま
た
、
単
価
的
に
も
、
御
影
石
の
自
然
石
よ
り

も
割
安
で
あ
っ
た
。

こ
の
道
路
は
、
錢
阿
寺
と
県
道
を
接
続
す
る
た
め
、

通
過
交
通
の
処
理
が
問
題
と
な
っ
た
。
地
元
住
民
に

と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
静
か
な
環
境
や
子
供
の
安
全

を
守
る
た
め
、
可
能
な
限
り
、
通
過
交
通
を
排
除
す

る
こ
と
の
希
望
が
、
強
く
だ
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
車

道
の
幅
員
や
交
通
規
制
等
の
検
討
を
重
ね
、
最
終
的

に
は
、
車
道
四

･
o

m
、
両
側
の
植
栽
を
含
め
て

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　　

三

篇

…
り

･二.

　　

④ ミカゲ石を敷いた広さは ?

1991年 2月現在

足利学校大門通り…………………… 860幅

大日大門通り………………………… 1,380孟

大日北門通り………………………… 1,068祠

足利学校前通り……………………… 1,406讃

7m
孟
2m
コm
2m
m

,m

御
拗
篤
姉
189
955

靴

･二.　

　
た

の

　

　⑥

…

…
摩り

…
り
運

り
通
門

通
町
裏

門
高
校

商
家
学

白

日
利

大
大
足

一
･
二
五
m
と
二
･
七
五
m
の
歩
道
を
ボ
ン
ネ
ル
フ

風
に
計
画
し
、
自
動
車
が
走
り
に
く
い
景
観
及
び
形

状
と
し
、
対
面
交
通
と
し
た
。
ま
た
、
県
道
と
の
接

続
部
は
、
十
字
路
と
せ
ず
、
少
し
ず
ら
し
て
接
続
し
、

車
が
入
り
に
く
い
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、
歩
行
者

優
先
の
意
味
か
ら
、
接
続
部
は
凝
石
の
色
を
白
か
ら

赤
茶
系
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
運
転
者
の
注
意
を

喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ち
な
み
景
観
事
業

国
史
跡
周
辺
の
道
路
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
路
面

や
街
路
樹
、
街
路
灯
等
の
道
路
本
体
及
び
道
路
施
設

　
　
　　　　

　　
　
　
　

れ
“･
びいきさ

の
景
観
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
、
国
史
跡
の
歴
史

的
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

今
一
つ
何
か
物
足
り
な
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
、
国
史
跡
や
石
畳
等
公
共
空
間
の
景
観
整
備
が

さ
れ
た
道
路
と
、
周
辺
の
民
家
や
塀
等
の
私
的
空
間

が
調
和
に
乏
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
路
を
行
き
交

う
人
々
や
、
車
を
運
転
す
る
人
の
目
線
は
、
道
路
自

体
と
共
に
、
沿
道
の
建
築
物
や
塀
等
も
含
め
た
全
体

を
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
従
っ
て
、

道
路
自
体
の
整
備
と
合
せ
て
、
沿
道
の
建
物
等
の
景

観
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
建
物
の
新
築
、
改
築
が
あ
る
と
聞
く
と
、

銀杏張り
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こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

以
上
足
利
市
に
お
け
る
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
一
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
幸
に

も
足
利
市
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
人
々
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

も
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
五
九
年
度
に
は
、
自
治

大
臣
か
ら

｢潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
優
良
地
方
公

共
団
体
L
と
し
て
、
表
彰
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

以
来
、
こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
起
爆
剤
と
し
て
、

当
区
域
以
外
に
お
い
て
も
、
景
観
に
配
慮
し
た
橋
梁

等
の
公
共
施
設
や
民
間
建
築
物
等
が
つ
く
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

今
後
は
、
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
た
め
、
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
蒙

や
、
新
た
な
誘
導
策
の
検
討
を
し
、
住
民
と
一
体
と

な
っ
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
｢住
み
た

く
な
る
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
｣
を
目
指
し

て
、
息
の
長
い
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

施
主
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
歴
史
的
雰
囲
気
の
あ
る
も

が
あ
っ
た
。
修
景
補
助
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の

の
を

つ
く
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
ま
わ
る
こ
と
に

助
言
、
指
導
を
都
市
デ
ザ
イ
ン
委
員
の
方
々
に
お
願

な
っ
た
。
｢
口
を
出
す
が
、
金
は
出
さ
な
い
｣
こ
の

い
し
て
い
る
。

お
願
い
は
、
施
主
に
と
っ
て
、
大
変
迷
惑
な
も
の
で

都
市
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
は
、
昭
和
五
五
年
に
設
け

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
設
計
事

ら
れ
た
組
織
で
、
主
な
活
動
と
し
て
前
述
の
外
に
、

務
所
や
、
施
主
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
何
軒
か
の
修

公
共
公
益
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
･
色
彩
に
つ
い
て
の
助

景
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
県
の
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

言
、
｢あ
な
た
の
家
も
ま
ち
の
景
色
L
を
キ
ャ
ッ
チ

事
業
の
一
環
と
し
て
、
｢歴
み
ち
｣
沿
道
の
修
景
補

フ
レ
ー
ズ
に
し
て
、
地
域
の
特
性
に
配
慮
し
た
建
物

肋
制
度
を
つ
く
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
建
築

に
つ
い
て
、
市
長
が
顕
彰
す
る

｢建
築
文
化
賞
｣
の

物
等
に
二
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
、
補
助
す
る
こ

審
査
も
行
っ
て
い
る
。

まちなみ修景補助基準

補 助 対 象 補 助 率 限度額

鸚修穀に
費

際
経餓影

･
“ふん多

群L
に

2 / 3 以内 糯御節
物
費色

猪執謝
部
枌勧蔀

鮴鰯
又
よ鴛歎

･変
2 / 3 以内 円

円行
ゾ

0
α

乾
@

繰蚫鰹修費繞
猪域射

塀
鎌

門
邦 婚QU/n′咎 糯第鱒

物
費

色
経鹸鮮鎌憊邦

、
景齪

姥
拶
は同類 蜘/ 円

円FnJ

O
窃
9
倦

る厨等栽植や垣姓要必競修費･経
RJ 磨/ 円

円-hJ

O
窃
3
@

却
費

除
経

･
る鞠射

勧
胱

効孃
な
件

と
物

陣
な

支
要

上
必

景
ぴ

修
よ

･お 蜘/ 糒･I"▲‘Il▲

な
っ
た
。
｢
口
を
出
す
が
、
金
は
出
さ
な
い
｣
こ
の

お
願
い
は
、
施
主
に
と
っ
て
、
大
変
迷
惑
な
も
の
で

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
設
計
事

務
所
や
、
施
主
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
何
軒
か
の
修

景
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
県
の
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
一
環
と
し
て
、
｢歴
み
ち
｣
沿
道
の
修
景
補

助
制
度
を
つ
く
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
建
築

物
等
に
二
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
、
補
助
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
平
成
四
年
度
ま
で
に
一
八
件
の
該
当

　
　

、＼

景

と

修

特集 / 道稲iの寮拗れについて



特
集
/
道
路
の
景
観
に
つ
い
て

国
週
三
七
号
鵯
渡
島
橋
景
観

"
ふ
る
さ
と
の
歴
史

･
風
景
に
と
け
こ
む

儲
に
つ
い
て
鱸
鬘

郷
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『や
す
ら
ぎ
の
場
｣創
り
を
目
指
し
て
“

長
野
県
土
木
部
道
路
建
設
課
橋
梁
係
長

山
口

千
絃

概

要

丹
波
島
橋
が
架
る
国
道
一
一
七
号
は
、
長
野
市
中

御
所
を
起
点
と
し
て
、
一
部
国
道
一
八
号
を
重
用
し

つ
つ
、
千
曲
川
･
信
濃
川
沿
い
に
北
上
し
、
飯
山
市

を
経
て
新
潟
県
に
入
り
小
千
谷
市
に
至
る
幹
線
道
路

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
長
野
市
荒
木
!
長
野
市
青
木

島
間
は
、
平
成
元
年
三
月
ま
で
国
道
一
八
号
と
し
て

建
設
省
直
轄
管
理
区
間
で
あ
っ
た
が
、
篠
ノ
井
バ
イ

パ
ス
が
供
用
し
た
こ
と
に
伴
い
元
年
四
月
よ
り
長
野

県
管
理
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

初
代
の
丹
波
島
橋
は
明
治
二
三
年

(
一
八
九
0
)

九
月
、
丹
波
島
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
民
間
経
営
の

有
料
橋
と
し
て
架
設
さ
れ
た
。
こ
の
橋
は
全
長
三
百

間

(五
四
0
m
余
)、
幅
三
間

(五
･
四
m
)
の
当

時
と
し
て
は
見
事
な
木
橋
で
あ
っ
た
が
、
た
び
重
な

目
を
十
分
に
果
た
し
て
き
た
が
、
老
朽
化
に
よ
る
床

る
水
害
に
よ
る
補
修
費
の
増
、
ま
た
信
越
線
の
開
通

版
等
の
損
傷
が
著
し
い
こ
と
、
及
び
車
社
会
の
拡
大

に
よ
る
丹
波
島
宿
の
衰
退
に
伴
い
民
間
経
営
が
困
難

等
に
よ
る
絶
対
的
な
交
通
容
量
の
不
足
か
ら
恒
常
的

に
な
り
、
明
治
三
一
年

(
一
八
九
八
)
に
県
に
買
い

な
交
通
渋
滞
が
生
じ
て
お
り
、
道
路
機
能
を
向
上
さ

げ
ら
れ
、
明
治
三
五
年

(
一
九
〇
二
)、
大
正
三

せ
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
急
務
と

(
一
九
一
四
)
の
二
度
の
架
け
替
え
を
経
て
鋼
橋

な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
建
設
省
で
国
道
一
八
号
直

に
よ
る
丹
波
島
宿
の
衰
退
に
伴
い
民
間
経
営
が
困
難

に
な
り
、
明
治
三
一
年

(
一
八
九
八
)
に
県
に
買
い

上
げ
ら
れ
、
明
治
三
五
年

(
一
九
〇
二
)、
大
正
三

年

(
一
九
一
四
)
の
二
度
の
架
け
替
え
を
経
て
鋼
橋

の
丹
波
島
橋
に
至
る
の
で
あ
る
。

昭
和
七
年
一
二
月
に
竣
工
し
た
こ
の
鋼
橋
は
橋
長

五
四
一
m
･
幅
員

一
二

･
五
m
･
九
径
間
の
ゲ
ル

バ
ー
型
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
周
囲
の
山
並
に
マ
ッ
チ

し
た
優
雅
な
形
状
は
地
域
の
人
々
に
永
年
親
し
ま
れ

て
き
た
。

竣
工
以
来
五
十
年
余
の
歳
月
が
過
ぎ
る
な
か
、
架

設
当
時
と
は
質
、
量
共
に
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
増
大
し
た
過
酷
な
交
通
需
要
に
も
耐
え
、
そ
の
役



轄
事
業
と
し
て
、
旧
橋
下
流
側
に
橋
長
五
四
七
･
五

m
、
幅
員

-
-
m
の
新
橋

(都
市
計
画
四
車
線
の
う

ち
暫
定
二
車
線
分
)
を
昭
和
五
八
年
か
ら
下
部
工
に

着
手
し
、
六
一
年
三
一月
に
供
用
し
た
。

旧
橋
は
建
設
当
時
よ
り
高
欄

(装
飾
白
み
か
げ
)、

親
柱

(花
崗
岩
･
内
装
デ
ザ
イ
ン
灯
)
等
意
匠
を
こ

ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
お
り
、
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
橋
に
お
い
て
も
、
親
柱
、

高
欄
、
橋
詰
広
場
等
に
旧
橋
の
面
影
と
仏
都
長
野
市

の
イ
メ
ー
ジ
を
配
慮
し
た
修
景
が
な
さ
れ
て
い
る
。

上
流
側
二
車
線
に
つ
い
て
は
長
野
県
施
行
で
、
本

橋
を
含
む
、
前
後
一
、
八
〇
0
m
の
区
間
を
対
象
に
、

道
路
幅
員
を
現
在
の
ほ
ぼ
二
倍
に
拡
幅
す
る
四
車
線

化
の
道
路
整
備
事
業
が
平
成
元
年
度
か
ら
着
手
さ
れ

た
。
旧
橋
を
撤
去
し
た
跡
に
、
橋
長
五
五
0
･
四
m
、

幅
員
三
m
(車
道
部
六
･
五
m
)
の
新
橋
を
計
画

し
た
。
橋
梁
タ
イ
プ
は
三
径
間
連
続
鋼
箱
桁
二
運
、

二
径
間
連
続
箱
桁
一
連
、
単
純
鋼
板
桁
一
連
か
ら
な

る
九
ス
パ
ン
の
鋼
橋
で
あ
り
、
平
成
元
年
一
一
月
に

下
部
工
事
に
着
手
し
、
平
成
三
年
度
に
は
上
部
製
作

特集 / 道路の景観についつ

及
び
架
設
工
事
、
そ
し
て
平
成
四
年
度
に
は
橋
面
工

事
･
景
観
工
事
が
加
わ
り
、
平
成
五
年
三
月
、
全
線

四
車
線
の
丹
波
島
橋
が
完
成
供
用
し
た
。
こ
こ
に
鋼

橋
の
二
世
橋
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

鬮丹波島橋設計諸元
路 線 名 一般国道117号
橋 梁 名 丹波島橋

河 川 名 一級河川 犀川

道路規格 4種 1級

設計速度 鯖橋の等級 1等橋 (T L‐20)

橋 長
ー期線I L = 547,

5 m
2期線- L = 5504 m

橋梁幅員 薊嬬冲
m獅織

道
歩懷

計綸繊
嶺
樟

事 業 費
側線l 32億円 (内工事費29億円)

2期線l 37億円 (内工事費35億円)

旧橋 (ゲルバートラ

新橋全景
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景
観
整
備

本
橋
は
、
長
野
市
の
表
玄
関
に
あ
た
り
、
ま
た
善

光
寺
参
詣
の
通
用
門
と
し
て
広
く
人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
た
橋
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
丹
波
島
橋
を
通

る
街
道
筋
は
古
く
か
ら
善
光
寺
街
道
と
も
呼
ば
れ
、

様
々
な
街
道
文
化
を
育
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

善
光
寺
街
道
と
は
、
中
山
道
か
ら
分
岐
し
て
善
光

寺
へ
至
る
街
道
で
あ
り
、
佐
久
平
の
追
分
宿
か
ら
千

曲
川
沿
い
に
北
上
す
る
北
国
街
道
と
、
松
本
平
の
洗

馬
宿
か
ら
筑
北
山
地
を
北
上
す
る
北
国
西
街
道
の
二

つ
の
街
道
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
二

つ
の
街
道
は
篠
ノ
井
追
分
に
て
一
つ
の
街
道
に
な
り
、

遠
く
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
に
源
を
も
つ
犀
川
を
渡
っ
て

善
光
寺
へ
と
通
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
善
光
寺
街
道
の
中
に
あ
っ
て
犀
川
に
置
か
れ

た
渡
し
場
が
、
い
わ
ば
丹
波
島
橋
の
歴
史
的
原
点
で

あ
り
、
以
降
街
道
文
化
の
変
遷
と
と
も
に

｢渡
し
舟

の
時
代
｣、
｢舟
橋
の
時
代
｣、
｢木
橋
の
時
代
｣
、
｢鋼

橋
の
時
代
｣
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
、
現
在
の
丹
波
島

橋

へ
と
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
橋
梁
整
備
で
は
、
こ
の
一
連
の
街
道
文
化
の
歴

史
的
変
遷
を
後
世
に
伝
え
つ
つ
、
長
野
市
及
び
善
光

寺
の
表
玄
関
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
橋
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
広
く
人
々
に
親
し
ま
れ
る

｢
や
す
ら
ぎ
場
｣
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
様
々

　　　 　　　　　　

　　　 　
　
　
　
　　　

　　　
　

　　 　　 　 　　　　　

‘ き ざさ良さ叢逕蝨蜜
　　　　　　

　

な
角
度
か
ら
景
観
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

バ
ル
コ
ニ
ー

丹
波
島
橋
か
ら
西
方
を
望
む
と
、
鹿
島
槍
、
爺
ヶ

岳
等
の
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
背
景
に
流
れ
下
る
犀
川

と
、
戸
隠
連
峰
を
背
景
に
流
れ
込
む
裾
花
川
と
が
西

山
山
地
を
抱
き
込
む
よ
う
に
迫
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

川
の
流
れ
と
と
も
に
広
が
っ
て
ゆ
く
善
光
寺
平
の
姿



バ
ル
コ
ニ
ー

が
美
し
く
映
る
。
ま
た
視
界
を
ぐ
る
り
と
廻
せ
ば
、

そ
の
昔
、
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
が
決
戦
を
く
り
広

げ
た
川
中
島
平
、
遠
く
菅
平
か
ら
志
賀
高
原
を
背
景

に
広
が
る
善
光
寺
平
が
、
犀
川
の
流
れ
に
溶
け
込
む

か
の
よ
う
に

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
す
ば
ら
し
て
風
景
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
い
、

｢う
る
お
い
｣
と

｢や
す
ら
ぎ
｣
の
空
間
を
生
み
出

そ
う
と
四
箇
所
の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
高
欄
に
は
、
橋

の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

｢渡
し
舟
の
時
代
L
、

｢舟
橋
の
時
代
｣、
｢木
橋
の
時
代
｣
、
｢鋼
橋
の
時

代
｣
の
四
つ
の
歴
史
パ
ネ
ル
が
時
の
流
れ
を
追
っ
て

一
枚
ず
つ
取
り
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
パ
ネ
ル
の

両
側
に
は
、
昔
か
ら
橋
の
移
り
変
わ
り
を
見
守
り
続

け
て
き
た
丹
波
島
橋
か
ら
の
風
景
を
ス
ク
リ
ー
ン
と

し
て
は
め
込
み
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
両
隅
に
は
親
柱
を

小
さ
く
し
た
形
の
小
柱
を
配
置
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
を

持
た
せ
た
。
橋
の
歴
史
パ
ネ
ル
越
し
に
眺
め
る
北
ア

ル
プ
ス
の
山
々
は

一
見
に
価
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
欄
部
レ
リ
ー
フ
パ
ネ
ル

郷
土
出
身
の

｢き
り
え
画
家
｣
柳
沢
京
子
氏
に
デ

ザ
イ
ン
を
委
嘱
し
上
流
側
、
下
流
側
に
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
を
も
っ
た
四
組
の
切
絵
デ
ザ
イ
ン
を
選
定
、

約
三
一m
間
隔
に
配
置
し
た
。
下
流
側
に
は
、
｢昭

和
の
道
祖
神
｣
と
題
し
て
、
道
路
交
通
の
安
全
と
、

レ
リ
ー
フ
パ
ネ
ル

地
域
の
豊
か
な
未
来
を
希
念
し
、
信
州
の
四
季
に
憩

う
子
供
達
の
姿
に
そ
の
役
目
を
託
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
流
側
に
つ
い
て
は
、
｢善
光
寺
道
の
物
語
L
と

題
し
善
光
寺
街
道
界
隈
の
風
景
四
態

(善
光
寺
、
川

中
島
古
戦
場
、
田
毎
の
月
、
海
野
宿
)
を
配
し
往
時

の
道
中
を
偲
ん
だ
。

　　

　　
　
　

降
り
つ
る
み
嘴
は
、
や
が
て
め
ぐ
り
氷
る
≦
耗
労
箱
の
た
た
ず
安
い
a
美
し
さ
だ
は
･

、窓
へ
の
前
飯
蝨
て
字
o、

ご
淺
本
人
の
延
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が
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ど
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u
t
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嘴
ミ
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に
峰
移
か
け
て
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邁
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親

柱

旧
橋
の
北
詰
に
は
善
光
寺
永
代
常
夜
灯
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
親
橋
に
つ
い
て
は
特
に
、
善
光

寺
の
表
玄
関
と
し
て
の
意
味
づ
け
を
強
調
し
、
袖
高

欄
付
灯
篭
型
親
柱
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
形
状

に
つ
い
て
は
、
橋
詰
に
あ
る
常
夜
灯
と
の
調
和
を
も

た
せ
る
よ
う
八
角
形
と
し
、
重
厚
感
と
古
風
な
格
式

を
感
じ
さ
せ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
パ
ー
ル
張
り
と
し
た
。

そ
し
て
柱
上
部
に
は
、
広
が
り
感
の
あ
る
照
明
を

配
置
し
た
。
な
お
親
柱
橋
名
板
裏
に
は
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
埋
設
し
た
。

照

明

灯

照
明
柱
は
歩
車
道
境
界
部
分
に
設
け
、
形
式
は
車

道
灯
･
歩
道
灯
の
二
灯
式
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
と
し
、
形

状
は
門
前
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

｢肥
｣
を
形
ど
っ
た

デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。
夜
間
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
し
た
光

の
帯
が
浮
か
び
上
が
り
、
幻
想
的
な
美
し
さ
を
呈
し

て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
□
ツ
キ
ン
グ
舗
装

歩
道
部
に
は
歴
史
パ
ネ
ル
を
備
え
た
バ
ル
コ
ニ
ー

が
設
け
ら
れ
る
た
め
、
バ
ル
コ
ニ
ー
部
分
の
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
は
そ
の
時
代
を
表
す
デ
ザ
イ
ン
に

対
応
さ
せ
る
形
で
配
置
し
た

(渡
し
舟
↓
徒
歩
、
舟

　
　
　

　

滅
ぶ
き
、

さ

橋
↓
人
力
車
、
木
橋
↓
馬
車
、
鋼
橋
↓
車
)、
ま
た

時
代
の
流
れ
が
右
岸
側
か
ら
左
岸
側
に
か
け
て
新
し

く
な
る
た
め
、
歩
道
一
般
部
に
は
時
代
の
流
れ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
。

rイルパターン(歩道部) タイルパターン(バルコニー部)

4箇所のバルコニーを結ぶr時の流れ｣を

照明灯
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中
央
通
路
植
栽

上
流
側
二
車
線
分
の
供
用
に
よ
り
管
理
用
通
路
と

し
て
利
用
さ
れ
る
下
流
側
二
車
線
施
工
時
の
上
流
側

歩
道
に
つ
い
て
は
、
一
箇
所
当
た
り
五
基
の
プ
ラ
ン

タ
ー
を
組
み
合
せ
、
こ
れ
を
四
○
箇
所
設
置
し
植
栽

工
を
施
し
た
。
樹
種
は
今
後
の
維
持
管
理
等
を
踏
ま

え
"水
は
天
か
ら
も
ら
い
水
"
的
な
管
理
程
度
で
も

耐
え
得
る
も
の
と
し
て
、
コ
ノ
テ
カ
シ
ワ
、
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
、
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
等
を
選
定
し
た
。
橋
梁
上
で

あ
る
た
め
散
水
等
の
水
管
理
が
必
要
と
思
わ
れ
、
当

初
、
水
道
施
設
の
設
置
を
検
討
し
た
が
、
設
置
費
、

維
持
費
が
嵩
む
た
め
結
局
は
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
方
式

に
落
ち
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。

橋
詰
広
場

橋
の
左
岸
側
の
上
下
流
に
、
歩
道
に
隣
接
し
て
小

公
園
を
設
け
、
そ
の
中
に
旧
橋
ゲ
ル
バ
ー
ト
ラ
ス
の

可
動
沓
、
竣
工
記
念
碑
、
親
柱
、
常
夜
灯
、
高
欄
レ

リ
ー
フ
説
明
板
等
を
配
置
し
、
橋
に
対
す
る
関
心
を

よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

本
橋
梁
の
景
観
設
備
に
お
い
て
は
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
分
と
し
て
約
一
億
五
千
万
円
余
要
し
た
が
、
国
及

び
地
元
長
野
市
の
御
理
解
を
得
る
な
か
、
こ
の
よ
う

な
修
景
工
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
地
域
の
人
々
に

“う
る
お
い
、

ゆ
と
り
、
や
す
ら
ぎ
の
場
"
と
し
て
親
し
ま
れ
、
人

に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば

と
願
う
次
第
で
あ
る
。

特藥 / 邁瀦rの景葡朝こつし、て

30 道ネテセ 93.5



特
集
/
道
路
の
景
観
に
つ
い
て

高
架
下
の
都
市
空
間
整
備

若
宮
大
過
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

名
古
屋
市
農
政
緑
地
局
緑
地
施
設
課

岩
瀬

伸
夫

同

土
木
局
道
路
環
境
整
備
課

濱
坂

格

一

は
じ
め
に

名
古
屋
市
は
平
成
元
年

(
一
九
八
九
年
)
に
市
制

百
周
年
を
む
か
え

｢世
界
デ
ザ
イ
ン
博
覧
会
｣
を
開

催
し
た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

戦
後
、
官
民
協
力
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
若
宮
大

通
も
そ
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、
｢次
世
代
に
引
き
継

ぐ
、
う
る
お
い
あ
る
街
づ
く
り
｣
の
先
行
モ
デ
ル
と

し
て
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
都
市

空
間
、
ま
た
高
速
道
路
高
架
下
を
利
用
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
公
園
と
し
て
、
総
合
的
に
再
整
備
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

本
編
は
こ
の
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
。

=

経

緯

名
古
屋
市
の
街
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
的
施
設
の

図 1 位置図

名古屋駅

つ
で
あ
る
市
道
若
宮
大
通
は
、
戦
災
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
、
幅
員
百
m
、
延

長
約
四
如
、
ま
た
中
央
部
に
五
七
m

の
街
園
部
を

持
っ
た
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。

こ
の
道
路
は
、
往
復
八
車
線
、
日
交
通
量
約
五
万

台
を
捌
く
名
古
屋
市
の
重
要
な
幹
線
道
路
機
能
を
持

ち
な
が
ら
、
ま
た
一
方
で
は
、
名
古
屋
を
象
徴
す
る

イ
チ
ョ
ウ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
の
並
木
、
広
い
街
園
か
ら

な
る
、
み
ど
り
豊
か
な
オ
ー
プ
ン
な
空
間
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
沿
道
地
域
の
一
体
化
、

活
性
化
と
い
っ
た
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
も
と
、
貴
重
な

都
市
空
間
の
有
効
利
用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
再
整
備

の
気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

名
古
屋
市
で
は
、
中
央
街
園
部
に
収
容
す
る
高
架



式
構
造
の

｢名
古
屋
都
市
高
速
道
路

(市
道
高
速
一

号
線
)L
の
建
設
を
機
会
に
、
昭
和
六
一
年
九
月
、

次
の
観
点
か
ら
な
る
総
合
整
備
構
想
を
公
表
し
た
。

1

都
心
の
幹
線
道
路
と
し
て
、
歩
道
･
車
道
部

及
び
街
園
部
を
含
め
た
大
通
全
体
の
環
境
整
備

2

都
心
の
貴
重
な
空
間
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
し
、
多
目
的
利
用
を

可
能
と
す
る
施
設
整
備

3

沿
道
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
気
運
に
呼
応

し
、
地
域
の
活
性
化
を
促
す
百
m
の
空
間
整
備

三

整
備
基
本
方
針

整
備
区
域
と
整
備
基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

1

整
備
区
域

堀
川

(中
区
大
須
一
丁
目
)
か
ら
吹
上

(千
種
区

吹
上
二
丁
目
)
ま
で
の
延
長
約
三
･
三
蛔
、
全
幅
員

百
m
と
し
た
。

2

整
備
方
針

名
古
屋
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
道
路
と
し
て
、
か
つ

多
様
な
市
民
要
望
に
応
え
ら
れ
る
都
市
空
間
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
次
の
六
項
目
を
掲

げ
た
。

①

幹
線
道
路
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す
る

②

歩
道
を
含
め
、
緑
豊
か
な
空
間
を
つ
く
る

③

市
民
に
親
し
ま
れ
る
魅
力
的
な
空
間
を
つ
く

る

堀川 (中区) ~ 吹上 (千種区吹上二丁目)、延長約3.3km、幅員loom

堀川一伏見町線 伏見町線‐久屋町線 久屋町線‐花田公園西

　　　　　　　久屋大通公園

　

場
場
陽

一

広
広
広
場
球

官
の
の
車
フ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

回
･l′

場

置

場
堰
広
境

配
場
広
広
の
広

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

④

都
市
景
観
と
し
て
の
連
続
性
の
確
保
、
沿
道

と
の
一
体
化
を
は
か
る

③

水
と
緑
の
空
間
と
都
市
高
速
道
路
構
造
物
と

の
調
和
を
は
か
る

図 2 整備区域

◎

防
災
空
間
の
確
保
に
配
慮
す
る

こ
の
こ
と
は
、
幹
線
道
路
と
し
て
の
本
来
機
能
を

高
め
つ
つ
、
一
方
で
、
都
市
空
間
に
期
待
さ
れ
る
総

合
環
境
を
具
備
し
た

｢水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
交
流
と

触
発
の
空
間
｣
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
計
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

デ
ザ
イ
ン
都
市
を
め
ざ
す
名
古
屋
市
の
記
念
事
業

で
あ
り
、
さ
ら
に
都
心
の
貴
重
な
空
間
を
対
象
と
す

る
大
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
各
層
か
ら
は
、

沿
道
の
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
施
設
整
備
に
と
ど
ま

ら
ず
、
広
域
か
ら
の
市
民
利
用
及
び
全
国
へ
情
報
発

信
で
き
る
公
共
空
間
の
あ
る
べ
き
姿
と
な
る
内
容
で
、

整
備
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

四

総
合
整
備
計
画

整
備
基
本
方
針
な
ど
を
も
と
に
検
討
し
、
作
成
し

た
整
備
計
画
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
特
に

考
慮
し
た
点
が
二
点
あ
っ
た
。

一
点
は
、
こ
の
大
通
が
幅
百
m
も
有
す
る
特
性
か

ら
、
以
前
よ
り
、
ま
ち
の
発
展
や
市
民
交
流
を
阻
害

し
て
い
る
都
市
施
設
と
の
認
識
も
さ
れ
が
ち
で
、
近

鯰

頃
の
ま
ち
づ
く
り
の
連
続
性
の
確
保
、
人
の
往
来
の

徴

高
ま
り
と
い
っ
た
中
で
距
離
以
上
の
隔
た
り
と
し
て

道

意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

も
う
一
点
は
、
暗
く
て
重
た
い
と
い
う
高
架
下
の



整備前 燈将 (単位;岡 彩慶 潔 落ら 磨 き ぢァ
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マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
し
て
プ
ラ
ス
イ
メ
ー

ジ
の
空
間
に
つ
く
り
か
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。こ

れ
に
は
高
架
構
造
物
は
半
屋
内
空
間
を
つ
く
り

出
す
重
要
な
屋
根
で
あ
り
、
ま
た
橋
脚
も
公
園
を
構

成
す
る
造
形
物
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
が
集
ま
り
イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が
起
き
や

m

す
い
空
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

位

の
発
想
が
必
要
だ
っ
た
o

鱸

そ
れ
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
に
、
名
古
屋
高
速
道

路
公
社
と
協
議
し
、
従
前
で
は
構
造
物
の
修
景
は
色

彩
に
よ
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、
当
路
線
に
お
い

伏見町線~ 葵町線 .幅 9 , 5 m

葵町線~ 吹上 中富6 , 5 m
て
は
、
下
部
工
に
お
け
る
二
柱
式
橋
脚
、
上
部
工
に

お
け
る
台
形
箱
桁
二
主
桁
断
面
な
ら
び
に
現
場
継
手

部
は
ボ
ル
ト
締
に
替
え
て
現
場
溶
接
に
す
る
な
ど
の

構
造
形
式
の
対
応
を
い
た
だ
き
、
公
園
計
画
を
大
き

く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

　
　

　
　

　

　
　
　　
　　
　J

歩冊 自転車, 歩行者路

街園部
0.5 3.25×4= 13,0 1.5 1.0 2.0 2. 0 2,0 2,5

(公園部) 51.0 車道部 15.0 停車帯 歩道部 9,5

図 4 標準横断定規図 (片側部分表示)

　

　

　　

お
5

植

Q
U
A
Y

(整
備
計
画
の
内
容
)

①
車
道
部

東
西
方
向
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
同

5

様
に
片
側
四
車
線
を
確
保
し
、
さ
ら
に
交
通
量
の
円

セ

滑
化
及
び
沿
道
へ
の
ァ
ク
セ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
高
め
る

断

た
め
、
主
要
交
差
点
に
は
付
加
車
線
を
設
け
、
全
線

に
停
車
帯
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
路
線
バ
ス
の
停

留
所
に
は
バ
ス
停
車
帯
を
切
り
込
み
設
置
し
て
い
る
。

②
歩
道
部

都
心
の
回
避
空
間
と
し
て
、
｢ゆ
と
り
と
う
る
お

い
｣
と
い
っ
た
面
か
ら
再
整
備
し
、
標
準
区
間
に
お

い
て
、
三
m
拡
幅
し
て
九

･
五
m
の
広
幅
員
歩
道
と

し
た
。
既
存
の
街
路
樹

(ト
ウ
カ
エ
デ
)
を
生
か
し

て
二
列
の
連
続
植
栽
帯
を
設
け
る
と
と
も
に
落
ち
つ

き
の
あ
る
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
し
た
。
ま
た
、
中
央
に

は
街
路
灯
を
連
続
に
設
置
し
、
夜
間
の
街
路
景
観
を

演
出
す
る
と
と
も
に
、
要
所
に
水
飲
施
設
、
ス
ツ
ー

ル
な
ど
を
配
し
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
安
全
と

利
便
性
を
高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
都
市
景
観
の
向
上

に
資
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
各
種
標

識
、
街
路
灯
な
ど
の
柱
類
の
整
理
総
合
、
美
装
化
を

は
か
っ
て
い
る
。

③
街
園
部

基
本
幅
を
五
一
m
(歩
道
部
の
拡
幅
に
伴
い
六
m

縮
小
)
と
す
る
広
幅
員
の
中
央
帯
で
あ
り
、
中
央
に

市
道
高
速
一
号
線

(標
準
幅
員
一
九
m
、
桁
下
九
ー

図 3 標準断面図



一
九
m
の
二
柱
式
高
架
道
路
)
を
収
容
し
て
い
る
。

計
画
は
、
両
サ
イ
ド
の
既
存
木

(イ
チ
ョ
ウ
)
の
並

木
を
生
か
し
、
緑
化
及
び
修
景
に
よ
り
高
架
構
造
物

と
の
調
和
、
一
体
化
を
計
り
、
高
架
下
と
い
っ
た
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
歩
道
緑
化
と
合
せ
百

m
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
開
放
的
な
街
路
景
観
の
創
出

に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
都
心
に
お
け
る
貴
重
な

空
間
と
し
て
、
ま
た
地
域
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
き
る
空

間
と
す
る
た
め
、
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
高
架
構

造
物
が
生
み
出
す
半
屋
内
空
間
を
フ
ル
活
用
し
た
、

魅
力
的
な
公
園
と
し
て
整
備
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
大
通
は
、
防
災
空
間
と
し
て
大
規
模
震
災
時

卿
"

　
　

　　　
　

、＼＼＼~

　
　

　　
　　

に
お
け
る
広
域
避
難
場
所
の
機
能
も
担
っ
て
い
る
た

め
、
施
設
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
｢緑
の
広
場
づ
く

り
｣
を
基
本
と
し
、
東
西
を
結
ぶ
長
い
帯
状
の
公
園

に
お
い
て
、
一
定
ゾ
ー
ン
毎
に
沿
道
土
地
利
用
と
の

関
連
性
を
考
慮
し
た
空
間
変
化
に
工
夫
を
は
か
り
、

｢四
季
の
う
つ
ろ
い
、
文
化
の
か
お
り
｣
を
感
じ
さ

せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
た
。

④
歩
道
橋

地
域
の
一
体
感
を
高
め
、
街
園
の
連
続
的
利
用
を

安
全
･
快
適
な
も
の
と
す
る
た
め
、
三
箇
所
に
歩
道

橋
を
設
置
し
た
。
い
ず
れ
も
、
沿
道
施
設
や
公
園
及

び
地
域
性
と
の
調
和
を
考
慮
し
、
橋
単
体
と
し
て
も

　

　　

車

‐鬘

蟻

　
　
　　
　

　
　
　

　
　

　
　礎

もご

む
ご“　　　　

　
　　
　　

若宮大通歩道部

印
象
的
で
質
感
あ
る
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
型
式
を
採

用
す
る
な
ど
、
街
路
景
観
の
形
成
に
工
夫
を
こ
ら
し

て
い
る
。

⑤
植
栽

植
栽
計
画
を
街
路
景
観
を
高
め
る
基
本
に
位
置
付

け
、
道
路
空
間
の
広
が
り
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
の
工
夫
を
は
か
っ
て
い
る
。
既
存
の
街
路
樹
の
充

実
化
を
は
か
り
、
連
続
植
栽
の
樹
種
に
は
柔
ら
か
な

感
じ
の
低
木

(
ロ
ニ
セ
ラ
･
ニ
テ
ィ
ダ
)、
広
が
り

を
感
じ
さ
せ
る
地
被

(
ヘ
デ
ラ
･
ヘ
リ
ッ
ク
ス
)
を

選
定
し
、
落
ち
つ
き
と
広
が
り
あ
る
景
観
を
つ
く
り

出
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
草
花
や
中
木
を
ア
ク
セ
ン

ト
と
し
て
所
々
に
植
栽
す
る
と
と
も
に
主
要
交
差
点

に
は
、
街
角
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
花
や
樹
形
の
美
し

い
樹
木

(
コ
ブ
シ
、
ハ
ナ
ノ
キ
等
)
を
植
栽
し
、
特

色
あ
る
街
角
づ
く
り
を
は
か
っ
て
い
る
。

五

高
架
下
公
園
施
設

次
に
高
架
下
に
設
け
た
公
園
施
設
に
つ
い
て
主
に

デ
ザ
イ
ン
画
で
配
慮
し
た
点
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

公
園
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
の
基
調
と
し
て
は
、
周
辺

の
環
境
に
広
く
開
か
れ
、
か
つ
都
市
の
風
景
の
一
部

と
な
る
様
な
公
園
デ
ザ
イ
ン
を
展
開
し
た
い
と
意
図

し
た
。
具
体
的
に
は
名
古
屋
の
高
速
道
路
の
下
の
こ

こ
に
し
か
実
現
で
き
な
い
公
園
と
す
る
た
め
、

①

高
速
道
路
構
造
物
を
造
形
物
と
し
て
積
極
的

発 道行セ 93.5



に
捉
え
、
公
園
全
体
の
空
間
構
成
に
生
か
し
た
。

公
園
施
設
化
す
る
こ
と
に
よ
り
空
間
全
体
の
一

②

来
園
者
や
イ
ベ
ン
ト
、
沿
道
の
建
物
群
を

ま
た
、
そ
の
構
造
物
を
さ
ま
ざ
ま
に
修
景
し
、

体
化
を
図
っ
た
。

｢
図

と

え
、
也

部
ふ

公

韮
凡
を

｢図
｣
と
考
え
、
他
の
大
部
分
の
公
園
施
設
を

;

　

　

　

　
　

　　

　

　

　
　

　　
　
　

　

　
　　

　

,壽
撓
.

南

出

｢図
｣
を
引
き
立
た
せ
る

｢地
｣
と
し
て
デ
ザ

5

イ
ン
し
た
。

　

③

そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
は
独
自
で
明
確
な
デ
ザ
イ

酪

ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
ち
な
が
ら
、
高
速
道
路
と

調
和
の
と
れ
た
お
お
ら
か
で
拡
が
り
の
感
じ
ら

れ
る
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
施
設
内
容
と
し
た
。

な
お
、
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る
に
当

た
っ
て
は
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
協
同

作
業
を
必
要
と
し
た
。
造
園
ス
タ
ッ
フ
は
名
古
屋
で

活
躍
し
て
い
る
造
園
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
三
社
、
彫
刻

の
広
場
ブ
ロ
ッ
ク
を
造
形
作
家

庄
司
達

(さ
と

る
)
氏
、
水
の
広
場
を
彫
刻
家
の

新
宮
晋

(す
す

む
)
氏
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
喜
多
内

十
三
造

(と
み
ぞ
う
)
氏
、
一
連
の
照
明
デ
ザ
イ
ン

を
石
井
幹
子

(も
と
こ
)
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
各
々

頼
ん
だ
。

代
表
的
な
事
例
と
し
て
、
冒
険
広
場
及
び
水
の
広

場
に
つ
い
て
次
に
述
べ
る
。

図 5 冒険広場一般図

冒
険
広
場

高
架
が
生
み
出
す
屋
内
空
間
に
対
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
作
り
と
し
て
、
都
市
の
縁
側
↓
日
本
家
屋
の
緑
空

間
↓
尾
張
地
方
の
農
家
へ
と
発
想
が
展
開
し
て
い
き
、

縁
側
空
間
に
お
け
る
遊
び
を
テ
ー
マ
と
し
た
冒
険
広

l▲ 立面図 I

皓準線
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,

円

図
の

酬
囲
鞘
雛
斡
隅
絲
図
軸
副
湘
洲
軒
輛

場
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
で
き
あ
が
っ
た
。
尾
張
の
農
家

の
間
取
り
を
基
本
と
し
て
施
設
計
画
を
進
め
た
こ
と

か
ら
、
屋
内
で
は
具
体
的
に
は
高
速
道
路
の
ビ
ア
を

板
で
化
粧
し
大
黒
柱
に
見
た
て
周
り
の
床
を
板
張
り

す
る
こ
と
に
よ
り
、
居
間
、
座
敷
、
縁
側
を
創
造
。

ま
た
、
土
間
、
板
の
間
と
い
っ
た
日
常
作
業
を
す
る

場
所
と
合
わ
せ
二
階
建
の
母
屋
を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
階
段
、
梯
子
、
格
子
戸
あ
る
い
は
天
井
裏
に
あ

る
く
も
の
巣
な
ど
、
こ
れ
ら
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
大
型

木
製
複
合
遊
具
の

｢冒
険
と
り
で
｣
を
創
作
し
た
。

土
間
に
あ
た
る
砂
場
に
は
蜂
の
巣
ブ
ロ
ッ
ク
、
ひ
よ

こ
の
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
を
配
置
し
た
。
屋
外
で
は
客

間
前
の
池
を
徒
渉
池
と
し
、
人
工
的
な
が
ら
も
自
然

を
感
じ
さ
せ
遊
び
心
を
高
め
る
よ
う
、
朝
も
や
噴
水

や
、
夕
立
シ
ャ
ワ
ー
の
噴
水
を
配
し
、
子
ど
も
た
ち

の
冒
険
心
と
創
造
性
を
育
ん
だ
り
、
公
園
利
用
者
に

や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
よ
う
演
出
し
た
。

水
の
広
場

こ
の
広
場
は
東
西
で
高
低
差
が
三
･
五
m
程
あ
る
。

こ
の
高
低
差
を
利
用
し
て
上
の
池
と
下
の
池
と
の
二

つ
の
池
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
の
間
を
流
れ

(
カ
ス

ケ
ー
ド
)
で
結
ん
で
い
る
。
二
つ
の
池
の
中
心
部
に

は
各
々
動
く
彫
刻
を
据
え
て
い
る
。
こ
の
広
場
は

｢風
の
彫
刻
家
｣
と
呼
ば
れ
る
新
宮
晋
氏
の
計
画
案

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
殺
伐

と
し
て
無
機
的
な
こ
の
高
架
下
の
空
間
を

｢都
市
の

自
然
｣
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
こ
の

場
所
で
し
か
創
出
し
得
な
い
空
間
に
変
身
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
高
架
に
取
り
付
け
ら
れ
た
シ
ャ
ワ
ー
装

　

　

　

珍
國

道

(靴
椰
料
章
)

93.5

群円満汁



置
か
ら
落
ち
た
人
工
雨
は
、
下
の
動
く
彫
刻
に
落
ち

る
。
可
動
式
の
樋
は
回
転
し
、
溜
っ
た
水
を
一
枚
の

織
り
あ
げ
ら
れ
た
布
状
に
し
て
下
の
水
面
に
落
と
す
。

波
紋
が
広
が
り
、
流
れ
を
発
生
さ
せ
る
。
こ
の
彫
刻

が
作
品

｢波
の
機
織
り
｣
で
あ
る
。
下
の
池
に
も
人

工
雨
を
コ
ッ
プ
で
受
け
繊
細
に
し
て
軽
や
か
に
回
転

す
る
作
品

｢雨
に
乾
杯
｣
が
あ
る
。

こ
の
広
場
は
、
夜
が
一
層
す
ば
ら
し
い
。
水
し
ぶ

き
に
包
ま
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
彫
刻
の
動
き
回
る
姿
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
光
が
あ
た
り
、
キ
ラ
キ
ラ
と
水
の

妖
精
が
舞
う
よ
う
な
幻
想
的
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

高
架
下
で
あ
る
こ
と
の
最
大
の
難
点
の
一
つ
、
暗
く

て
薄
汚
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
見
事
に
拭
い
去
り
、
逆
転

の
発
想
に
よ
り
都
市
の
創
り
出
す
矛
盾
空
間
を
鮮
や

か
に
蘇
ら
せ
た
演
出
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
最

後
に
新
宮
氏
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

｢水
は
、
し
ず
く
と
な
っ
て
空
間
を
飛
び
、
流
れ

や
波
と
な
っ
て
移
動
す
る
。
そ
し
て
、
溜
れ
ば
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。
大
き
な
自
然
の
循
環
の
中

で
、
水
は
す
べ
て
の
生
命
を
育
ん
で
、
人
の
思
い
を

や
さ
し
く
す
る
。
こ
の
公
園
で
は
二
つ
の
動
く
彫
刻

に
よ
っ
て
、
水
の
魅
力
あ
る
性
質
は
増
幅
さ
れ
る
。｣

鰯

六

維
持
管
理

の　

　

　

　
　

市
制
百
周
年
記
念
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
事
業

を
執
行
し
た
経
緯
か
ら
若
宮
大
通
は
他
と
比
べ
高
密

な
施
設
整
備
が
は
か
ら
れ
た
。
特
に
公
園
部
に
お
い

て
は
各
種
水
景
施
設
を
は
じ
め
彫
刻
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
、
特
殊
遊
具
、
花
壇
、
環
境
照
明
施
設
、
さ
ら
に

は
カ
ラ
ク
リ
人
形
時
計
塔
に
代
表
さ
れ
る
寄
付
物
件

等
々
こ
れ
ま
で
の
公
園
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
施
設

が
数
多
く
出
現
し
た
。
施
設
の
特
異
性
に
加
え
て
、

高
架
下
公
園
が
必
然
的
に
か
か
え
る
管
理
上
の
課
題
、

即
ち
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
な
ど
現
場
管
理
に
当
た
っ
て

は
頭
の
痛
い
問
題
が
多
い
。
特
に
高
架
下
は
い
っ
た

ん
荒
れ
出
す
と
都
市
の
恥
部
と
し
て
人
の
寄
り
付
か

な
い
廃
壗
と
化
す
危
険
性
を
常
に
孕
ん
で
い
る
。
そ

の
た
め
現
場
維
持
管
理
に
は
細
心
の
注
意
と
努
力
を

白川ブリッジ若宮ブリッジ
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＼＼

注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
若
宮
大
通
公

園
の
管
理
は
中
区
の
他
の
公
園
や
街
路
樹
と
と
も
に

中
土
木
事
務
所
が
現
地
管
理
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
大
変
。
無
人
無
料
管
理
で
供
用
時
間
の
制

限
も
し
て
い
な
い
。
ト
イ
レ
は
汚
れ
て
な
い
か
、
ゴ

ミ
は
溢
れ
て
な
い
か
、
徒
渉
池
に
ガ
ラ
ス
の
破
片
が

入
っ
て
な
い
か
、
ネ
ッ
ト
遊
具
は
切
れ
て
な
い
か
、

噴
水
は
正
常
に
運
転
さ
れ
て
い
る
か
、
火
の
気
は
な

い
か
等
々
、
ガ
ー
ド
マ
ン
と
清
掃
作
業
員
が
毎
日

入
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
事
故
や
施
設
の
破
損

が
あ
と
を
た
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
予
算
面
を
含
め

維
持
管
理
体
制
の
一
層
の
充
実
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

七

あ
と
が
き

い
ま
都
市
施
設
を
考
え
る
と
、
都
市
内
公
園
は

｢緑
｣
と
い
う
次
元
を
越
え
て
、
ま
す
ま
す
都
市
生

活
や
都
市
空
間
に
な
じ
も
う
と
し
、
一
方
都
市
空
間

は
ま
す
ま
す
公
園
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

若
宮
大
通
は
、
幹
線
道
路
と
し
て
の
交
通
流
の
円

滑
化
、
貴
重
な
都
市
空
間
と
し
て
の
多
様
な
活
用
、

そ
し
て
都
市
景
観
な
ど
の
総
合
整
備
に
よ
り
、
緑
と

道
路
機
能
と
が
一
体
と
な
っ
た
よ
り
高
い
次
元
で
の

都
市
空
間
と
し
て
市
民
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
こ
の
大

通
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
へ
と
誘
導
を
は
か
る
こ

と
、
さ
ら
に
こ
の
大
通
が
い
つ
ま
で
も
親
し
ま
れ
つ

づ
け
ら
れ
る
空
間
で
あ
る
よ
う
、
維
持
管
理
及
び
運

営
面
で
工
夫
を
は
か
る
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

事
業
年
度

事
業
費

事
業
内
容

事
業
手
法

昭
和
六
二
年
度
i
平
成
元
年
度

六
二
億
円

延
長
約
三
･
三
如
、
幅
員
百
m

歩
道
橋
三
橋

街
路
事
業

(道
路
改
良

二
種
)

県
費
補
助
事
業

発 道行セ 93.5
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は
じ
め
に

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た

｢道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
関
す
る
政
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
令
｣
(以
下

｢
一
括
政
令
｣
と
い
う
。
)
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
一
括
政
令
は
、
平
成
四
年
一
二
月
の
閣
議
了
解
等

を
踏
ま
え
、
公
共
事
業
等
に
係
る
補
助
率
等
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
っ
た

｢国
の
補
助
金
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に

関
す
る
法
律
｣
(以
下

｢
一
括
法
｣
と
い
う
。)
を
受
け
る

と
と
も
に
、
一
括
法
と
は
別
に
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
の
策
定
等
の
た
め
に
行
わ
れ
た

｢道
路
整
備
緊
急
措

置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
｣
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
道
路
整
備
緊

急
措
置
法
等
に
基
づ
き
、
建
設
省
関
係
の
関
連
政
令
の
改

正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
今
回
の
補
助
率
等
の
見
直
し
の
趣
旨
も
含

め
て
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
の
改
正
の
内
容
に

つ
い
て
、
概
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
条

(国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
)

○
第
二
条
第
一
項

(国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
)

第
二
条

高
速
自
動
車
国
道
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的

な
自
動
車
交
通
網
を
構
成
す
る
自
動
車
専
用
道
路
路

と
し
て
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
一
般
国
道

(道
の
区

域
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
)
の
改
築
で
建

設
大
臣
が
行
う
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以

外
の
も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
法
第
四
条
の
政

令
で
定
め
る
国
の
負
担
金
の
割
合
は
、
十
分
の
七
と

す
る
。

一

道
路
構
造
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二

十
号
)
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
令

の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る

改
築
で
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
額
が
建
設
大
臣

が
定
め
た
額
を
超
え
な
い
も
の

二

道
路
の
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
構
造
上

の
原
因
の
一
部
を
除
去
す
る
た
め
に
行
う
突
角
の

切
取
り
、
路
床
の
改
良
、
排
水
施
設
の
整
備
又
は

待
避
所
の
設
置

三

道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部

分
を
一
般
国
道
以
外
の
道
路
と
す
る
計
画
が
あ
る

箇
所
の
改
築

週
騰
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
の
改
正
に
つ
い
で

建
設
省
道
路
局
路
政
課
法
令
係
長

中
原

淳
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四

車
道
の
舗
装
に
つ
き
道
路
構
造
令
第
二
十
三
条

第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
る
こ

と
を
要
し
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
道
路
の
舗
装

五

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法

(昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)
第
二

条
第
三
項

(第

一
号
を
除
く
。)
に
規
定
す
る
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

1

第
二
条
の
趣
旨

第
二
条
は
、
一
般
国
道
の
改
築
に
要
す
る
費
用
に
係
る

国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
平

成
五
年
の
改
正
前
の
規
定
で
は
、
道
の
区
域
を
除
く
一
般

国
道
の
改
築
に
つ
い
て
の
国
の
負
担
金
の
割
合
を
、
(
い

わ
ゆ
る
直
轄
国
道
も
補
助
国
道
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
)

通
常
の
場
合
は
第
一
項
で
3
/
4
と
し
、
都
市
計
画
四
車

等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
二
項
で
2
/
3
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
平
成
四
年
三

月
の
閣
議
了
解
等
に
お
い

て
、
公
共
事
業
等
に
係
る
補
助
率
等
に
つ
い
て
、
行
革
審

答
申
等
を
踏
ま
え
、
体
系
化
･
簡
素
化
等
の
観
点
か
ら
、

直
轄
事
業
に
あ
っ
て
は
2
/
3
、
補
助
事
業
に
あ
っ
て
は

1
/
2
を
基
本
と
し
て
恒
久
化
し
、
事
業
の
影
響
が
広
範

に
及
ぶ
等
国
の
関
与
の
度
合
い
･
関
心
の
高
さ
が
強
い
も

の
や
補
助
事
業
の
中
で
も
国
の
責
任
が
重
い
と
考
え
ら
れ

る
も
の
等
に
つ
い
て
は
一
定
の
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
改
正
後
の
第

二
条
に
お
い
て
は
、
一
般
国
道
を
い
わ
ゆ
る
直
轄
国
道
と

補
助
国
道
と
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
も
の
を
2
/

3
か
ら
7
/
10
、
1
/
2
か
ら
騙
/
①
に
嵩
上
げ
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
離
島
振
興
法
に
係
る
一

般
国
道
の
改
築
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
本
条
第
三
項
で
措
置
す
る
と
と
し
た
。

2

第
二
条
第
一
項
の
趣
旨

第
二
条
第
一
項
は
、
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画

(昭

和
六
二
年
六
月
閣
議
決
定
)
に
お
い
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

高
規
格
幹
線
道
路
の
よ
う
な
全
国
的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
一
般
国
道
に
つ
い
て
は
、
特
に
事
業

の
影
響
が
広
範
に
及
ぶ
な
ど
国
の
関
与
の
度
合
い
が
強
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
直
轄
国
道
に
つ
い
て
、

直
轄
事
業
の
原
則
負
担
割
合
で
あ
る
2
/
3
を
7
/
10
に

嵩
上
げ
す
る
も
の
で
あ
る
。

3

第

一
項
に
よ
る
嵩
上
げ
の
対
象

第
一
項
に
よ
る
嵩
上
げ
の
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
で
あ
る
。

Q

高
速
自
動
車
国
道
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
自
動

車
交
通
網
を
構
成
す
る
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
こ
と

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
項
の
対
象
は
全
国
的
な
高
速

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
国
道
の
中
で
も
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
あ
る
い
は

高
速
自
動
車
国
道
に
準
ず
る
位
置
づ
け
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
｢
一
体
と
な
っ
て
｣
と
は
、

一
般
国
道
の
定

義
規
定
に
お
け
る

｢あ
わ
せ
て
｣
(道
路
法
第
五
条
第

一

項
)
よ
り
一
体
的
･
同
格
的
な
意
味
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、
｢全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
｣
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
こ
と
等
を
考
慮
し
て
、
高

速
自
動
車
国
道
の
定
義
規
定

(高
速
自
動
車
国
道
法
第
四

条
第

一
項
)
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
件
か
ら
、
第
一
項
の
対
象
と
し
て
は
、
四

全
総
の
高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち
、
一
般
国
道
の
自
動
車

専
用
道
路

(
い
わ
ゆ
る
B
路
線
)
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

②

建
設
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

第
一
項
は
特
定
の
道
路
の
改
築
に
つ
い
て
国
の
負
担
割

合
を
嵩
上
げ
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
の
要
件
を

満
た
す
道
路
の
う
ち
、
負
担
割
合
の
嵩
上
げ
を
行
う
必
要

が
あ
る
も
の
を
個
々
具
体
的
に
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
定
は
告
示
に
よ
り
明
ら

か
に
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
本
項
に
基
づ
き
建
設

大
臣
が
指
定
す
る
道
路
の
対
象
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
直

轄
国
道
に
限
ら
ず
い
わ
ゆ
る
補
助
国
道
も
含
ま
れ
る
。
こ

れ
は
、
本
項
に
お
い
て
、
｢建
設
大
臣
が
指
定
す
る
｣
と

い
う
要
件
の
対
象
は
一
般
国
道

(道
の
区
域
内
の
も
の
を

除
く
。)
で
○
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
り
、
｢建
設
大

臣
が
行
う
も
の
｣
と
い
う
要
件
は
こ
ち
ら
に
は
か
か
っ
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
補
助
国
道
に
つ
い
て
の

国
の
負
担
割
合
の
特
例
を
定
め
た
第
二
条
第
二
項
に
お
い
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て
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
指
定
す
る

道
路
を
対
象
か
ら
除
く
も
の
か
ら
除
い
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

0

一
般
国
道

(道
の
区
域
内
の
も
の
を
除
く
。)
の
改
築

で
建
設
大
臣
が
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と

第
一
項
の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
直
轄
国
道
に
限
定
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
第
一
項
が
直
轄
事
業
に
つ
い
て
の
原
則
補

助
率
を
嵩
上
げ
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。回

一
定
の
除
外
要
件
に
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
第
一
項
に
よ
る
嵩
上

げ
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。
第
一
項
各
号
の
要
件
は
、
改

正
前
の
第
二
条
第
一
項
各
号
の
要
件
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い

わ
ゆ
る
特
殊
改
良
一
種
か
ら
四
種
、
第
五
号
は
い
わ
ゆ
る

交
通
安
全
一
種
で
あ
り
、
事
業
規
模
が
小
さ
い
こ
と
等
か

ら
嵩
上
げ
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
改
正
前
の
第
二
条
第

一
項
に
お
い
て
は
、
｢第

四
条
に
規
定
す
る
も
の
｣
も
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正

後
の
規
定
に
お
い
て
は
第
四
条
に
規
定
す
る
も
の
は
除
外

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
第
四
条
は
土
地
区
画
整
理
法

第
二

人
条
第
三
項
及
び
第
三
一
一
条
の
特
例
で
あ
り
、

建
設
大
臣
は
施
行
者
と
は
な
ら
な
い
が
、
改
正
後
の
第
二

条
第
一
項
は
建
設
大
臣
が
行
う
改
築
に
対
象
を
限
定
し
て

い
る
た
め
、
除
外
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

○
第
二
条
第
二
項

1

第
二
条
第
二
項
の
趣
旨

第
二
条
第
二
項
は
、
い
わ
ゆ
る
補
助
国
道
に
つ
い
て
、

1
/
2
と
い
う
補
助
事
業
に
つ
い
て
の
原
則
的
な
国
の
負

担
割
合
を
弱
/
④
に
嵩
上
げ
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
補
助
国
道
も
一
般
国
道
で
あ
る
以
上
、
全
国
的
幹
線

道
路
網
を
構
成
す
る
も
の

(道
路
法
第
五
条
第
一
項
)
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
事
業
の
中
で
も
国
の
責
任
が
重
い

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
原
則
負
担
割

合
よ
り
も
嵩
上
げ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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2

第
二
項
に
よ
る
嵩
上
げ
の
対
象

第
二
項
に
よ
る
嵩
上
げ
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
も
の
で
あ
る
。

=

一
般
国
道
の
改
築

(建
設
大
臣
が
行
う
も
の
を
除

く
。)
で
あ
る
こ
と

第
二
項
の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
補
助
国
道
で
あ
る
こ
と

か
ら
こ
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

の

一定
の
除
外
要
件
に
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

①

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る

こ
、と第

一
項
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
特
殊
改

良
や
交
通
安
全
一
種
と
い
っ
た
も
の
は
事
業
規
模
が

小
さ
い
こ
と
等
か
ら
嵩
上
げ
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。

②

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
第
二
条
第
一
項
又

は
第
三
条
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
指
定

す
る
も
の
を
除
い
た
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と

2

一
般
国
道
の
改
築

(建
設
大
臣
が
行
う
も
の
を
除

く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)
で
、
前
項
各
号
に
掲

げ
る
も
の
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(同
項
又
は
次
条
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
に

係
る
も
の
を
除
く
。
)
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業

(土
地
区
画
整
理
法

(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十

九
号
)
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
)
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
法
第
四
条
の
政
令
で
定
め
る
国
の
負
担
金

の
割
合
は
、
十
分
の
五

･
五
と
す
る
。

一

都
市
再
開
発
法

(昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十

八
号
)
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
、
大
都
市
地

域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十

七
号
)
に
よ
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
又
は
道
路
の

み
に
関
す
る
都
市
計
画
事
業
に
係
る
道
路
の
改
築

二

都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
道
路
で
舗
装

(前
項
第
四
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下

同
じ
。)
が
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
舗
装
が
さ
れ

て
い
る
道
路
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
設
け
る

道
路
で
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
に

つ
い
て
行
う
改
築

(車
道
の
幅
員
が
十
三
メ
ー
ト

ル
未
満
の
道
路
に
つ
い
て
行
う
改
築
で
当
該
道
路

の
車
線
の
数
を
四
以
上
と
し
な
い
も
の
を
除
く
。)



第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
都

の
｣
を
除
外
し
た
も
の
で
あ
る
。

計
四
車
等

(都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
た
四
車
線
以
上

の
道
路
等
)
で
あ
り
、
都
市
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
に
お
け
る
受
益
の
程
度
が
大

き
い
も
の
と
し
て
改
正
前
の
第
二
条
第
二
項
の
規
定

に
お
い
て
も
一
般
の
嵩
上
げ
率

(3
/
4
)
よ
り
低

い
率

(
2
/
3
)
を
設
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
回
の
補
助
率
等
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
都

計
四
車
等
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
原
則
負
担
割
合

で
あ
る
1
/
2
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
都
計
四
車
等
で
あ
っ
て
も
、
第
二
条
第

一
項

又
は
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
指

定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
に
国
の
関
心
･
関
与

の
度
合
い
が
大
き
い
も
の
と
し
て
嵩
上
げ

(弱
/

10
)
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

回

土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ

る
こ
と

土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
道
路
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

改
正
前
よ
り
第
四
条
に
お
い
て
特
別
の
嵩
上
げ
規
定
を
お

い
て
取
り
扱
っ
て
お
り
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
も
同
様

の
取
扱
い
と
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

改
正
後
の
第
四
条
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
係
る
道
路
の
改
築
を
あ
ま
ね
く
対
象
と
す
る
の

で
は
な
く
、
特
定
の
も
の
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
正
前
の
よ
う
に

｢第
四
条
｣
を
除

外
す
る
の
で
は
な
く
、
｢土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も

○
第
二
条
第
三
項

る
補
助
率
等
に
つ
い
て
は
基
本
補
助
率
等
に
対
す
る
従
来

の
嵩
上
げ
幅
を
維
持
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

2
/
3
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

2

第
三
項
に
よ
る
嵩
上
げ
の
対
象

第
三
項
に
よ
る
嵩
上
げ
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
も
の
で
あ
る
。

Q

離
島
振
興
法
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振
興
計
画
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
一
般
国
道
の
改
築

(建
設
大
臣
が
行

う
も
の
を
除
く
。)
で
あ
る
こ
と

1
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
項
は
、
い
わ
ゆ
る
補
助
国
道

の
改
築
の
う
ち
、
離
島
振
興
法
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振

興
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
対
象
と
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

棯

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ

-と
第
一
項
と
同
様
、
特
殊
改
良
や
交
通
安
全
一
種
と
い
っ

た
も
の
は
事
業
規
模
が
小
さ
い
こ
と
等
か
ら
嵩
上
げ
の
対

象
か
ら
除
か
れ
る
。

砲

土
地
区
画
整
備
事
業
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ

る
こ
と

土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
四

条
に
お
い
て
特
別
の
定
め
を
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

ち
ら
に
よ
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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1

第
二
条
第
三
項
の
趣
旨

離
島
振
興
法
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
離
島
振
興
法
第

九
条
第
一
項
に
基
づ
き
道
路
法
第
五
六
条
の
特
例
が
定
め

ら
れ
て
い
た
が
、
一
般
国
道
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
補
助
率
等
の
見
直
し
に
よ
っ

て
新
た
に
離
島
振
興
法
に
係
る
一
般
国
道
の
改
築
に
つ
い

て
も
国
の
負
担
割
合
を
嵩
上
げ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
に
お
い
て
新
た
な

特
例
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
補
助
国
道
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
原
則
と
し
て
弱
/
④

の
負
担
割
合
と
な
っ
て
い
る
が
、
離
島
振
興
法
第
五
条
第

一
項
の
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
補
助
率
等
の
見
直
し
の
際
に
、
地
域
特
例
に
係

3

一
般
国
道
の
改
築
で
離
島
振
興
法

(昭
和
二
十
八

年
法
律
第
七
十
二
号
)
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振
興

計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係

る
も
の
以
外
の
も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
法
第

四
条
の
政
令
で
定
め
る
国
の
負
担
金
の
割
合
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
分
の
二
と
す
る
。



第
三
条

(国
の
補
助
金
の
率
の
特
例
)

1

第
三
条
の
主
旨

第
二
条
が
一
般
国
道
の
改
築
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国

の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
を
定
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、

第
三
条
は
、
都
府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
改
築
に
要
す
る

費
用
に
係
る
国
の
補
助
金
の
率
の
特
例
を
定
め
た
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
改
築
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
は
、
道
路
法
第
五

六
条
に
よ
り
1
/
2
の
補
助
率
で
補
助
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
定
の
機
能
及
び

一

定
の
規
格
構
造
を
有
す
る
も
の

(第
一
号
)
若
し
く
は
半

島
循
環
道
路
等

(第
二
号
)
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
に

つ
い
て
の
基
本
補
助
率
で
あ
る
1
/
2
よ
り
1
ラ
ン
ク
嵩

上
げ
し
て
、
弱
/
①
の
補
助
率
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

2

第
三
条
第

一
号
に
つ
い
て

第
一
号
は
、
前
半
に
お
い
て
当
該
道
路
の
機
能
に
係
る

要
件
、
後
半
に
お
い
て
当
該
道
路
の
規
格
構
造
に
係
る
要

件
を
規
定
し
て
い
る
。

=

機
能
要
件

本
号
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
機
能
要
件
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
(
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

図
1
を
参
照
。)

①

中
心
都
市
と
周
辺
市
町
村
と
を
連
絡
す
る
道
路

②

中
心
都
市
と

(当
該
)
中
心
都
市
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
中
心
都
市
と
を
連
絡
す
る
道
路

③

中
心
都
市
と

(当
該
)
中
心
都
市
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
高
速
自
動
車
国
道
、
空
港
そ
の
他
の
交
通
施

設
と
を
連
絡
す
る
道
路

④

中
心
都
市
及
び
周
辺
市
町
村
の
区
域
を
循
環
す
る

道
路

⑤

そ
の
他
の
道
路

こ
こ
で

｢中
心
都
市
｣
と
は
、
｢地
域
社
会
の
中
心
と

な
る
都
市
｣
で
あ
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
要
件
と
な

る
か
に
つ
い
て
は
、
補
助
率
嵩
上
げ
の
趣
旨
や
当
該
道
路

の
存
す
る
地
域
の
性
格
等
に
よ
り
個
別
具
体
的
に
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

｢そ
の
他
の
交
通
施
設
｣
と
は
、
高
速
自
動
車
国
道
、

空
港
の
ほ
か
重
要
港
湾
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
を
想
定
し

て
い
る
。

｢中
心
都
市
及
び
周
辺
市
町
村
の
区
域
を
循
環
す
る
道

路
L
と
は
、
原
則
と
し
て
中
心
都
市
及
び
周
辺
市
町
村
の

区
域
に
お
け
る
環
状
道
路
を
想
定
し
て
い
る
。

｢そ
の
他
の
道
路
｣
と
は
、
中
心
都
市
と

(当
該
)
中

心
都
市
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
大
規
模
な
工
業
団
地
、
流

通
業
務
団
地
、
住
宅
団
地
等

(以
下

｢大
規
模
工
業
団
地

等
｣
と
い
う
)
と
を
連
絡
す
る
道
路
や
中
心
都
市
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
交
通
施
設
と
大
規
模
工
業
団
地
等
と
を
連

絡
す
る
道
路
等
を
想
定
し
て
い
る
。

②

規
格
構
造
要
件

本
号
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
規
格
構
造
要
件
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①

自
動
車
専
用
道
路

道行セ 93.5 43

(国
の
補
助
金
の
率
の
特
例
)

第
三
条

都
府
県
道
又
は
市
町
村
道

(道
の
区
域
内
の

も
の
を
除
く
。
)
の
改
築
で
次
に
掲
げ
る
道
路
に
係

る
も
の
の
う
ち
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の

並
び
に
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及

び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
法
第
四
条
の
政
令
で
定
め
る
国
の
補
助

金
の
率
は
、
十
分
の
五
･
五
以
内
と
す
る
。

一

地
域
社
会
の
中
心
と
な
る
都
市

(以
下

｢中
心

都
市
｣
と
い
う
。)
と
そ
の
周
辺
の
地
域
の
市
町

村

(以
下

｢周
辺
市
町
村
｣
と
い
う
。)
又
は
中

心
都
市
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
中
心
都
市
若
し
く

は
高
速
自
動
車
国
道
、
空
港
そ
の
他
の
交
通
施
設

と
を
連
絡
す
る
道
路
、
中
心
都
市
及
び
周
辺
市
町

村
の
区
域
を
循
環
す
る
道
路
そ
の
他
の
道
路
で
あ

っ
て
、
自
動
車
専
用
道
路
、
他
の
道
路
と
の
交
差

の
方
式
を
立
体
交
差
と
す
る
道
路
そ
の
他
の
中
心

都
市
及
び
周
辺
市
町
村
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑

な
交
通
の
確
保
に
特
に
資
す
る
道
路
と
し
て
建
設

大
臣
が
指
定
す
る
も
の

二

半
島
振
興
法

(昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三

号
)
第
十
条
に
規
定
す
る
道
路



②

他
の
道
路
と
の
交
差
の
方
式
を
立
体
交
差
と
す
る
道
路

③

そ
の
他
の
中
心
都
市
及
び
周
辺
市
町
村
に
お
け
る
安

全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
特
に
資
す
る
道
路

①
及
び
②
は
、
③
の
例
示
で
あ
る
。
本
号
に
よ
り
指
定
さ

れ
る
道
路
は
通
常
の
道
路
よ
り
も
補
助
率
を
嵩
上
げ
す
る
以

上
、
規
格
構
造
上
も
、
通
常
の
道
路
を
上
回
る
も
の
で
あ
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
中
心
都
市
及
び
周
辺
市
町

村
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
特
に
資
す
る

道
路
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
件

の
典
型
例
と
し
て
、
前
記
の
①
及
び
②
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
自
動
車
専
用
道
路
は
自
動
車
の
み
の
一
般
交
通
の

用
に
供
す
る
道
路
で
あ
り

(道
路
法
第
四
八
条
の
二
)、
歩
行

者
等
の
通
行
が
制
限
さ
れ
て
い
る

(道
路
法
四
人
条
の
五
)

こ
と
か
ら
、
安
全
性
及
び
円
滑
性
に
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、

他
の
道
路
と
の
交
差
の
方
式
を
立
体
交
差
と
す
る
道
路
は
、

自
動
車
専
用
道
路
に
準
ず
る
も
の
で
あ
り
、
同
様
に
安
全
性

及
び
円
滑
性
に
優
れ
る
も
の
で
あ
る
。
③
の
要
件
を
満
た
す

①
及
び
②
以
外
の
例
に
つ
い
て
は
、
側
道
の
設
置
を
行
う
道

路
や
山
間
部
等
の
二
車
線
道
路
で
も
迫
越
し
の
た
め
の
付
加

車
線
等
の
設
置
を
行
う
道
路
等
、
規
格
構
造
上
嵩
上
げ
対
象

と
す
る
に
足
り
る
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
、
個
別
具
体
的
に

考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

国

建
設
大
臣
に
よ
る
指
定

の
及
び
②
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
具
体

的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
包
括
的
な
要
件
を
設
け

そ
こ
で
定
性
的
な
記
述
を
探
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
号

　
　　港

図 1 5.5/ぬ路線のイメージ図
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の
要
件
を
満
た
す
道
路
を
明
確
に
し
、
現
実
の
適
用
段
階

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
第
四
条
の
政
令
委
任
の
範
囲
と

に
お
け
る
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
個
別
の
道
路
の
区
間

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
か
ら

を
個
々
具
体
的
に
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

半
島
振
興
法
第
十
条
に
規
定
す
る
道
路
に
つ
い
て
の
特
例

こ
の
指
定
は
、
告
示
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
あ

措
置
を
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
附
則
に
お
い
て
規

る
。
な
お
、
本
号
に
基
づ
き
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
道
路

定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
委
任
の
範
囲
内
で
あ
る
と
考

の
対
象
と
し
て
は
、
都
府
県
道
及
び
市
町
村
道
に
限
ら
ず
、

え
ら
れ
る
。

こ
の
指
定
は
、
告
示
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
本
号
に
基
づ
き
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
道
路

の
対
象
と
し
て
は
、
都
府
県
道
及
び
市
町
村
道
に
限
ら
ず
、

一
般
国
道

(い
わ
ゆ
る
直
轄
国
道
を
除
く
。)
も
含
ま
れ

る
。
こ
れ
は
、
一
般
国
道
の
改
築

(建
設
大
臣
が
お
こ
な

う
も
の
を
除
く
。
)
に
つ
い
て
の
国
の
負
担
割
合
の
特
例

を
定
め
た
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
第
三
条
第
一
号
の
規

定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
を
対
象
か
ら
除
く

も
の
か
ら
除
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

3

第
三
条
第
二
号
に
つ
い
て

半
島
振
興
法

(昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
)
第
十

条
に
規
定
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
道
路
整
備

緊
急
措
置
法
施
行
令
本
則
に
は
規
定
が
な
く
、
平
成
三
年

の
同
令
の
一
部
改
正
の
際
に
い
わ
ゆ
る
補
助
率
等
の
カ
ッ

ト
の
特
例
と
し
て
、
同
令
附
則
第
五
項
で
通
常
の
カ
ッ
ト

の
割
合
よ
り
緩
い
カ
ッ
ト
率
を
適
用
す
る
と
い
う
取
り
扱

い
が
規
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
、
補
助
率
等
の
恒
久
化
の
一
環
と
し
て
、
半
島
振

興
法
第
十
条
に
規
定
す
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
補

助
率
で
あ
る
1
/
2
よ
り
嵩
上
げ
し
て
弱
/
④
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
た
め
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
本
則

に
お
い
て
措
置
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

4

改
正
前
の
第
三
条
第
二
項
に
つ
い
て

改
正
前
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
二
項
に
道
路
の
修
繕

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
補
助
金
の
率
の
特
例
が
規
定

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
指
定
区
間
外
の
一
般
国
道
や
地

方
道
に
係
る
修
繕
の
費
用
の
補
助
率
を
1
/
3
か
ら
1
/

2
に
嵩
上
げ
す
る
特
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

回
の
公
共
事
業
等
に
係
る
補
助
率
等
の
見
直
し
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
は
、
原
則
補
助
率

(従
来
1
/
3
で
あ
っ
た
も

の
)
自
体
が
1
/
2
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

基
本
補
助
率
を
嵩
上
げ
す
る
と
い
う
道
路
整
備
緊
急
措
置

法
の
ス
キ
ー
ム
に
な
じ
ま
な
く
な
り
、
道
路
法
第
五
六
条

及
び
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令

第
一
条
の
原
則
補
助
率
を
1
/
2
に
改
正
し
、
道
路
整
備

緊
急
措
置
法
施
行
令
第
三
条
第
二
項
は
削
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
条

(土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
国
の
負

タ道行セ 93.5 4タ

担
金
の
割
合
等
の
特
例
)

1

第
四
条
の
趣
旨

本
条
は
、
土
地
区
画
整
理
法

(昭
和
二
九
年
法
律
第
一

一
九
号
)
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
道
路
の
改

築
の
う
ち
一
定
の
も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
の

負
担
金
の
割
合
等
に
つ
い
て
、
特
別
の
措
置
を
定
め
る
も

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
道
路
の
改
築

に
つ
い
て
は
、
当
該
道
路
が
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、

市
町
村
道
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
土

地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
が
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は

市
町
村
長
か

(土
地
区
画
整
理
法
第
三
条
第
四
項
-
機
関

委
任
事
務
の
場
合
)
又
は
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
か

(土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
国
の
負
担
金
の
割
合

等
の
特
例
)

第
四
条
,
道
路
の
改
築
で
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

も
の
の
う
ち
、
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
又
は

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
道
路
に
係
る
も
の
に
要
す
る

費
用
に
つ
い
て
法
第
四
条
の
政
令
で
定
め
る
国
の
負

担
金
の
割
合
は
十
分
の
五
･
五
、
国
の
補
助
金
の
率

は
十
分
の
五
･
五
以
内
と
す
る
。



ぞ
れ
土
地
区
画
整
理
法
第
一
一
八
条
第
三
項
又
は
同
法
第

一
三
一
条
に
特
別
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
の
負
担
の
割
合
を
1
/
2
、
補
助
金
の

率
を
1
/
2
以
内
と
し
て
い
る
。
本
条
は
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
嵩
上
げ
の
特
例
で
あ
り
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
道
路
の
改
築
の
う
ち
一
定
の
も
の
に
つ
い
て
、
1
/

2
を
稀
/
齢
に
、
1
/
2
以
内
を
騙
/
"
以
内
に
そ
れ
ぞ

れ
嵩
上
げ
す
る
も
の
で
あ
る
。

2

第
四
条
に
よ
る
嵩
上
げ
の
対
象

(参考) 道路整備緊急措置法施行令のマトリックス

区 分 7/10対象道路 5
.
5/lo対象道路 一 般

直
轄

国
道

一般 (下記以外) 辯
ミ

黛
“

適
ン

轍
“

都計4車等
い饌丸
き
′

2
ミ鱒

谷野
/

指
導 、ir
･:
‐℃

、.

"ゞ
範
“

範
"

特殊改良 鯲
"

適
"

範
“

交安一種 轍
“

範
“

蘂
"

補
助

国
道

一般 (下記以外) 、

、勲繊
、1

^

都計4車等 適
し

･鱒
鞄"鱗硼,

隨
脚締鰯

特殊改良 繊
し

交安一種 適
し

離島振興計画 ⑧
y

2
へ3

令
＼/
摺
ハa

繋
駕

地

方

道

一般 (下記以外) * 範
し

蛉
斑

難
儀

特殊改良 * 適
し

交安一種 * 翹交Q
半島循環道路等 * 臓

区

画

区画整理事業
(下記以外) 似

働
措
5

緊
6

法
2

幽
し

釀"/"■"="｣''‘"1II亀"IJ"‐

≦
ふき
,ミ

滋
鱒

搬
副

繁
‐籟
･

"
も

半島循環道路等 き鍼ご鱗“巍
ゞ

き
、＼
^

こご
0網かけ部分が今回の道路整備緊急措置法施行令改正に係る部分, ( )
内は補助率等

○繋指令=道路整備緊急措置法施行令,道=道路法,交安=交通安全施設
等整備事業に関する緊急措置法,区画法=土地区画整理法

第
四
条
に
よ
る
嵩
上
げ
の
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
で
あ
る
。

=

道
路
の
改
築
で
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
で

あ
る
こ
と

道
路
の
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
土
地
区
画
整

理
事
業
の
特
例
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
要
件
で
あ
る
。

②

第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
建
設
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
又
は
同
条
第
二
号
に

掲
げ
る
道
路
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と

改
正
前
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
要
件
は
の
の
み
で

あ
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
で
新
た
に
②
が
加
わ
っ
た
。
こ

れ
は
、
第
二
条
の
趣
旨
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今

回
の
公
共
事
業
等
に
係
る
補
助
率
等
の
見
直
し
に
お
い
て
、

事
業
の
影
響
が
広
範
に
及
ぶ
等
国
の
関
与
の
度
合
い
･
関

心
の
高
さ
が
強
い
も
の
等
に
つ
い
て
補
助
率
等
の
嵩
上
げ

を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
、
道
路
の
改
築
で
土
地
区

画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
の
う
ち
で
も
特
に
第
二
条
第
一

項
若
し
く
は
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が

指
定
す
る
道
路
又
は
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
道
路
に
つ
い

て
は
、
第
二
条
及
び
第
三
条
の
と
こ
ろ
で
も
ふ
れ
た
よ
う

に
嵩
上
げ
の
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
嵩
上
げ
を

行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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道蹄の
背 理

事 業
区 分

原 則
(率) (服 地)

特 別
(率) G艮 拠)

カ ツ ト
(率) (根 拠)

改 定 後
(区 分) (事)

斤 設 一般国道
大臣施行
〃 大規模

知事施行

地方道

2/ 3
3/ 4
1/ 2

道路法S鱒⑨

道路法S劫①

道路法956

2/ 3
道路法;“②

一般国道
"大臣施行 2/ 3

“大規倶 統 合
"知事施行 l/ 2

地方道 l/ 2

一般国道
大臣施行
〃 特殊改良
" 交安一種
" 都日国事等

知事施行
〃 特殊改良
" 交安一陣
〃 郡計4中等

地方道
" 特殊改良
" 区画椿圏
" 交安÷種

"市･通学銘

土地区画整理

nり

りし

り“

?“

/
"
"
"
/
"
"
"

/
"
"
"
"

/

道階法S50①

“
道階法S鱒①

“
道路法S邸

“
土地区画推理法
Sl18、12l

鱗一一物玖

燃
刎
芻物刎
れ

緊S4、岡令S2①

繁S4、同令S 2②
緊S4、同令S2①

黙S4、同令82②

紫野4、同令S3①

幼弱 4、同令S4
交安法SI⑧
交安法頬⑧

繋S4、同令S4

2/ 3
6/ io
6/ lo
6/ lo
6/ lo

5.5/lo

5 5/10

5.5れo

5,5月O

6/ lo
5.5月O

繁閑⑥、同令階⑤
道路法附則②

"
繁閑⑤、同令階⑤

" 、 "

緊f“⑥、同全阿!⑤

繁閑⑧、同令科す⑤

繁閑⑧、同合田⑥

交安法科掘り③

緊粥⑤、同令附⑧

一般国道
大臣施行(通常) 2/ 3 (一部7/ lo)
特殊改良 2/ 3
交安三種 2/ 3
都aM 磁等 2/ 3 (一部7/ lo)

知事施行 6西常) 5.5/lo
特殊改良 1/ 2
交安一睡 l/ 2
祁aI増車等 1/ 2 (一部5.5月o)

地方道〔通常) l/ 2 (一部5.5/lo)
特殊改良 1/ 2
区画整理 1/ 2 (一部55 /10)
交安一種 1/ 2
〃市･通学路 5.5/lo

土地区画整理 1/ 2 (一部5.5/lo)

鈷 一般国道
指定区間内
指定区圏外
〃 大臣施行

地方道

り“
nJ
9“

‘̂リ

ノ
ノ
/

/

道路法S執}⑧
道路法S臨
修S 2③、同令S 8

修箱法S I、同令S I

り“

nz

/

/

緊S4、同令S 3②

緊S 4、同令S3②

一般国道
指定区間内 5.5/l0
指定区間外 1/ 2

地方道 1/ 2

特 一般国道
指定区岡内
指定区圏外

地方道

1/ 2
金稲地方費

全額地方背

道解法団鼠)②

道潴法勤O

一般国道
指定区岡内 5.5/io
指定区間外 全額地方費

地方道 全額地方費

一般岡直
指定区間内
指定区制外

地方道

り“
ど̂

り′“

/
/

/

交安法SI奴D
交女法SI⑧

交哀法SI⑧

一般国道
指定区間内
指定区間外

地方道

/ 2
/ 2

/ 2

一服国道
脂窟区間内
指定区間外

地方道

1/ 2
全額地方賀

全頬地方背

道銘凄950②

道路法執拗

一般国道
指庭区間内 5.5/I0
指定区間外 全額地方費

地方道 全額地方費

同楠
儀

一般国道
大臣施行
知事施行

地方道

り0
り“

“̂′“

/
/

/

共同′蘋法S夏の
共同浦法S“①

共同瀧法S22②、
同令S 7

一般国道
大臣施行 !/ 2
知事施行 1/ 2

地方道 1/ 2

一級国道
大臣施行
知事施行 (除胃)
′′○敷冒害、防胃)

地方道 (除雪)
" (凍雪害、防胃)

QJ
QU

QU

/
/
"

/

り′●
“̂′の

りし

雪寒法S5の2
雪隻法S B

"

雪寒法SS

2/ 3
6/ lo

2/ 3
8/ lo

爲窓法附②
"

胃寒法用②

一般国道
大臣施行 2/ 3
知事施行 (除円) 2/ 3
〃 (疎雪宵、坊罰) 8/ lo

地方道 (除雪) 2ノ3
" (硬質害、防雪) 6/ lo

その他の特例)

一般国道知事施行

地方道

l/ 2

1/ 2

道路法S簿②

道路法S56

奥地等産業間発蔭酪
(特殊改良、交安事
業を除く。)

3/ 4 與S5②、同令S 4 6/ 10 熨法閑④、同全村l④ 5,5/IO

半島循環道路等
地方道

区画整理

2/ 3

2/ 3

緊S 4、同令S3①

緊S4、同令S4

5.75/lo

5.75/1O

絮法用⑤、同令鮒③

緊法科す⑥、同令韶⑤

半島錆旧道路等

5,5/10

離島 主要地方道等 3/ 4 雛鳥法9 8①表 6/ 1O 雛鳥法鮒=-ゆ 新設及び改築 (区画整理、
特殊改良及び交安事業を除
く)
一般園選 2/ 3
主要地方道等 5.5/lo
(籠島架擬 2/ “
(地･高規格 6/ lo)



一

は
じ
め
に

道
路
は
、
人
･
物
の
た
め
の
移
動
空
間
、
生
活
の
場
を

提
供
す
る
生
活
空
間
、
経
済
活
動
を
支
え
る
経
済
空
間
、

火
災
･
震
災
に
対
す
る
防
災
空
間
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
を

収
容
す
る
空
間
、
緑
を
供
給
し
、
通
風
や
採
光
の
た
め
の

環
境
空
間
等
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
な
が
ら
社
会
活
動
を
支
え
、
街
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
、
ま
た
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
て
き
た
。

そ
し
て
近
年
、
社
会
の
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
及

び
二
四
時
間
化
、
女
性
の
社
会
進
出
が
急
速
に
進
展
す
る

に
つ
れ
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、
高
度
化
し
、
経

済
的
豊
か
さ
の
み
な
ら
ず
文
化
活
動
や
奉
仕
活
動
の
活
発

化
な
ど
、
国
民
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
種
々
の
変
化
が
現

れ
て
き
た
。

道
路
交
通
の
面
で
は
、
例
え
ば
最
近
二
〇
年
間
の
男
女

別
の
利
用
交
通
手
段
の
変
化
を
み
る
と
、
自
動
車
利
用
で

は
男
性
は
約
五
○
%
か
ら
六
0
%
に
増
加
し
、
女
性
は
約

一
0
%
か
ら
、
な
ん
と
四
0
%
へ
急
増
し
て
い
る
。
三
輪

車
の
利
用
は
男
性
は
約
一
○
%
で
横
ば
い
な
が
ら
、
女
性

は
約
一
0
%
か
ら
二
0
%
へ
こ
れ
も
急
増
し
て
い
る

(図

1
)。
年
齢
別
で
は
、
男
性
の
四
五
才
以
上
、
女
性
の
全

年
齢
階
層

(と
り
わ
け
二
五
ー
四
四
才
)
で
自
動
車
利
用

が
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
自
動
車
利
用
の
増
加
は
、
各
人

の
年
齢
が
上
が
っ
て
も
引
き
続
き
同
様
の
行
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

(図
2
)。

こ
の
よ
う
に
女
性
の
交
通
手
段
と
し
て
は
、
自
動
車
の

利
用
が
著
し
く
増
加
し
、
今
や
生
活
に
密
着
し
た
交
通
手

段
と
な
り
、
女
性
の
オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ご
く
普
通

の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
道

路
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
よ
り
一
層

配
慮
し
た
道
路
交
通
環
境
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ

m川鉄道 壷バス 報国勤車 顔二輪車 口徒歩

性

性

　

　

　

　

　

　

図 1 性別代表交通手段構成の推移
中京都市圏パーソントリップ調査)典

セ

出

行

(
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｢女
性
の
声
｣
募
集
及
び

｢生
活
と
道
を

考
え
る
女
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フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
に
つ
い

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
道
路
計
画
第
二
課



と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
主
婦
を
始
め
多
く
の
女
性
に
と
っ
て
、
道
路
空

間
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
散
歩
道
で
あ

り
、
自
転
車
に
よ
る
買
い
物
な
ど
、
生
活
の
場
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
安
全
な
生
活
空
間
の
確
保
と
生
活
文
化
の
質

邸
黛
以
上
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図 2 性 ･年齢別自動車利用割合の推移
(出典 中京都市圏パーソントリップ調査)

の
向
上
を
図
る
、
よ
り
よ
い
道
路
空
間
づ
く
り
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
の
役
割
と
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
女
性
の
考
え
や
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
一
般
の

女
性
の
方
々
か
ら
広
く
道
路
に
対
す
る
期
待
や
夢
な
ど
の

｢女
性
の
声
｣
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
｢生
活
と
道
を

考
え
る
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
を
設
置
し
、
ご
意
見
、
ご
提

言
を
い
た
だ
い
た
。

本
稿
で
は
、
｢女
性
の
声
｣
募
集
及
び

｢生
活
と
道
を

考
え
る
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
に
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
ご
意

見
、
ご
提
言
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

二

｢女
性
の
声
L

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
、
関
係
県
･
市
及
び
公
団
･

公
社
等
で
組
織
す
る

｢中
部
地
方
道
路
広
報
連
絡
協
議

会
｣
で
は
、
新
聞
紙
上
に

｢聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
の
マ
イ
ウ
ェ
イ
L
を
掲
載
し
、
平
成
三
年
三

月
二
四

日
か
ら
二
週
間
に
わ
た
り
、
一
般
の
女
性
の
方
々
か
ら
広

く
道
路
に
対
す
る
期
待
や
夢
な
ど
、
ふ
だ
ん
道
路
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
こ
と
を
小
論
文
形
式
で
応
募
し
て
い
た
だ

く

｢女
性
の
声
｣
募
集
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
中
部
各
県
か
ら
一
九
二
名
に
上
る
方
々
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
学
生
か
ら
七

〇
才
以
上
の
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の
応
募
が

あ
り
、
職
業
別
で
は
、
お
よ
そ
半
数
が
家
庭
の
主
婦
か
ら

の
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
子
育
て
の
時
期
に
あ
た
る
二
五

才
か
ら
三
九
才
ま
で
の
主
婦
の
方
に
積
極
的
に
応
募
し
て

い
た
だ
い
た

(図
3
)。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
提
案
の
内
容
は
、
舗
装
し
て
い
な

い
道
や
石
畳
の
あ
る
道
を
気
軽
に
散
歩
し
た
い
、
朝
市
や

バ
ザ
ー
ル
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
た
道
が
欲
し
い
な

ど
、
人
と
生
活
に
と
っ
て

｢快
適
｣
で
あ
る
点
を
指
摘
し

た
も
の
が
最
も
多
か
っ
た
。
次
に
、
老
人
や
子
供
が
安
心

し
て
歩
け
る
道
が
欲
し
い
、
安
全
性
を
高
め
る
た
め
光
る

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
は
ど
う
か
な
ど
、
よ
り
確
か
な

｢安

全
｣
に
つ
い
て
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
女
性
が
道
路
を

｢生
活
｣
や

｢家
庭
｣、
｢地
域
社
会
｣
と
い
う
視
点
か
ら

見
つ
め
、
子
供
や
高
齢
者
の
声
も
代
弁
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

そ
の
他
、
違
法
駐
車
に
つ
い
て
の
提
案
や
排
気
ガ
ス
に 図 3 ｢女性の声｣ 応募者の年齢構成
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よ
る
環
境
問
題
な
ど
、
多
種
多
様
な
方
面
に
わ
た
っ
て
い

た

(図
4
)。

1し
いり

ゞ

優
〈
%

-

　
　

　
　　

と人三

｢生
活
と
道
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣

｢女
性
の
声
｣
募
集
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

｢生
活
と
道
を

考
え
る
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
を
設
置
し
、
計
三
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
メ
ン

バ
ー
の
方
の
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
道
路
と
の
関
わ
り
を

通
じ
て
提
起
さ
れ
た
道
路
に
対
す
る
問
題
点
と
課
題
を
整

理
し
た
う
え
で
、
将
来
の
社
会
動
向
を
踏
ま
え
、
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
あ
る
い
は
地
域
の
生
活
者
の
視
点
か
ら
今
後
の

道
路
整
備
に
関
す
る
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
メ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
は
全
員
女
性
と
し
、
有
識
者
の
他
、
建
設
省
の
女

性
職
員
を
含
め
様
々
な
分
野
の
方
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

さ
ら
に
は
｢女
性
の
声
｣募
集
に
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
主

婦
の
方
お
二
人
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

①
開
催

第
一
回

平
成
三
年
一
一
月
二
六
日

第
二
回

平
成
四
年

八

月

一
三
日

第
三
回

平
成
五
年

二

月

一
日

②
メ
ン
バ
ー

(敬
称
略
)

座
長

松
村
み
ち
子

タ
ウ
ン
ク
リ
エ
ー
タ
ー

(｢土
木
技
術
者
女
性
の
会
L

中
部
地
区
世
話
人
)

岩
田

雅
子

主
婦

(岐
阜
市
在
住
)

上
野
美
智
代

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

大
村

由
樹

テ
レ
ビ
愛
知

岡
本
真
理
子

東
海
女
子
大
学
助
教
授

柴
原

祐
子

主
婦

(津
市
在
住
)

杉
原

美
幸

㈱
大
広

所

靖
子

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

菱
田

絹
江

J
A
F
中
部
本
部

山
下
さ
ゆ
り

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

四

意
見
、
提
案

こ
れ
ら

｢女
性
の
声
｣
募
集
と

｢生
活
と
道
を
考
え
る

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
道
路
の
現
状

に
対
す
る
問
題
点
や
課
題
、
ま
た
こ
れ
ら
の
問
題
点
や
課

題
を
踏
ま
え
た
提
案
や
提
言
の
概
要
を
項
目
別
に
整
理
す

る
と
、
表
ー

(次
ペ
ー
ジ
参
照
)
の
と
お
り
と
な
る
。

以
上
、
多
く
の
女
性
か
ら
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
道

路
の
現
状
に
つ
い
て
の
問
題
点
の
指
摘
や
、
提
言
･
提
案

が
な
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
歩
道
や
標
識
･
信
号
、
景
観
、

快
適
性
と
い
っ
た
面
で
の
不
満
が
大
き
く
、
関
心
が
高
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

歩
道
に
つ
い
て
は
、
幅
が
せ
ま
い
、
歩
き
に
く
い
、
段

差
が
あ
る
、
横
断
方
向
の
不
規
則
な
勾
配
等
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
お
年
寄
り
、
子
供
、

女
性
な
ど
に
歩
き
や
す
い
歩
道
の
整
備
、
交
通
弱
者
で
も

渡
り
や
す
い
横
断
歩
道
空
間
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。
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表-I-1 ｢女性の声｣ 及び ｢生活と道を考える女性フォーラム｣ における問題点 ･課題及び提言 ･提案

車

道

歩

道

標
識
･信
号

駐

車

交
通
安
全

項

目

･
高
速
道
路
の
渋
滞
が
激
し
い
。

･
反
対
車
線
へ
の
は
み
出
し
が
事
故
に
な
り
や
す
い
。

･
都
市
高
速
道
路
の
カ
ー
ブ
区
間
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
が
、
雨
の
日
に
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
危
険
で
あ
る
。

･
細
か
な
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
が
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
の
隙
間
、
路
面

の
勾
配
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
穴
な
ど
で
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
は
歩
き
に
く
い
。

･
歩
道
に
横
断
と
継
断
勾
配
が
あ
り
、
ベ
ビ
j
力
!
が
真
っ
直
ぐ
進
め
な
い
。

･
幅
の
狭
い
歩
道
に
電
柱
が
立
ち
、
さ
ら
に
片
勾
配
が
つ
い
て
い
て
、
人
と
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
す
れ
違
う
に
も
困

る
。

･
歩
道
が
狭
く
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
共
存
に
は
無
理
が
あ
る
。

･
歩
道
に
乗
り
上
げ
た
駐
車
車
両
や
猛
ス
ピ
ー
ド
の
自
転
車
は
危
険
で
あ
る
。

･
歩
道
の
段
差
が
大
き
く
、
自
転
車
の
篭
に
入
れ
た
豆
腐
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
車
椅
子
が
降
り
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
る
。

･
横
断
歩
道
橋
は
妊
婦
や
高
齢
者
に
と
っ
て
酷
で
あ
る
。

･
信
号
が
木
に
隠
れ
て
見
に
く
い
。

･
右
折
交
通
が
多
い
の
に
、
右
折
優
先
信
号
の
な
い
交
差
点
が
あ
る
。

.
車
両
感
応
式
の
信
号
は
信
用
で
き
な
い
。

･
標
識
の
標
示
が
不
親
切
で
道
に
迷
い
や
す
い
。

･
市
内
に
入
っ
た
と
た
ん
、
違
う
都
市
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
不
親
切
で
あ
る
。

(案
内
先
地
名
の
整
合
が

と
れ
て
い
な
い
。
)

･
路
面
標
識
の
標
示
が
不
親
切
で
あ
る
。
気
が
付
い
た
と
き
に
は
別
の
方
向
の
車
線
に
入
っ
て
し
ま
う
。

･
標
識
が
、
一
か
所
に
集
中
し
て
わ
か
り
に
く
い
。
読
み
取
ろ
う
と
し
て
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
た
り
す
る
。

･
標
識
は
わ
か
る
も
の
だ
と
い
う
希
望
的
観
測
で
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

(道
路
標

識
が
わ
か
り
に
く
い
)

･
｢
一
〇
0
m
先
左
折
｣
と
標
示
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
一
〇
0
m
が
わ
か
ら
な
い
。

･
積
荷
の
積
み
お
ろ
し
な
ど
駐
車
場
に
い
れ
る
ほ
ど
で
も
な
い
駐
車
が
多
く
、
渋
滞
を
招
い
て
い
る
。

･
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
は
、
走
行
中
に
一
瞬
見
て
も
把
握
で
き
な
い
。
実
際
役
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

･中
央
分
離
帯
の
植
栽
で
横
断
歩
行
者
が
見
に
く
い
。

･
雨
の
日
の
夜
間
は
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
見
え
ず
危
険
で
あ
る
。

･
多
く
の
交
通
弱
者
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。

･
道
路
工
事
中
は
、
安
全
な
所
に
歩
道
を
設
け
て
ほ
し
い
。

問

題

点

･

課

題

･
高
速
道
路
の
中
央
分
離
帯
が
電
動
で
動
け
ば

(リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
の
よ
う
に
)
、
緊
急
車
両
の
移
動

や
渋
滞
の
解
消
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

･
高
速
道
路
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
式
に
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
し
な
く
て
も
目
的
地
ま
で
い
け
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

･
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
上
の
ホ
ス
ト
コ
ー
ン
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

･
歩
道
の
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
の
改
善
点
を
実
際
に
つ
く
る
人
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

･
歩
道
を
確
保
す
る
た
め
、
電
柱
を
撤
去
し
、
自
動
車
を
地
下
に
も
ぐ
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

･
自
転
車
道
と
歩
道
を
明
確
に
分
離
す
べ
き
だ
。

･
歩
道
の
乗
り
入
れ
の
段
差
を
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

･
登
り
降
り
は
車
の
方
が
楽
に
で
き
る
の
で
、
横
断
歩
道
橋
は
や
め
て
は
ど
う
か
。

･
信
号
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
反
対
一三
緑
や
歩
道
側
に
も
信
号
を
取
り
付
け
る
べ
き
だ
。

･
標
識
は
土
地
感
の
な
い
人
を
対
象
に
案
内
す
べ
き
だ
。

･
国
道
、
県
道
な
ど
の
道
路
の
種
類
に
よ
っ
て
、
地
図
に
描
か
れ
た
色
と
同
様
に
道
路
を
着
色
し
、
地
図
と

道
路
を
対
応
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

･
運
転
の
下
手
な
人
で
も
、
よ
く
わ
か
る
易
し
く
親
切
な
標
識
や
進
路
標
示
が
必
要
で
あ
る
。

･
道
路
の
使
い
方
や
標
識
の
ル
ー
ル
な
ど
P
R
す
る
必
要
が
あ
る
。

･
該
当
す
る
交
差
点
が
ど
れ
な
の
か
判
断
に
困
る
。
交
差
点
の
線
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
、
太
さ
を
変
え
る
な

ど
、
強
弱
を
つ
け
て
わ
か
り
や
す
い
標
示
の
方
法
に
し
て
ほ
し
い
。

･
｢次
の
交
差
点
一存
折
｣
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
車
を
運
転
し
て
い
る
人
の
感
覚
に
基
づ
い
て
表
記
す
べ
き
だ
。

･
車
道
で
も
歩
道
で
も
な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

･
駐
車
場
で
は
入
庫
待
ち
時
間
を
な
く
す
た
め
、
駐
車
場
予
約
シ
ス
テ
ム
は
で
き
な
い
か
。

･
放
置
自
転
車
は
歩
道
を
妨
げ
て
い
る
の
で
駐
輪
場
を
地
下
に
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

･交
差
点
付
近
の
中
央
分
離
帯
は
、
高
木
の
下
枝
を
払
い
足
元
を
す
っ
き
り
さ
せ
、
見
通
し
の
よ
い
状
態
に

す
べ
き
で
あ
る
。

･
雨
の
日
の
夜
間
に
目
立
た
せ
る
た
め
、
蛍
光
塗
料
の
つ
い
た
反
射
す
る
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

･
交
通
事
故
か
ら
子
供
空
□岡齢
者
を
守
る
た
め
、
学
童
用
、
老
人
用
カ
ラ
ー
ロ
ー
ド
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

･
雨
の
日
に
車
が
泥
水
を
は
ね
飛
ば
し
て
困
る
し
、
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
と
危
険
を
感
じ
る
の
で
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
も
っ
と
高
く
し
て
は
ど
う
か
。

･
脇
見
運
転
防
止
の
た
め
、
街
に
あ
ふ
れ
て
い
る
文
字
や
絵
の
動
く
広
告
塔
を
規
制
で
き
な
い
も
の
か
。

提

言

･

提

案
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表-1- 2 ｢女性の声｣ 及び ｢生活と道を考える女性フォーラム｣ における問題点 ･課題及び提言 ･提案

景

観

休
憩
施
設

維
持
管
理

渋

滞

快

適

性

そ

の

他

項

目

･
日
本
の
道
路
は
季
節
感
に
乏
し
い
。

･
部
会
の
道
路
は
整
備
さ
れ
、
カ
ラ
j
舗
装
や
街
路
樹
な
ど
で
見
た
目
に
は
良
く
な
っ
た
が
、
手
入
れ
が
行
き

届
い
て
お
ら
ず
う
る
お
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

･
街
の
景
観
は
、
国
･
県
･
市
の
統
一
し
た
考
え
方
が
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

･
何
も
し
な
い
方
が
き
れ
い
に
見
え
る
場
合
が
多
い
。

･
高
速
道
路
の
女
性
ト
イ
レ
も
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
コ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
の
位
置
が
高
す
ぎ
た
り
、
荷
物
置
き

場
、
子
供
連
れ
の
ト
イ
レ
が
な
い
な
ど
、
き
め
細
か
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

･
道
路
工
事
が
多
く
い
つ
も
渋
滞
し
て
い
る
の
で
、
工
事
の
時
間
帯
を
え
ら
ん
で
ほ
し
い
。

･
外
国
で
は
自
宅
の
前
の
道
は
、
自
分
た
ち
で
管
理
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
手
入
れ
を
し
て

い
な
い
。

･
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
中
央
分
離
帯
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
汚
れ
は
見
る
に
堪
え
な
い
。

･
道
路
は
ゴ
ミ
で
汚
れ
て
い
る
。

･
故
障
車
な
ど
の
退
避
す
る
場
所
が
な
い
場
合
が
あ
る
。

･
二
車
線
道
路
で
は
、
右
折
車
と
左
折
車
が
並
ぶ
と
後
続
車
は
進
め
ず
渋
滞
す
る
。

･
せ
っ
か
く
の
バ
ス
レ
ー
ン
が
渋
滞
の
た
め
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。

･
子
供
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

(昔
は
道
路
で
夕
涼
み
を
し
た
り
走
り
回
っ
た
も
の
だ
が
、
今
は
危
険

で
油
断
の
な
ら
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
)

･
落
石
洞
門
、
真
っ
赤
な
横
断
歩
道
橋
な
ど
デ
ザ
イ
ン
が
悪
す
ぎ
る
。

･
真
夏
の
雨
上
が
り
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
匂
い
が
き
つ
い
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

･
水
溜
ま
り
の
で
き
な
い
道
路
に
し
て
ほ
し
い
。

･
計
画
か
ら
供
用
に
一
〇
年
、
二
〇
年
と
い
う
年
数
が
か
か
る
が
、
現
在
の
考
え
方
で
計
画
し
て
も
よ
い
の
か
。

･
道
路
に
は
、
人
に
優
し
い
道
路
と
目
的
地
に
速
く
到
達
で
き
る
道
路
と
い
う
二
つ
の
異
な
っ
た
要
請
が
あ
る

の
で
、
道
路
管
理
や
道
路
建
設
に
つ
い
て
は
、
住
宅
地
と
通
過
交
通
の
多
い
道
路
で
は
区
別
で
き
る
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
道
路
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

･
市
民
が
道
路
に
対
し
て
危
険
を
感
じ
て
改
善
策
を
思
い
付
い
た
り
、
道
路
に
対
す
る
要
望
を
持
っ
た
と
き
に

ど
こ
に
提
出
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

･
道
路
関
係
者
は
男
性
が
多
い
。

問

題

点

･

課

題

･
緑
陰
を
つ
く
る
高
木
や
花
な
ど
自
然
と
の
共
生
が
で
き
る
空
間
づ
く
り
を
す
べ
き
で
あ
る
。

･
歩
道
の
一
角
を
花
壇
に
し
て
、
近
隣
の
住
民
が
自
由
に
花
な
ど
を
植
え
て
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。
道
路
に
対
し
て
愛
着
が
わ
き
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
。

･
子
連
れ
の
人
に
対
す
る
配
慮
が
も
っ
と
必
要
。

･
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ト
イ
レ

(い
ま
ま
で
の
身
障
者
用
ト
イ
レ
を
改
良
し
高
齢
者
や
妊
婦
な
ど
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
)
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

･
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
に
高
級
多
彩
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

･
ガ
ス
管
や
水
道
管
、
電
線
な
ど
、
自
由
に
開
閉
の
で
き
る
道
路
の
路
側
帯
に
ま
と
め
て
い
れ
て
し
ま
い
、

掘
り
起
こ
さ
な
く
て
す
む
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

･
こ
れ
か
ら
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
個
人
が
道
路
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
道
を
管
理
す
る
と
い
う

発
想
が
必
要
だ
。

･
ガ
r
ド
レ
ー
ル
を
排
気
ガ
ス
の
汚
れ
か
ら
守
る
た
め
に
、
換
気
扇
バ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
を
使
用
し
た
り
、

排
気
ガ
ス
規
制
を
し
て
は
ど
う
か
。

･
路
肩
が
広
け
れ
ば
、
緊
急
避
難
車
が
退
避
で
き
る
の
で
広
く
す
べ
き
だ
。

･
広
い
車
の
道
を
も
っ
と
整
備
し
、
車
に
は
そ
こ
を
走
っ
て
も
ら
い
車
の
通
る
道
と
の
ん
び
り
と
人
が
行
き

来
す
る
道
を
分
離
し
て
は
ど
う
か
。

･
炎
天
化
の
渋
滞
は
イ
ラ
イ
ラ
す
る
の
で
、
暑
さ
を
し
の
ぎ
、
気
分
を
和
ら
げ
る
木
陰
が
ほ
し
い
。

(特
に

I
C
の
料
金
所
付
近
)

･
水
溜
ま
り
が
あ
る
と
歩
き
に
く
い
の
で
、
歩
道
も
車
道
も
透
水
性
舗
装
に
し
て
は
ど
う
か
。

･
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
並
ぶ
所
で
は
、
音
が
反
響
し
て
大
き
い
の
で
、
音
や
車
の
騒
音
を
吸
い
取
る
よ

う
な
舗
装
材
に
し
て
は
ど
う
か
。

･
道
路
の
工
事
の
申
請
を
、
個
人
や
地
域
の
人
々
の
要
望
を
取
り
入
れ
て
く
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
は
ど

う
か
。

･
道
路
整
備
の
準
備
段
階
で
、
一
般
の
人
か
ら
も
う
少
し
ア
イ
デ
ア
を
公
募
し
て
は
ど
う
か
。

･
道
路
1
1
0
番
の
よ
う
な
窓
口
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

･
地
域
活
動
や
P
T
A
な
ど
の
活
動
に
話
し
合
い
を
設
け
、
意
見
を
ま
と
め
て
行
政
に
届
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
こ
う
し
た
草
の
根
の
提
案
が
よ
り
市
民
に
愛
さ
れ
る
道
を
作
る
の
で
は
な
い
か
。

･
新
し
い
道
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、
交
通
弱
者
な
ど
立
場
の
弱
い
人
も
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

･
女
性
の
意
見
を
も
っ
と
聞
い
て
ほ
し
い
。
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
し
て
、
幅
広
く
女
性
の
感
性
を
生
か
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

提

言

･

提

案
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標
識
･
信
号
は
、
ど
こ
か
ら
で
も
確
実
に
視
認
で
き
る

こ
と
が
望
ま
れ
、
ま
た

一
つ
一
つ
の
標
識
類
の
標
示
内
容

の
工
夫
や
統
合
化
を
図
り
、
す
っ
き
り
し
た
誰
に
で
も
分

か
り
や
す
い
も
の
が
望
ま
れ
て
い
る
。

道
路
景
観
の
現
状
に
対
し
て
、
季
節
感
･
地
域
性
な
ど

に
乏
し
く
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
て
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

い
な
い
と
感
じ
る
人
が
多
い
。
住
民
参
加
の
地
域
ぐ
る
み

の
沿
道
美
化
、
遮
音
壁
や
横
断
歩
道
橋
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

へ
の
配
慮
、
自
然
景
観
と
調
和
し
た
道
路
整
備
な
ど
が
望

ま
れ
て
い
る
。

快
適
性
の
観
点
か
ら
は
、
夕
涼
み
を
し
た
り
子
供
達
の

遊
び
場
だ
っ
た
か
つ
て
の
道
路
が
、
今
は
危
険
で
油
断
の

な
ら
な
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
、
と
指
摘
さ
れ
、
休
息
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
び
の
び
と
八
の
歩

け
る
空
間
づ
く
り
、
視
覚
的
に
快
適
な
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配

慮
を
盛
り
込
ん
だ
人
と
車
に
や
さ
し
い
快
適
性
の
高
い
道

路
が
望
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
道
路
に
関
す
る
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
、
道
路

整
備
が
男
性
の
感
覚
で
進
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘

が
あ
り
、
道
路
整
備
に
関
す
る
女
性
や
交
通
弱
者
の
意
見

を
広
く
聞
く
た
め
の
話
し
合
い
の
場
や
窓
口
を
設
け
、
取

り
上
げ
る
こ
と
と
も
に
、
女
性
技
術
者
の
進
出
が
望
ま
れ

て
い
る
。

五

お
わ
り
に

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
平
成
四
年
八
月
に
地
方
版
道

路
整
備
の
長
期
構
想
と
し
て

｢中
部
の
道
路
整
備
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
｣
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
五
年
一
月
に

は
地
方
版
第
u
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
と
し
て

｢道
･

未
来
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
地
域
の

た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
五
箇
年
計
画
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の

｢女
性
の
声
L
募
集
と

｢生
活
と
道
を
考
え

る
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
は
、
地
域
の
生
活
者
で
あ
り
、
多

様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
リ
ー
ド
す
る
女
性

を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
道
路
に
た
い
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
批
判
、
提
案
な
ど
、
女
性
の
生
の
声

を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
oま

た
、
今
後
の
道
路
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
き
め
細
か
い
対
応
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
社
会
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応
す

る
た
め
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
道
路
構
造
基
準
の
策
定

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
が
こ
の
策
定
に
も
活
か
さ

れ
、
｢ゆ
と
り
社
会
｣
形
成
の
た
め
の
道
路
整
備
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

道行セ 93,5 ;;



東
北
地
方
建
設
局
週
騰
資
料
館建

設
省
東
北
地
方
建
設
局
道
路
部

通
体
系
の
整
備
等
に
よ
っ
て
、
新
し
い
産
業
の
立
地
も
進

み
、
そ
の
発
展
の
兆
し
が
現
わ
れ
て
い
る
。

二
一
世
紀
に
向
け
て
、
東
北
の
特
性
を
生
か
し
た
開
発

を
進
め
る
た
め
に
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
道
路
整
備
が
着
実

に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は

一
般
市
民
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

の
た
め
道
路
管
理
者
と
市
民
と
の
接
点
に
な
る
よ
う
に
と
、

昭
和
六
三
年
五
月
、
全
国
で
初
め
て
の

｢道
路
資
料
館
L

が
開
館
し
た
。

開
館
以
来
、
全
国
の
道
路
管
理
者
か
ら
の
照
会
や
視
察

が
相
次
い
で
い
る
。

当
資
料
館
も
開
館
し
て
五
年
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
よ

う
や
く

｢道
路
資
料
館
｣
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
ま

で
に
な
っ
た
。

以
下
、
｢道
路
資
料
館
｣
の
現
状
を
紹
介
す
る
。
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は
じ
め
に

東
北
地
方
は
、
国
土
の
約
一
八
%
と
い
う
広
大
な
面
積

を
有
し
、
豊
か
な
緑
や
水
資
源
な
ど
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、

首
都
圏
に
も
隣
接
し
て
お
り
、
高
い
開
発
の
可
能
性
を
有

し
て
い
る
。
近
年
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
高
速
交

愛子バイパス

　船
ル

至

ネ　

　
　

　

　
　
　

国
仙

　岨

形
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道
路
資
料
館
の
開
館

道
路
は
、
国
民
生
活
に
欠
く
こ
の
と
で
き
な
い
重
要
な

公
共
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で

あ
る
た
め
、
一
般
住
民
に
そ
の
重
要
性
が
十
分
理
解
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

私
達
の
生
活
と
道
路
の
か
か
わ
り
や
道
路
整
備
の
必
要

性
な
ど
一
般
住
民
や
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
や
、
道
を

ま
も
り
育
て
て
い
く
う
え
で
従
来
に
も
増
し
て
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。

道
路
に
関
す
る
広
報
活
動
は
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
L
や

｢道

の
日
｣
を
中
心
に
諾
々
の
活
動
に
取
り
組
み
、
マ
ス
コ
ミ

等
に
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る

が
、
や
や
も
す
る
と
一
時
的
な
行
事
で
終
っ
て
し
ま
う
傾

向
も
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
で
作
成
さ
れ
た
模
型
や
パ
ネ
ル
、
写
真
等
は
、
倉
庫

で
埃
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
た
り
、
必
要
な
技
術
情
報
や
科

学
資
料
、
調
査
資
料
、
経
済
情
報
等
広
範
多
岐
に
亘
る
情

報
資
料
が
無
秩
序
に
散
在
し
、
資
料
の
山
に
埋
も
れ
て
利

用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に

｢道
路
に
関
す
る
広
汎
な

資
料
を
収
集
、
整
理
し
、
常
時
、
一
般
の
方
々
に
公
開
展

示
す
る
場
所
が
不
可
欠
｣
と
の
認
識
の
も
と
に
、
仙
台
西

道
路
管
理
所
の
一
部
を
活
用
す
る
形
で
開
館
し
た
。

道
路
資
料
館
の
概
要

印

名
称
･
位
置

①

名
称

東
北
地
方
建
設
局
道
路
資
料
館

②

位
置

仙
台
市
青
葉
区
折
立
一
丁
目
一
の
一

T
E
L
O
ニ
ニ
ー
ニ
二
六
-

一
六
二
0

②

開
館
日
･
開
館
時
間

①

開
館
日

金
曜
ー
火
曜

(年
末
年
始
は
除
く
)

②

開
館
時
間

午
前
九
時
三
〇
分
!
午
後
五
時

Q

施
設
及
び
展
示
物

①

施
設

道
路
資
料
館
は
、
一
階
の
展
示
室
と
図
書

室
二
階
の
仙
台
西
道
路
集
中
管
理
室
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
専
有
面
積
は
三
二
四
･
五
平
方
米
。

②

展
示
物

o
み
ち
の
く
ロ
ー
ド
ラ
マ

東
北
地
方
の
立
体
地
形
図
に
一
万
四
千
個
の
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
で
古
代
か
ら
現
代
そ
し
て
未
来
ま
で
の

道
路
の
変
遷
を
表
示
し
、
二
台
の
テ
レ
ビ
で
解
説
し

て
い
る
。

明
治
初
期
、
山
形
県
令
･
福
島
県
令
で
あ
っ
た
三

嶋
通
席
は
、
新
道
の
建
設
、
橋
梁
の
架
設
、
隧
道
の

開
削
な
ど
顕
著
な
功
績
を
残
し
、
近
代
的
な
道
路
整

備
に
貢
献
さ
れ
た
土
木
県
令
と
称
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
道
路
は
、
現
在
の
国
道
な
ど
の
幹
線
道
路
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
歴
史
的
な
事
業
の
数
々
を
、
明
治
時
代
の
洋

画
界
の
巨
匠
で
あ
る
高
橋
由
一
氏
が
現
地
を
踏
破
、

写
生
し
、
こ
れ
を
石
版
画
と
し
て
多
数
残
し
て
い
る
。

東
北
の
道
路
今
昔
パ
ネ
ル
は
、
石
版
画
に
描
か
れ

た
場
所
を
た
ず
ね
て
、
現
況
の
写
真
を
撮
影
し
、
両

者
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。

0
｢お

く
の
は
そ
道
｣
足
跡
パ
ネ
ル

松
尾
芭
蕉
が
み
ち
の
く
へ
漂
泊
の
旅
に
出
た
の
は

一
六
八
九
年
で
あ
り
、
紀
行
三
〇
〇
年
の
年
に
当

た
っ
た
平
成
元
年
は
芭
蕉
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
ゆ
か

り
の
地
に
資
料
館
や
記
念
館
･
句
碑
等
も
多
く
建
ち
、

歴
史
の
道
も
復
元
さ
れ
る
な
ど

｢お
く
の
ほ
そ
道
｣

に
ち
な
ん
だ
出
版
物
も
相
次
い
だ
。
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通行セ 93.5 ;,



、讓

そ
の
芭
蕉
の
句
を
詠
ん
だ
箇
所
毎
に
、
句
と
そ
の

解
説
、
そ
れ
に
現
況
写
真
を
付
け
加
え
パ
ネ
ル
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

芭
蕉
は
東
北
の
道
の
悪
さ
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
東
北
も
新
し
い
国
土
軸
と
し
て
機
能

整
備
が
図
ら
れ
、
豊
か
な
東
北
の
未
来
に
向
け
て
の

道
づ
く
り
に
も
関
心
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
パ
ネ

ル
の
中
に

｢道
づ
く
り
｣
も
紹
介
し
て
い
る
。

o
道
と
祭
パ
ネ
ル

道
は
、
人
や
物
の
移
動
あ
る
い
は
、
暮
し
に
欠
か

せ
な
い
公
益
施
設
の
収
容
空
間
等
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
育
む
祭
や
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
、
道
を
舞
台
に
数
多
く
行
わ
れ
て
い

る
。
東
北
四
〇
三
市
町
村
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
、

代
表
的
な
祭
八
〇
点
を
パ
ネ
ル
に
し
て
い
る
。

o
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

東
北
地
方
の
道
路
と
私
た
ち
と
の
か
か
わ
り
な
ど

に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
道
路
愛
護
の
普
及
･
高
揚
を
図

る
た
め
、
毎
年
作
品
を
公
募
し
、
応
募
作
品
の
う
ち

入
賞
作
品
を
写
真
パ
ネ
ル
に
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

o
仙
台
市
街
地
航
空
写
真
(縮
尺
六
、
○
○
0
分
の

一
)

o
日
本
の
適
期
選

(東
北
関
係
)パ
ネ
ル

o
ゆ
と
り
社
会
を
め
ざ
す
道
づ
く
り
パ
ネ
ル

0
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
道
パ
ネ
ル

o
東
北
の
道
路
今
昔
パ
ネ
ル

o
夢
ロ
ー
ド
錠
パ
ネ
ル

o
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
で
き
る
ま
で
パ
ネ
ル

o
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
で
き
る
ま
で
パ
ネ
ル

o
地
図
が
で
き
る
ま
で
パ
ネ
ル

o
道
路
防
災
関
係
パ
ネ
ル

o
道
路
情
報
光
伝
送
シ
ス
テ
ム
模
型

o
舗
装
断
面
実
物
大
模
型

(0
0
･
少
の
)
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o
舗
装
変
状
断
面

(わ
だ
ち
掘
れ
、
流
動
)の
実
物

o
仙
台
西
道
路
地
型
模
型

o
仙
岩
道
路
地
型
模
型

o
道
路
地
下
利
用
模
型

0
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
実
物
大
模
型

o
建
設
機
械
ス
ケ
ー
ル
模
型

③

保
管
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

o
東
北
地
建
管
内
道
路
建
設
の
記
録

一
一
本

o
道
路
広
報
ビ
デ
オ

ニ
ニ
本

0
お
く
の
ほ
そ
道

ニ
ー
本

0
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

ニ
本

0
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

一
本

o
映
像
で
つ
づ
る
昭
和
史

四
本

o
映
画
フ
ィ
ル
ム

三
本

④

図
書

･
政
府
刊
行
物

･
建
設
省
･
建
設
省
関
係
機
関
･
付
属
機
関
･
東

北
地
建
･
他
地
建
の
調
査
研
究
資
料

･
各
種
協
会
発
行
図
書

･
市
販
専
門
書

･
行
政
･
法
律
･
経
済
･
財
政
関
係
図
書

･
歴
史
･
技
術
史

･
専
門
雑
誌

五
六
種

蔵
書
約
五
0
○
0
冊

⑤

企
画
展

道
路
資
料
館
で
は
、
常
設
的
な
展
示
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
特
別
企
画
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
｢街
道
の
民
話
｣
を
テ
ー
マ
に

展
示
を
計
画
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

回
管
理
運
営

管
理
運
営
は
、
㈹
東
北
建
設
協
会
に
委
託
し
て
い
る
。

専
従
員
は
運
営
責
任
者
と
管
理
員
二
名
で
あ
る
。

倦

そ
の
他

道
路
資
料
館
に
隣
接
し
て
仙
台
西
道
路
、
青
葉
通
地
下

道
、
仙
台
共
同
溝
の
集
中
管
理
室
が
あ
り
、
来
館
者
は
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
や
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
で
交
通
量
の
多

い
都
市
内
ト
ン
ネ
ル
を
か
か
え
る
仙
台
西
道
路
等
の
管
理

状
況
を
見
学
で
き
る
o

道チテセ 93.5 i7

道
路
資
料
館
の
利
用
状
況

開
館
当
初
は
、
一
般
住
民
へ
の
広
報
が
不
十
分
な
こ
と

も
あ
り
、
道
路
関
係
者
な
ど
の
入
館
者
が
大
半
を
占
め
る

状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
広
報
活
動
等
の
結
果
、
一
般

市
民
の
入
館
者
の
比
率
が
高
く
な
り
、
特
に
日
曜
、
休
日

を
開
館
日
に
変
更
し
て
以
来
、
家
族
づ
れ
が
増
え
、
現
在

は
約
九
割
が
一
般
住
民
と
な
っ
た
。

道
路
資
料
館
の
課
題

=

立
地
、
周
辺
環
境
に
つ
い
て

当
資
料
館
は
市
街
地
か
ら
離
れ
た
所
に
立
地
し
て
い
る

点
が
最
大
の
難
点
で
あ
る
。

東
北
自
動
車
道
仙
台
宮
城
I
C
近
く
に
位
置
し
、
仙
台

　
　

　

　　
　

　

鋺
霊
写
仙岩鞍
馬

ブ萱

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　

-

舖



西
道
路
と
仙
台
北
環
状
線
と
接
す
る
な
ど
、
駐
車
場
も
完

備
し
て
い
て
、
自
動
車
に
よ
る
場
合
は
便
利
な
場
所
に
あ

る
。
し
か
し
、
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
な
ど
、
小
中
高
校

生
、
高
齢
者
等
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
人
に
は
来
館
が

不
便
で
あ
る
。

②

広
報
に
つ
い
て

広
報
は
道
路
資
料
館
へ
の
来
館
者
を
増
加
さ
せ
る
上
で

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
広
報
の
方
法
に
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
、
新
聞
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
方
法
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
案
内
を
配
布
す
る

方
法
、
看
板
、
案
内
板
な
ど
を
設
置
す
る
方
法
、
口
コ
ミ

に
よ
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
広

報
の
効
果
が
あ
る
o

道
路
資
料
館
に
対
す
る
一
般
市
民
の
知
名
度
は
高
い
と

は
い
え
な
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
誌
な
ど
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
が
重
要
で
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
取

材
は
特
別
展
等
に
限
ら
れ
る
た
め
、
話
題
を
提
供
で
き
る

展
示
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
検
討
、
現
在
発
行
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
、
市
内
の
主
要
な
情
報
コ
ー

ナ
に
置
い
て
p
R
に
努
め
て
い
る
。

0

展
示
内
容
に
つ
い
て

道
路
資
料
館
の
建
物
は
、
元
来
、
道
路
管
理
施
設
と
し

て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
役
所
的
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

一
般
の
人
が
入
り
づ
ら
い
面
が
あ
る
。
資
料
館
の
外
観
の

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
も
課
題
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
展
示
品
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
展
示
品
や

寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
内
容
が
固
く
、
ま
た
、
一
貫

性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

現
在
、
一
般
的
に
資
料
館
等
の
展
示
物
は
、
た
だ
眺
め

た
り
、
単
純
に
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
と
い
っ
た
も
の
は
敬

遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
自
分
で
試
し
、
自
分
で
考
え
る

と
い
う
展
示
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
後
、
展
示
物
の
内
容
の
充
実
に
努
め
て
参
り
た
い
。

お
わ
"り
に

道
路
資
料
館
は
、
道
路
管
理
者
と
一
般
市
民
と
を
結
ぶ

接
点
の
役
割
を
果
た
す
施
設
で
あ
る
。
た
だ
単
に
道
路
に

関
す
る
知
識
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
管
理
者
と

一
般
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
や
展
示
物
の
充

実
は
も
と
よ
り
、
資
料
館
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
、
資
料
館
と

し
て
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
等
多
く
の
一
般
市
民
と
実

の
あ
る
対
話
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
。

、

セ

＼

行道



一

は
じ
め
に

政
府
は
去
る
四
月
一
三
日
の
経
済
対
策
閣
僚
会
議
に
お

い
て
、
昨
年
八
月
の

｢総
合
経
済
対
策
｣
に
引
き
続
く
新

総
合
経
済
対
策
と
し
て
、
公
共
投
資
等
の
拡
大
、
住
宅
投

資
の
促
進
等
総
事
業
規
模
一
三
兆
円
余
と
な
る

｢総
合
的

な
経
済
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
｣
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
同
経
済
対
策
の
実
施
に
必
要
な
予
算
措
置
を
行

う
た
め
、
五
月
一
四
日
に
は
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
案

を
閣
議
決
定
の
う
え
国
会
へ
提
出
し
た
。

以
下
、
新
総
合
経
済
対
策
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
同
経
済
対
策
に
基
づ
く
建
設
省
の
施
行
促
進

方
針
及
び
平
成
五
年
度
補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
も
あ

わ
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

二

新
総
合
経
済
対
策
の
概
要

新
総
合
経
済
対
策
は
、
現
下
の
経
済
状
況
等
に
か
ん
が

み
、
五
年
度
当
初
予
算
の
成
立
直
後
に
決
定
す
る
と
い
う
、

き
わ
め
て
異
例
の
措
置
が
取
ら
れ
、
そ
の
規
模
に
つ
い
て

も
、
約
一
三
兆
二
、
0
0
0
億
円
と
昨
年
八
月
の
総
合
経

済
対
策
の
一
〇
兆
七
、
○
○
0
億
円
を
上
回
る
史
上
最
大

の
規
模
と
な
っ
た

(表
1
)
(表
2
)。

同
経
済
対
策
は
経
済
の
状
況
分
析
、
効
果
等
か
ら
な
る

前
文
及
び
公
共
事
業
等
の
施
行
促
進
、
公
共
投
資
等
の
拡

大
等
一
三
項
目
の
具
体
的
経
済
対
策
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
経
済
は
現
在
、
一
部
に
回
復
の
兆
し
を
示
す
動

き
が
徐
々
に
現
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
循
環
的
な
要
因

の
ほ
か
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
の
影
響
も
あ
っ
て
、
依
然
と

し
て
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
公
共
投
資
は
堅
調
に
推
移
し
住
宅
投
資
に

回
復
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
個
人
消
費
は
低
い
伸

び
と
な
っ
て
お
り
、
設
備
投
資
は
製
造
業
を
中
心
に
減
少

し
て
い
る
。
鉱
工
業
生
産
は
、
在
庫
調
整
の
動
き
か
ら
、

停
滞
傾
向
で
推
移
す
る
と
と
も
に
、
企
業
収
益
は
引
き
続

き
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
面
で
は
、
有
効
求
人
倍

率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
昨
年
三
月
の

｢緊
急
経
済
対
策
、

同
年
八
月
の

｢総
合
経
済
対
策
｣
に
続
い
て
、
景
気
に
配

慮
し
た
平
成
五
年
度
予
算
を
編
成
し
、
既
に
実
行
に
移
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
景
気
の
足
取
り
を
確
実
な
も

の
と
す
る
た
め
、
こ
れ
に
加
え
、
今
般
、
下
記
の
よ
う
な

新
総
合
経
済
対
策
及
び
平
成
五
年
度

補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官

加
藤

利
男



総
規
模
一
三
兆
円
を
上
回
る
総
合
的
な
経
済
対
策
を
講
ず

る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
経
済
対
策
に
お
い
て
は
、
公
共
事

業
等
の
施
行
促
進
及
び
そ
の
追
加
、
社
会
資
本
整
備
の
新

た
な
展
開
、
融
資
や
税
制
上
の
措
置
等
に
よ
る
住
宅
投
資

や
民
間
設
備
投
資
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業

対
策
、
雇
用
対
策
、
輸
入
促
進
策
等
を
講
ず
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
済
対
策
は
、
現
在
在
庫
圧
縮
や
経
営

革
新
に
取
り
組
ん
で
い
る
民
間
部
門
の
活
力
を
引
き
出
す

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
景
気
の
足
取
り

(億円)表 1 新総合経済対策規模等

今 回 の 対 策 昨年8月の ｢総合経済対策｣

礬

樅

医
設
等
等

等

の

、施
業
庫

関
策
資

等
究
社
事
公

機
対
投

業
研
福
独
融

融
業
備

等
事
、会
単
金

金
企
設

資
共
吉
仕
方
宅

係
小
間

投
公
敷

地
住

閑
中
民

共
①
②

③
④

府
①
②

公

政

700
500

…
⑧

脚
200

41
u

35
18

m
5

200

300

雌

盟

500
500

…
㈱

剱
皿

44
5

盤
6

12
9

緘

幼

㈱製及皷
策
置

計

謝
潴

小

廳
砺 戚約

鯛

堰

鰡

坪

500

知
識

鱒

L

l

約 ゆ

の

虔

“

均

鰡

餌

増
“

計

置措

合
働のそ

加

彗

追

雑

踏

覊

設

譜

糒

o

例
)
灘
)

0

係
円
乾
円

滋

関
億
虞
億

1

資
卸
M
の

約

投
證
、2

共
4
力
6

公
(
電
(

曙動饑設鑑川餓
動“

波及効果のG N P 比については、 今後 1年間の効果として、 対策の規模 13,05兆円 (昨年 8月の対
策10.7兆円) から用地費及び運転資金等4.鰯も円 (同2,7兆円) を控除し、 これに乗数1.39を掛けて
得たl2.2兆円 (同= .L兆円) の、 4年度名目G N P 実績見込472兆円 (同 3年度名目G N P 45甥&
円) に対する比率。

(注) 波及効果のG N P 比につい 隠
}

同

位

　　表 2 新総合経済対策の概要 (公共投資等の追加)

区 分
国 全 体 建 設 省 関 係

(事業費) (国費) (事業費) (国費)

了
債
債
債

費

完
国

国
国

係関

度
付

害

業
共

事
公
年
費
口
地

共
般

公

一
当
国
ゼ
用
災

L
=

②

繕
等
費
計
等

費
凡又

彗
鍛
壽

き

1
駒
施
≦

日

:
爆
等

医

凡
庁
琳
稜
々

÷

皮
笹

施
宮
筑
本
特
公

a
鵠
02
臨
37
2

一
眺

団
団
団
団
団
団
会
等

公
、
公
公
公
鴬

等
備
タ
烙
略
橋
姦
掌
会

整
烙
割
勘
絡
事
実

市
証
額
顔
連
主

特

団
都
道
義
袋
国
進
行

･
大
落
着
四
K
T

政

宅
Z
都
神
升
7

公
住
日
首
阪
本
下
部
郵

盟
73
76
蜷
47
76
2

82

一

的
鞘
靴
卸
第
15
2
82

一

4,
住宅金融公庫等

5
.
地方単独事業等 - ー ー

合 計

に
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
そ
の
適
切
か
つ
機
動
的
な

実
施
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
経
済
を
内
需
を
中
心

と
す
る
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
可
能
な
成
長
経
路
へ
円
滑
に

移
行
さ
せ
る
も
の
と
確
信
す
る
。
こ
れ
は
同
時
に
国
民
が

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
真
に
実
感
で
き
る
生
活
大
国
の
実
現

を
目
指
す

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
｣
の
一
層
の
推
進
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
、
世
界
経
済
の
安
定
的
発
展
に
も

資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

注

注

(
、

て
、
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)以上のほか中小企業対策等約 2兆5,800億円を加えた約13兆2,000
億円が経済対策の全体規模である。
) * 印は財投資金等である。
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公
共
事
業
等
の
施
行
促
進

の

平
成
五
年
度
の
公
共
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
労
務
、

資
材
等
の
面
で
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
上
半
期
に
お
け
る
契
約
済
額
の
割
合
が
全
体
と
し

て
七
五
%
を
上
回
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
、
施
行
の
促

進
を
図
る
。

ま
た
、
公
共
事
業
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
各
地
域

の
経
済
情
勢
、
社
会
資
本
の
整
備
状
況
等
を
勘
案
し
て

適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

②

公
共
事
業
等
の
執
行
に
際
し
て
は
、
審
査
･
手
続
き

の
簡
素
化
･
合
理
化
、
迅
速
化
を
図
り
、
年
度
当
初
か

ら
契
約
を
円
滑
に
進
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
一
･
四

半
期
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
契
約
を
行
う
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
中
小
建
設
業
者
に
対
す
る
受
注
機
会
の
確
保

を
図
る
。

③

物
品
の
購
入
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
範
囲
で
な
る
べ

く
早
期
に
執
行
す
る
よ
う
努
め
る
。

④

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
上
記
の
各
措
置
に
準

じ
て
地
方
単
独
事
業
を
含
む
事
業
の
円
滑
な
執
行
を
図

る
よ
う
要
請
す
る
。

2

公
共
投
資
等
の
拡
大

公
共
投
資
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
総
額
一
〇

兆
六
、
二
〇
〇
億
円
の
事
業
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
と

す
る
。
こ
の
新
た
に
追
加
さ
れ
る
分
も
含
め
、
年
度
を

通
じ
公
共
事
業
等
が
全
体
と
し
て
円
滑
に
執
行
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
o

o

一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
経
済
の
実
情

を
踏
ま
え
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上
に
重
点
を
置
い
た

分
野
に
で
き
る
限
り
配
慮
し
つ
つ
、
事
業
費
三
兆
六
、

四
〇
〇
億
円

(公
団
等
の
事
業
を
含
む
)
を
追
加
す
る
。

こ
の
う
ち
公
共
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、

地
価
動
向
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
四
、
0
0
0
億
円
の

規
模
で
公
共
用
地
の
先
行
取
得
を
行
う
。

ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
復
旧
進
度
を

大
幅
に
高
め
る
こ
と
に
よ
り
速
や
か
な
事
業
実
施
を
図

る
こ
と
と
し
て
事
業
費
五
、
三
〇
〇
億
円
を
追
加
す
る
。

②

国
民
生
活
基
盤
、
研
究
開
発
基
盤
等
の
充
実
を
図
る

た
め
、
教
育
、
研
究
、
医
療
、
社
会
福
祉
等
の
た
め
の

施
設
等
の
設
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
費
一
兆

一
、
五
〇
〇
億
円
を
追
加
す
る
。

③

地
方
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
実
情
に
即
し

て
道
路
、
下
水
道
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
住
民

に
身
近
な
社
会
資
本
の
設
備
等
を
一
層
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
今
後
、
二
兆
三
、
0
0
0
億
円
の
事

業
費
の
追
加
を
要
請
し
、
こ
れ
に
必
要
な
地
方
債
措
置

等
を
行
う
。

ま
た
、
公
共
用
地
の
先
行
取
得
に
つ
い
て
は
、
一
兆

二
、
0
0
0
億
円
の
事
業
費
の
追
加
を
要
請
す
る
こ
と

と
し
、
こ
の
た
め
土
地
開
発
基
金
及
び
土
地
開
発
公
社

の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
用
地
先
行
取
得
債
等

に
よ
る
積
極
的
な
対
応
を
図
る
。

④

住
宅
建
設
の
促
進
を
図
る
た
め
、
住
宅
金
融
公
庫
及

び
年
金
福
祉
事
業
団
の
住
宅
融
資
制
度
の
拡
充
を
行
い
、

事
業
規
模
一
兆
八
、
○
○
0
億
円
を
追
加
す
る
。
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3

社
会
資
本
整
備
の
新
た
な
展
開

今
次
の
経
済
対
策
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
情
報
化
、
高
齢
化
等
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
｣
に
示
さ
れ
た
将
来
へ

の
展
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
景
気
の
現
状
に
的
確
に
対
応

し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
様
々
な
分
野
に
幅
広
く

投
資
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
が
よ
り
広
範
に

か
つ
直
接
的
速
効
的
に
及
ぶ
よ
う
、
そ
の
新
た
な
展
開

を
図
る
。

①

公
共
事
業
に
つ
い
て
、
民
間
投
資
を
誘
発
す
る
等
景

気
浮
揚
効
果
の
高
い
事
業

(都
市
再
開
発
、
電
線
類
の

地
中
化
等
)
や
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
に
資
す
る
事

業

(下
水
道
、
集
落
排
水
等
)
に
特
に
配
慮
し
つ
つ
、

国
民
生
活
の
安
全
の
確
保
、
情
報
化
、
高
齢
化
へ
の
対

応
、
地
域
の
活
性
化
等
の
観
点
か
ら
事
業
の
積
極
的
推

進
を
図
る
。

②

各
種
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
大
学
、
研
究
所
等
の
老

巧
化
し
た
施
設
等
の
改
善
、
教
育
、
研
究
の
高
度
化
、

情
報
化
に
対
応
し
た
各
種
施
設
、
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
、

医
療
、
社
会
福
祉
の
た
め
の
施
設
等
や
通
勤
･
通
学
の

混
雑
緩
和
を
目
指
し
た
都
市
鉄
道
の
整
備
、
官
公
庁
施



設
や
宿
舎
の
整
備
等
を
推
進
す
る
。

@

ま
た
、
地
方
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
方
債
等
を

活
用
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
沿
っ
て
事
業
を

推
進
し
、
各
種
施
設
、
庁
舎
等
の
大
規
模
改
造
、
高
齢

者
、
障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
情
報
化
に
対

応
し
た
行
政
機
関
や
学
校
、
試
験
研
究
施
設
等
の
整
備
、

電
線
類
の
地
中
化
等
を
推
進
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

国

民
間
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て
も
上
記
の

よ
う
な
考
え
方
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
開

発
銀
行
等
を
通
じ
た
財
政
投
融
資
資
金
の
積
極
的
な
活

用
等
を
図
る
。

4

住
宅
投
資
の
促
進

住
宅
投
資
に
つ
い
て
は
、
宅
地
の
円
滑
な
供
給
を
図
り

つ
つ
、
住
宅
の
建
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進
す
る
た
め
、

住
宅
金
融
公
庫
、
年
金
福
祉
事
業
団
等
の
住
宅
融
資
制
度

及
び
住
宅
取
得
促
進
税
制
を
拡
充
す
る
。

Q

住
宅
融
資
制
度
の
拡
充

①

住
宅
金
融
公
庫

@

貸
付
枠
を
五
万
戸
追
加
し
、
六
〇
万
戸
と
す
る
。

⑬

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
図
り
つ
つ
住

宅
の
建
設
、
購
入
を
促
進
す
る
た
め
、
一
定
規
模

以
上
の
住
宅
を
対
象
と
し
、
基
本
貸
付
額
を
増
額

す
る

(
一
〇
0
!
三
〇
〇
万
円
)。

⑯

個
人
住
宅
の
建
設
、
購
入
を
促
進
す
る
た
め
、

特
別
割
増
貸
付
け
の
貸
付
額
を
増
額
す
る

(
一
〇

0
万
円
)。

④

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅

改
良
に
係
る
特
別
割
増
貸
付
け
の
貸
付
額
を
増
額

す
る

(三
〇
〇
万
円
)。

◎

宅
地
供
給
を
促
進
す
る
た
め
、宅
地
造
成
に
対
す

る
融
資
制
度
を
補
充
す
る
(住
宅
用
地
取
得
資
金
の

融
資
率
現
行
0
I
三
割
を
五
!
八
割
に
改
定
等
)。

①

個
人
の
住
宅
建
設
と
併
せ
て
宅
地
の
取
得
を
促

進
す
る
た
め
個
人
住
宅
建
設
の
土
地
費
に
係
る
特

別
割
増
貸
付
け
の
貸
付
額
を
増
額
す
る

(五
〇
〇

万
円
)
と
と
も
に
、
区
画
整
理
済
地
に
お
け
る
住

宅
建
設
の
建
設
費
に
係
る
特
別
割
増
貸
付
け
を
創

設
す
る

(
一
〇
〇
万
円
)。

⑭

優
良
分
譲
住
宅
等
の
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、

建
設
資
金
に
係
る
貸
付
額
を
増
額
す
る

(五
〇
〇

万
円
)
と
と
も
に
、
償
還
期
間
を
延
長
す
る

(現

行
六
か
月
を
二
年
に
改
定
)。

⑮

貸
付
金
利
全
般
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
申

込
受
付
期
間
を
延
長
す
る
。

②

年
金
福
祉
事
業
団

@

一
般
貸
付
け
の
被
保
険
者
期
間
区
分
等
の
見
直

し
を
行
う
o

⑮

特
別
貸
付
け
の
貸
付
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

(
一
○
○
万
円
)
と
と
も
に
、
被
保
険
者
期
間
要

件
を
緩
和
す
る

(現
行
一
〇
年
以
上
を
三
年
以
上

に
改
定
)。

②

住
宅
取
得
促
進
税
制
の
拡
充

住
宅
取
得
等
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
内
需

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
借
入
金
残
高
一
、
0
0
0
万
円
以

下
の
部
分
の
税
額
控
除
率
を
、
控
除
期
間
の
う
ち
当
初
二

年
に
つ
い
て
一
･
五
%

(現
行
一
%
)
に
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
適
用
対
象
と
な
る
住
宅
の
床
面
積
上
限
を
二
四

○
話

(現
行
二
二
〇
話
)
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
現
在
適

用
対
象
と
な
っ
て
い
る
一
戸
建
て
住
宅
の
増
改
築
等
に
相

当
す
る

一
定
の
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
を
適
用
対
象
に

追
加
す
る
措
置
を
講
ず
る

(四
月
一
日
実
施
)。

5

民
間
設
備
投
資
の
促
進

日
本
開
発
銀
行
等
に
お
い
て
総
額
五
、
二
〇
〇
億
円
の

貸
付
枠
の
追
加
等
を
行
う
と
と
も
に
、
電
気
事
業
者
の
行

う
電
線
の
地
中
化
及
び
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
等
の
た
め

の
融
資
制
度
に
つ
い
て
拡
充
を
図
る
等
の
諸
措
置
を
講
じ
、

民
間
設
備
投
資
の
促
進
を
図
る
。な
お
、都
市
再
開
発
等
の

公
共
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
よ
り
誘
発

さ
れ
る
民
間
投
資
が
四
、
六
〇
〇
億
円
程
度
見
込
ま
れ
る
。

･
電
力
事
業
等
へ
の
設
備
投
資
増
加
等
の
要
請
額

電
力
事
業

(三
、
六
〇
〇
億
円
)、
ガ
ス
事
業

(
一
〇

0
億
円
)、
N
T
T
等

(二
、
五
〇
〇
億
円
)

特
に
、
配
電
線
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
等

に
よ
る
環
境
整
備
の
進
展
に
応
じ
、
既
存
計
画
の
前
倒
し

に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
情
報
基
盤
強
化
及
び
電
気
信
頼

度
向
上
の
た
め
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
に
積
極
的
に
取
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り
組
む
よ
う
要
請
す
る
。

6

中
小
企
業
対
策
等

厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
し
、
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て

い
る
中
小
企
業
の
融
資
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
政
府
関

係
中
小
企
業
金
融
機
関
等
の
貸
付
規
模
の
拡
大
等
を
図
る

と
と
も
に
、
中
小
企
業
に
対
す
る
信
用
保
証
の
一
層
の
充

実
を
図
る
こ
と
と
し
、
総
額
一
兆
九
、
一
〇
〇
億
円
規
模

の
貸
付
枠
の
追
加
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。

7

雇
用
対
策

最
近
の
雇
用
失
業
情
勢
を
踏
ま
え
、
雇
用
の
安
定
等
を

図
る
た
め
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
の
助
成
率
の
引
上
げ
等

の
雇
用
対
策
の
充
実
を
図
る

(所
要
額
二
八
〇
億
円
)。

8

税
制
上
の
措
置

景
気
対
策
と
し
て
、
住
宅
取
得
促
進
税
制
の
拡
充
及
び

設
備
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
税
制
上
の
措
置

(減
税
)

等
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
よ
る
減
税
額
は
、
初
年
度
一
、
五
〇
〇
億
円
、

平
年
度
約
一
、
七
〇
〇
億
円
と
見
込
ま
れ
る
。

9

規
制
緩
和

公
的
規
制
の
目
的
･
内
容
を
緊
急
に
見
直
し
、
こ
の
結

果
に
応
じ
許
認
可
等
の
大
幅
な
整
理
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

m

輸
入
の
促
進
等

我
が
国
の
内
需
拡
大
の
努
力
は
、
内
外
無
差
別
、
透
明

及
び
公
正
か
つ
開
放
的
な
市
場
の
下
、
経
済
の
拡
大
均
衡

を
通
じ
て
世
界
経
済
に
も
好
ま
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
と
の
観
点
か
ら
、
輸
入
促
進
の
た
め
の
施

策
等
を
実
施
す
る
。

円

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
確
保

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
諸
施

策
を
実
施
す
る
。

12

安
定
的
で
活
力
あ
る
証
券
市
場
の
確
立

証
券
市
場
が
資
金
調
達
、
運
用
の
場
と
し
て
円
滑
に
機

能
す
る
よ
う
、
安
定
的
で
活
力
あ
る
市
場
の
確
立
に
向
け
、

引
き
続
き
市
場
を
と
り
ま
く
環
境
整
備
に
努
め
る
。

燧

金
融
政
策
の
機
動
的
運
営

内
外
経
済
動
向
及
び
国
際
通
貨
情
勢
等
を
注
視
し
つ
つ
、

金
融
政
策
の
適
切
か
つ
機
動
的
な
運
営
を
図
る
。

三

公
共
事
業
等
の
施
行
促
進
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
の
公
共
事
業
等
の
施
行
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
新
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
受
け
た
経
済
対
策
閣
僚
会
議
後

の
臨
時
閣
議
に
お
い
て
、
我
が
国
経
済
を
内
需
を
中
心
と

す
る
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
可
能
な
成
長
経
路
へ
の
円
滑
な

移
行
に
資
す
る
た
め
、
次
に
よ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

の

上
半
期
に
お
い
て
は
、
期
末
に
お
け
る
契
約
済
額
の
割

合
が
全
体
と
し
て
七
五
%
を
上
回
る
こ
と
を
目
途
と
す
る
。

②

早
期
発
注
の
促
進
の
観
点
か
ら
、
第
一
･
四
半
期
に

お
い
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
契
約
を
行
う
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
四
月
一
三
日
に
経
済
対
策
及
び

閣
議
決
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
建
設
事
務
次
官
通
達
を
発

し
、
所
管
事
業
の
な
お
一
層
の
円
滑
か
つ
的
確
な
執
行
に

努
め
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
翌
一
四
日
に
建
設
事
務
次
官
を
本
部
長
と
す

る

｢平
成
五
年
度
第
一
回
公
共
事
業
施
行
促
進
本
部
｣
を

開
催
し
、
建
設
省
所
管
事
業
の
上
半
期
契
約
目
標
率
を
七

道行セ 93.5 63

(注) 各項目別に四捨五入しれ、るので、合計とば端裁こおいて 空
合致しない場合がある。
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表 3 平成 5年度上半期契約目標率

区 分
平 成 5 年 度 勃

驫
参
慮
囃

(
平
野

算
額

予
現

上 半 期
契約見込額

上 半 期
契約目標率

轄

助
団

直
補

公
礎
緘

蹴鷲
泓
梛
複

、椛
榔
鞘合 計 l06

,
861
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七
･
五
%
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

(表
3
)
こ
れ
は
、
昨
年
度
七
七

･
0
%
よ
り
○

･
五
%

高
い
執
行
率
と
な
っ
て
お
り
、
各
事
業
主
体
の
一
層
の
努

力
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
･
四
半

期
に
つ
い
て
は
、
既
に
四
月
一
日
の
建
設
事
務
次
官
通
達

｢平
成
五
年
度
建
設
省
所
管
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
｣
に

よ
り
、
前
年
度
の
実
績
を
上
回
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て

い
る
。

四

平
成
五
年
度
補
正
予
算
の
概
要

新
総
合
経
済
対
策
に
基
づ
く
公
共
投
資
等
に
係
る
平
成

五
年
度
補
正
予
算
の
国
費
は
、
一
般
公
共
事
業
費
一
兆
二
、

0
0
0
億
円
、
災
害
復
旧
費
四
、
○
○
0
億
円
及
び
施
設

費
等
六
、
二
〇
〇
億
円
、
合
計
二
兆
二
、
二
〇
〇
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
施
設
費
は
昨
年
度
の
二
、
九
〇
〇
億
円
に

比
し
、
三
、
三
〇
〇
億
円
の
増
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
新
総
合
経
済
対
策
の
｢
3

社
会
資
本
整
備
の
新
た
な
展
開
｣
を
受
け
た
措
置
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、今
回
の
経
済
対
策
の
策
定
に
当
た
り
、公
共
事
業

の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
の

整
備
等
も
建
設
国
債
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議

論
が
一
部
に
あ
っ
た
が
そ
の
性
格
か
ら
見
送
り
と
な
っ
た
。

一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
同
様
当
年
度
完

了
事
業
、
国
費
付
国
債
事
業
、
ゼ
ロ
国
債
事
業
及
び
用
地

国
債
事
業
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
毎
の
道

路
関
係
予
算
は
表
4
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
道
路
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
補
正
で
計

上
さ
れ
た
直
轄
事
業
の
用
地
先
行
取
得
の
た
め
の
財
政
投

融
資
資
金
の
借
入
れ
及
び
一
般
会
計
計
上
の
い
わ
ゆ
る
臨

時
住
宅
宅
地
関
連
予
算
の
計
上
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
は
、
今
国
会
の
会
期
中

の
成
立
を
め
ざ
し
て
審
議
さ
れ
る
見
込
み

(同
一
会
期
中

に
当
初
予
算
と
補
正
予
算
が
成
立
す
る
の
は
三
四
年
ぶ

り
。)
で
あ
る
が
、
総
合
経
済
対
策
が
策
定
さ
れ
た
趣
旨

及
び
公
共
事
業
の
は
た
す
べ
き
役
割
等
を
ふ
ま
え
、
そ
の

執
行
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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表 4 平成 5年度補正予算総括表 (単位 :百万円)

区 分
5年度完了事業 国 費 付 国 債 ゼロ国債 用地国債 合 計 左のウチH 5歳出化

事業費
(A)

国 費
(B)

事業費
(C)

左のうちH 5歳出化 事業費
(F)

事業費
(G)

事 業 費
(A十C+F十G)

事 業 費
(A ) + (D)

国 債
(B) + (E )事業費(D) 国債(E)

一般道路事業
道 路
一般国道
直 轄
補 助

地方道
都道府県道
市町村道

交通安全
雪 寒
調 査

街 路
街 路
区画整備

再 開 発

573,192

397,556

214,365

158.287

56,078

l29,855

83,114

46,74 1

39,478

13.858

175.636

102,684

44 4 04

28.848

327,860

238,338

138,687

108,939

29,748

68,742

44,363

24,373

21.6 10

9,299

89,522

52,598

22,500

14,424

11L 4 19

93,35 1

60.403

46,453

13,950

29,440

21,400

8,040

3,508

18,068

18,068

40.508

33,621

22,361

17,090

5,271

10,332

7,712

2,620

928

6,887

8,887

23.432

19.956

14 .005

l1.148

2,857

5.427

4,098

1,329

524

3,476

3,476

246,700

197 4 12

140.225

97,477

42,748

57,187

40.0 15

17,172

49,288

35,395

11,693

2,200

70.900

53,738

38.848

28日48

9,900

13,810

9,960

3.850

L 080

l7,162

13,662

L 500

2,000

1,002.2 11

742,057

453,84 1

33 L l65

L22,676

230,292

154,489

75,803

44,066

13,858

260 4 54

l89,809

51 297

33,048

613.700

431法77

236,726

175,377

6 1,349

140,187

90,826

49,361

40,406

13,858

182,523

109,571

44,104

28,848

35 1,292

258,294

152.692

120,087

32,605

74,169

48,467

25,702

22 4 34

9,299

92,998

56,074

22,500

14.424

有料道路事業
道路公団
高 速
一 般

首都公団
阪神公団
本四公団
地方道路公社等

5,800

5,800

2,708

58

58

650

250

lo

L 740

5,800

5,800

5,800

5,800

2,708

58

58

650

250

10

1,740

道路整備事業計 578,992 330,568 111.419 40,508 23.432 246,700 70,900 L O08,011 6 19,500 354 ,000

(注) 公団関係については, 国費のみ記載した.



鰯
圓
の
補
助
率
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に

関
す
る
法
律

(他
省
庁
関
係
)
に
つ
い
て

道
路
法
令
研
究
会

一

は
じ
め
に

公
共
事
業
等
に
係
る
補
助
率
等
に
つ
い
て
、
臨
時
行
政

改
革
推
進
審
議
会
の
答
申
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
体
系

化
･
簡
素
化
等
の
観
点
か
ら
、
直
轄
事
業
に
あ
っ
て
は
2

/
3
、
補
助
事
業
に
あ
っ
て
は
1
/
2
を
基
本
と
し
て
恒

久
化
す
る
等
の
措
置
を
定
め
る
、
｢国
の
補
助
金
等
の
整

理
及
び
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律

(平
成
五
年
法
律
第
八

号
ざ
が
去
る
三
月
三
一
日
公
布
さ
れ
四
月
一
日
に
施
行
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
建
設
省
道
路
局
所
管
法
律
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
四
月
号
に
お
い
て
紹
介
し
た
が
、
他
省
庁

所
管
の
地
域
特
例
法
律
に
お
い
て
も
道
路
事
業
に
係
る
補

助
率
等
の
特
例
を
定
め
た
も
の
が
多
い
。
各
地
域
特
例
法

律
で
は
具
体
の
補
助
率
等
を
各
法
律
の
施
行
令
に
お
い
て

規
定
し
て
お
り
、
各
省
庁
は
補
助
率
見
直
し
一
括
法
の
施

行
に
伴
い
政
令
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
に

お
い
て
は
、
地
域
特
例
法
令
の
改
正
の
う
ち
、
道
路
事
業

に
係
る
補
助
率
等
の
見
直
し
の
内
容
を
理
解
す
る
上
で
必

要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
簡
単
な
説
明
を
加
え
る

こ
と
と
し
た
い
。

二

各
地
域
特
例
法
令
に
お
け
る
道
路
事
業
に

係
る
補
助
率
等
に
つ
い
て

1

沖
縄
の
特
例

沖
縄
に
お
け
る
公
共
事
業
は
、
沖
縄
の
歴
史
的
･
地
理

的
な
特
殊
事
情
に
か
ん
が
み
、
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
基

づ
く
事
業
に
つ
い
て
国
の
補
助
率
等
を
嵩
上
げ
す
る
等
の

特
別
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
道
路
整
備
事
業
に
つ

い
て
も
、
原
則
の
最
高
補
助
率
を
m
/
"

(国
が
全
額
負

担
)、
暫
定
最
高
補
助
率
を
蠣
/
①
の
高
率
の
国
の
補
助
、

負
担
が
措
置
さ
れ
て
き
た
。

平
成
五
年
度
以
降
の
補
助
率
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
四

年
度
ま
で
の
暫
定
補
助
率
が
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
恒
久

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2

奄
美
の
特
例

奄
美
群
島
に
お
け
る
公
共
事
業
は
、
奄
美
の
歴
史
的
･

地
理
的
な
特
殊
事
情
に
か
ん
が
み
、
奄
美
群
島
振
興
開
発

計
画
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
国
の
補
助
率
等
を
嵩
上
げ

す
る
等
の
特
別
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
道
路
整
備

事
業
に
つ
い
て
も
、
原
則
の
最
高
補
助
率
を
9
/
10
、
暫

定
最
高
補
助
率
を
8
/
齢
の
高
率
の
国
の
補
助
が
措
置
さ

鯰

れ
て
き
た
。

セ行

平
成
五
年
度
以
降
の
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
別

道

表
に
お
い
て
、
8
/
10
を
最
高
補
助
率
と
し
て
恒
久
化
さ

6

れ
る
と
と
も
に
、
施
行
令
に
お
い
て
、
新
設
又
は
改
築



(特
殊
改
良
を
除
く
。)
に
つ
い
て
は
一
般
国
道
に
係
る

割
合
は
8
/
m
、
県
道
は
7
/
m

(緊
措
法
施
行
令
第
三

条
第

一
項
の
道
路
に
あ
っ
て
は
偽
/
10
)、
市
町
村
道
は

6
/
m
、
特
殊
改
良
、
一
般
国
道
に
係
る
修
繕
又
は
県
道

に
係
る
修
繕
の
う
ち
災
害
防
除
事
業
に
つ
い
て
は
、
騙
/

m
を
も
っ
て
恒
久
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(施
行
令
別

表
第
1
)。

3

小
笠
原
の
特
例

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
公
共
事
業
は
、
小
笠
原
振
興
開

発
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
国
の
補
助
率
等
を
嵩
上

げ
す
る
等
特
別
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
道
路
事
業

に
お
い
て
も
、
新
設
又
は
改
築
に
つ
い
て
は
3
/
4
の
高

率
の
国
の
補
助
が
措
置
さ
れ
て
き
た
。

平
成
五
年
度
以
降
の
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
新

設
又
は
改
築
に
係
る
補
助
率
を
3
/
5
を
も
っ
て
維
持
、

恒
久
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(施
行
令
別
表
第
1
)。

4

琵
琶
湖
周
辺
地
域
の
特
例

琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
く
道
路
の
改
築
に
つ
い

て
は
、
道
路
法
附
則
、
緊
措
法
附
則
及
び
同
法
施
行
令
附

則
に
よ
る
補
助
率
カ
ッ
ト
を
適
用
し
な
い
と
い
う
特
例
が

措
置
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
五
年
度
以
降
も
従
来
の
原
則

補
助
率
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(施
行
令
第
2
条

の
表
)。
よ
っ
て
、
道
路
法
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
た
大
規

模
特
例

(改
正
前
の
道
路
法
第
五
〇
条
第

一
項
た
だ
し

書
)
は
、
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
く
一
般
国
道
の

新
設
又
は
改
築
に
お
い
て
は
存
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

5

水
源
地
域
の
特
例

ダ
ム
等
の
建
設
に
よ
り
そ
の
基
礎
条
件
が
著
し
く
変
化

す
る

｢水
源
地
域
｣
に
お
け
る
公
共
事
業
は
、
当
該
地
域

の
生
活
環
境
、
産
業
基
盤
等
を
整
備
す
る
た
め
、
水
源
地

域
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
を
推
進
す
る
等
特
別

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
路
事
業

に
お
い
て
は
、
指
定
ダ
ム
等
が
指
定
を
受
け
た
年
度
の
補

助
率
等
が
後
の
整
備
事
業
実
施
年
度
に
お
い
て
も
維
持
さ

れ
、
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
水
没
す
る
住
宅
等
の
数
が
多
い

指
定
ダ
ム
に
対
応
す
る
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
の
新

設
又
は
改
築

(特
殊
改
良
、
交
安
事
業
を
除
く
。
)
に
係

る
補
助
率
等
は
さ
ら
に
嵩
上
げ
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
ダ
ム
等
が
指
定
を
受
け
た
年
度

の
補
助
率
等
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
特
例
が
維
持
さ
れ
る

と
と
も
に
、
平
成
五
年
度
以
降
に
指
定
を
受
け
た
ダ
ム
に

関
す
る
地
方
道
の
新
設
･
改
築
に
係
る
補
助
率
は
、
髄
/

m

(緊
措
法
施
行
令
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
建
設

大
臣
が
指
定
す
る
道
路
に
係
る
事
業
に
あ
っ
て
は
6
/
斡
、

防
雪
又
は
凍
雪
害
の
防
止
に
係
る
事
業
に
あ
っ
て
は
2
/

3
)
を
国
が
補
助
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

6

明
日
香
村
の
特
例

明
日
香
村
特
別
措
置
法
で
は
、
明
日
香
村
全
域
で
歴
史

的
風
土
を
保
存
す
る
た
め
の
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
代
償
措
置
と
し
て
、
明
日
香
村
整
備
計
画
に
基
づ
く

事
業
に
要
す
る
経
費
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
明
日
香
村
整
備
計
画

に
基
づ
く
道
路
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
緊
措
法
、
同
法
施

行
令
に
よ
る
補
助
率
等
の
カ
ッ
ト
を
適
用
し
な
い
と
い
う

特
例
が
措
置
さ
れ
て
き
た

(た
だ
し
、
都
市
計
画
道
路
を

除
く
。
)。

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
都
市
計
画
道
路
以
外
の
道
路

に
係
る
改
築
に
つ
い
て
は
平
成
四
年
度
ま
で
の
年
度
に
お

い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
補
助
率
等
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
都
市
計
画
道
路
に
係
る
改
築
に
つ
い
て
は
、
地
方

道
の
改
築
に
つ
い
て
髄
/
齢
と
す
る
な
ど
、
平
成
四
年
度

ま
で
の
一
般
地
域
に
対
す
る
嵩
上
げ
幅
が
維
持
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

7

離
島
の
特
例

離
島
振
興
法
に
お
い
て
は
、
本
土
よ
り
隔
絶
し
た
特
殊

事
情
よ
り
く
る
後
進
性
を
除
去
す
る
た
め
、
離
島
振
興
計

画
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
講
じ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
事
業
に
つ
い
て
も
、
道
路
法
第
五

六
条
に
か
か
わ
ら
ず
主
要
地
方
道
等
に
係
る
国
の
補
助
率

嵩
上
げ
が
措
置
さ
れ
て
き
た
。

平
成
五
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、
離
島
架
橋

(離
島
同

士
を
連
絡
す
る
も
の
を
含
む
。
)
に
係
る
新
設
･
改
築
に

つ
い
て
は
、
2
/
3
、
そ
れ
以
外
の
新
設
･
改
築
に
つ
い

て
は
、
平
成
四
年
度
ま
で
の
一
般
地
域
に
対
す
る
嵩
上
げ

幅
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(
騎
/
④

(た
だ
し
、

緊
措
法
施
行
令
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
大
臣
指
定

道
路
に
あ
っ
て
は
6
/
10
)
)。

な
お
、
従
来
、
一
般
国
道
に
つ
い
て
は
特
別
の
嵩
上
げ
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措
置
は
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
緊
措
法
施

行
令
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
国
道
の
う
ち
知
事
施
行
の
改

築

(特
殊
改
良
、
交
安
事
業
及
び
区
画
整
理
を
除
く
。
)

に
つ
い
て
、
国
の
負
担
割
合
が
2
/
3
と
措
置
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

8

成
田
空
港
周
辺
地
域
の
特
例

成
田
空
港
財
特
法
で
は
、
成
田
空
港
の
周
辺
地
域
に
お

け
る
公
共
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
を
促
進
す
る
た
め
国

の
財
政
上
の
特
別
措
置
を
定
め
て
い
る
が
、
道
路
事
業
に

つ
い
て
も
、
空
港
周
辺
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
事
業
の
う
ち
自
治
大
臣
指
定
事
業
に
係
る
補
助
率
等

の
嵩
上
げ
特
例
及
び
同
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
事
業

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
緊
措
法
･
同
法
施
行
令
に
よ
る

補
助
率
等
の
カ
ッ
ト
を
適
用
し
な
い
と
い
う
特
例
が
措
置

さ
れ
て
き
た
。

平
成
五
年
度
以
降
に
お
い
て
も
、
県
道
、
市
道
及
び
町

村
道
の
新
設
又
は
改
築
に
係
る
補
助
率
嵩
上
げ
を
措
置
す

る
と
と
も
に
、
空
港
周
辺
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
平
成
四
年
度
ま
で
適
用
さ
れ
て
き

た
補
助
率
等
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三

お
わ
“り
に

以
上
、
補
助
率
等
の
見
直
し
に
関
す
る
他
省
庁
所
管
法

令
の
う
ち
、
道
路
関
係
部
分
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
略
述

し
た
。
事
業
の
区
分
ご
と
の
具
体
的
な
補
助
率
等
に
つ
い

て
は
、
補
助
率
等
の
一
覧
表
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

補助率等一覧 (沖縄県の特例)

の
皹

階通
告 難 厭 l1lj

(率) G目昶) (区 分)
侍

@ % 拠)
カ ッ ト

Ga G艮 拠)
改 定 学

(区 分) (率)
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岬
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搬
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道
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(奄美の特例)
道鞘の
管 理

事 業
区 分 (翁

頤
(恨殿) (区 分)

特
(拗 ね 馳 鉢) (根 拠)

改 定 率
(区 分) (事)

礬

.

十 一
修 構

捲 特

その他の
管 理

交安二桶

共同尚
整 備

一船同道
大野施行

〃 特殊改良

" 交安一陣

知事施行

" 特殊改良

" 交安一陣

地方道

" 特殊改良

′′ 交安一桶

上地区画蛇雌

道路法団刃①

“
道路袂蟹故)①

#
道#̂ゞ宏S部

“

｣･地区画整理法
錠l8、l2l

大臣施行

特殊改良

交安一陣

知事施行

偽珠改良

県道 一般

特殊改良

交安一種

市町村道 一般

特殊改良

交安一陣

土地区画整理

“
-
"
刎
/

/

奄法SGの、
岡合S KD表I

奄法86の、
同令S I①表i

奄法S6@、
同分S !①表I

奄淀S6の、
同令S I①表I

応接S6①、
岡令S Iの表-

奄法S6①、
同令育l①表l

交安法SI箕⑧

奄法S6①、
岡命S I①表l

奄法66①、
例会S Iの表l

交安法SI節の
同令S l①表l

緊S4、同令S4

6/ lo

7.5ノーO

5.5れ0

7,5月o

55月O

6ノイ0

う･5/m

6/ lo

布法科‘⑥、同分留‘③

奄在野"⑤、同命階③

道y内法門掘り②

瘡法附⑧、同令附③

奄法科J⑥、同令阿J③

矼法;“⑤、同令で‘!⑧

奄法‘{′⑤、同会田③

奄後門f⑧、同全国‘③

奄ゾ割付⑥、同合昭③

難行⑧、淘令鞘⑤

大臣施行 8/ lo

特殊改良 5.y lo

交安一桶 2/ 3

知事施行 8/ IO

特殊改良 5,5/lo

県道一般 7/ lo
(一部3/ 4)

街旅改良 5総/lo

交安一陣 l/ 2

市町村道一舩 G/ 10

特殊改良 5,y lo

交安-樟 l/ 2

土地区画整理l レノ2
(二部5･y io)

大臣施行 5 540

知事峠行 5.5月0

卿月(災宵防除)55 /lo

--AM円道
指定剛脚′ツ
指定団円外
“ 大臣施行

地方道

-‐
一般国雄

指定図川内
指定区間外

地方道
-｢

一般国館
指定区間内
指定区間夕;

地方道
-

-船岡着
大臣施行
知事施行

地方道

過密法S叡M別
j茸銘;必搏蟹"
修S2同法同等,SB

修S jの、同;かS i

大陸施行

畑中施行

県道 (災害防除)

奄法$6①、
同令$ lの表-

奄法S6①、
同令S Iの表l

5.5月0

勤幻術⑤、同全科1⑧

" 、 “

奄法附⑥、同合川⑥

全額地方皆

全前地方費

選階法SE酬勁

道階法M D

J

-- -

-
/ 2

交安度朗“D
交安法SI脳奢

交安法SI叙の
-

共同渦法S"①

共同滅法822優、
同令R7

＼
、

(その他の特例)
通辯の
管 理

事 業
区 分 ⑧

燎
G日製)

特 円-!
(区 分) ‐(率) (根 拠)

カ ン ト
(撃) (根 拠)

改 定
(区 分)

撃
“

折疵窟空圏襲地道路
一服国道 新設

県道(五計巾葉)
市町村道(〃)

(町村道)

特改･交安 2/ 3

空准法S3①表

“
"、同令S I

空雄法科‘神川③

-船同道新設 2ノ3
改檗 3/ 4

都副4車等 2/ 3
区画整理
竹政･交安 "

県道 2/ 3
市面 2/ 3

(一部7/ lo)
町村道 8/ lo
市脚村道の
特改･交安 2/ 3

水蒋地域周辺道路
地方選
~ S蟹}指定ダム
SGO指定ダム
〃防雪･藤雪宵

Sol~旧指定ダム
“防雪･襖雪害

l15~指定ダム
〃防雪･種円書
〃-部

水侍法SO①表、
同令S6①

3/ 4
2/ 3
3/ 4
8/ IC
2/ 3

水侍笹②、同令附⑦
水ケ昇れ◎、同令閨‘②
水作鮒⑨
水特阿‘④、同合田⑧
水特“‘⑥、同令超⑥

~S59指定ダム 3/ 4
S60指定ダム 2/ 3
“防雪･種雪肖 3/ 4
S6l~欄指定ダム 6/ lo
"防笥･滋賀害 2/ 3
=5~指定ダム 5.5/10
〃物質･濃母害 2/ 3
"一部 6/ lo

明n者付き-画直府
政蕪一般

一般国道

地方道
区画整理

都市計画
一般 (地方道)
区画整理

3/ 4

2/ 3
2/ 3

2/ 3

緊S4、同令S2①

磐S4、岡令S3①
絮S4、岡令84

緊S燐同令S3①
黙Sd、岡令S4

8/ lo
6/ lo

明日香法附S7①、
同令鮒63①

“

明日香令靴S3②

明日香村計画道蹄
改築一般

一般国道 3/ 4

地方南 2/ 3
区画整理 2/ 3
都市計画
一般 (地方道)5‐y lo
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“郎
月
･日

世

界

の
動

き

○
欧
州
最
大
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー

ゲ
ン

(V
W
)
の
ビ
エ
ヒ
社
長
が
記
者
会
見
し
、
一
九
九
七
年
末

ま
で
に
グ
ル
ー
プ
全
体
で
現
在
二
七
万
人
の
従
業
員
の
う
ち
か
ら
、

三
万
四
、
0
0
0
人
を
削
減
す
る
と
発
表
。
う
ち
二
万
人
は
年
末

ま
で
に
減
員
の
予
定
。
国
際
競
争
力
を
高
め
る
の
が
狙
い
。

0
国
際
環
境
保
護
団
体
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
が
入
手
し
た
ロ
シ
ア
政

府
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
旧
ソ
連
は
日
本
海
を
含
む
極
東
海
域
に

原
子
炉
二
基
を
含
む
大
量
の
放
射
性
廃
棄
物
を
投
棄
し
て
い
た
。

し
か
し
、
水
産
庁
は
該
当
地
域
の
魚
の
放
射
能
量
に
変
化
は
な
い

と
し
て
い
る
。

○
ク
リ
ン
ト
ン
米
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
･
ロ
シ
ア
両
大
統
領
が
、
カ
ナ

ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
の
米
口
首
脳
会
談
を
終
え
て

｢バ
ン
ク
ー

バ
ー
宣
言
｣
を
発
表
。
総
額
一
六
億
ド
ル
の
経
済
支
援
を
初
め
、

軍
縮
、
核
拡
散
防
止
、
環
境
保
護
な
ど
で
協
調
関
係
を
拡
大
す
る

こ
と
に
合
意
し
た
。

○
ロ
シ
ア
支
援
の
た
め
の
主
要
七
カ
国

(G
7
)
閣
僚
合
同
会
議

が
、
ロ
シ
ア
が
取
り
組
ん
で
い
る
民
主
化
と
市
場
経
済
体
制
へ
の

移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
多
国
間
支
援
を
中
心
と
す
る
四
三
四
億

ド
ル
の
資
金
協
力
を
盛
り
込
ん
だ
議
長
声
明
を
発
表
。

○
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
の
施
主
･
運
営
会
社
の
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ

ル
･
グ
ル
ー
プ
が
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
業
が
来
年
に
ず
れ
込
む
と
発

表
。
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
T
M
L
社

(英
仏
の
国
際
連
合
企

業
体
)
と
の
間
で
追
加
工
事
費
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
る
。

事

項

蜷

月
.日

国

内

の

動

き

○
国
土
庁
が
今
年
一月
一
日
現
在
の
地
価
公
示
価
格
を
発
表
。
全

国
平
均
は
昨
年
に
比
べ
、
住
宅
地
で
八
･
七
%
、
商
業
地
で
一

一
･
四
%
、
そ
れ
ぞ
れ
下
落
。
昨
年
に
続
き
三
年
連
続
の
下
落
は
、

七
〇
年
の
調
査
開
始
以
来
初
め
て
。

○
総
務
庁
統
計
局
が
発
表
し
た
九
二
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
推
計

人
口
に
よ
る
と
、
総
人
口
は
一
億
二
、
四
四
五
万
人

(男
六
、
一

〇
九
万
人
、
女
六
、
三
三
五
万
人
)
で
、
一
年
間
で
四
一
万
人
増

え
た
。
人
口
増
加
率
は
0
･
三
三
%
で
、
前
年
よ
り
0
･
0
二
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
た
。

○
丸
三
年
度
の
政
府
予
算
が
、
参
院
本
会
議
で
否
決
さ
れ
た
が
、

衆
参
両
院
協
議
会
を
経
て
成
立
。
年
度
内
に
成
立
し
た
の
は
、
七

一
年
の
佐
藤
内
閣
以
来
二
二
年
ぶ
り
。

○
宮
沢
章
三
首
相
は
、
健
康
状
態
を
理
由
に
閣
僚
を
辞
任
し
た
渡

辺
美
智
雄
副
総
理
･
外
相
の
後
任
に
武
藤
嘉
文
･
元
通
産
相

(渡

辺
派
)
の
起
用
を
決
め
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
前
蔵
相
で
自
民
党

羽
田
派
の
羽
田
孜
代
表
に
就
任
を
要
請
し
た
が
、
羽
田
氏
は
政
治

改
革
を
理
由
に
固
辞
し
た
。
副
総
理
に
は
後
日
、
後
藤
田
正
晴
･

法
相
を
任
命
。

○
政
府
は
閣
議
で

｢新
総
合
経
済
対
策
｣
を
決
定
。
総
額
約

一
三

兆
二
、
○
○
0
億
円
で
、
九
二
年
三
月
、
八
月
に
次
ぐ
三
度
目
の

景
気
対
策
で
、
規
模
は
過
去
最
大
。
こ
の
中
で
、
｢社
会
資
本
の
新

た
な
展
開
｣
の
項
目
で
、
大
学
や
研
究
施
設
の
改
善
や
電
線
の
地

中
化
、
情
報
化
に
対
応
し
た
学
校
施
設
整
備
費
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

事

項

“

月
.日

道

路

行

政

の
動

き

○
伊
勢
自
動
車
道
勢
和
多
気
I
C
ー
伊
勢
I
C
間

二
0
･
八
如

開
通

○
一
般
国
道
一
〇
号

(宇
佐
別
府
道
路
)
院
内
I
C
!
速
見
I
C

間

一
人
･
一
蹴
開
通

0
平
成
五
年
度
予
算
成
立

0
山
陽
自
動
車
道
岡
山
I
C
!
岡
山
J
C
T
間

七
･
一
如
開
通

○
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
中
間
報
告
を
総
理
に
提
出

○
瀬
戸
大
橋
開
通
五
周
年
記
念
事
業
開
催

○
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
オ
ー
ク
等
が
行
わ
れ
た

O
J
H
日
本
道
路
公
団

｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
･
ナ
ウ

難
｣
開
催

o
p
I
A
R
C

横
浜
会
議
開
催

命
のき
貰
の三
百
河
口鐵
0ロD-
>
粉
oG
轡
O□
0【
刃
opa
o
o口四
窃
の色

○
四
月
二
六
日
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢二
一
世
紀
に
向
け
て
の

道
路
･
自
動
車
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
｣
開
催

事

項

提
出
す
る
こ
と
は
、
法
案
の
｢
一
覧
性
｣
を
欠
く
こ
と
と
な
り
不
適

70 道々テセ 93,5

切
で
あ
る
と
法
制
局
よ
り
が
"
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。



　
　
　
　

平
成
四
年
度
版
の
道
路
法
令
總
覧
を
見
る
と
、
道

路
法
の
第
一
頁
に
は
四
七
回
に
及
ぶ
改
正
の
年
月
日

が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
公
布
以

来
四
一
年
の
間
に
四
七
回
、
年
平
均
マ

ニ
回
の
改

正
頻
度
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
と
思
っ
て
道
路
交
通

法
を
見
た
。
公
布
は
昭
和
三
五
年
、
道
路
法
よ
り
八

年
は
若
い
。
だ
が
こ
こ
で
も
二
七
回
も
改
正
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
法
改
正
の
回
数
だ
け
を
と
り
上
げ
る

の
は
、
随
分
と
智
恵
の
な
い
話
し
だ
が
、
と
も
か
く

道
路
関
係
の
法
律
は
動
き
が
は
げ
し
い
。

戦
前
と
戦
後
で
は
、
制
度
や
法
律
の
仕
組
み
が
違

う
か
ら
簡
単
に
比
べ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
大

正
八
年
の
旧
道
路
法
は
、
昭
和
二
七
年
に
廃
止
に
な

る
ま
で
僅
か
三
回
の
改
正
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

旧
道
路
法
は
そ
れ
ま
で
の
太
政
官
布
告
や
道
路
条
例

を
集
大
成
し
、
近
代
的
な
営
造
物
管
理
法
に
仕
立
て

上
げ
た
画
期
的
な
法
律
で
あ
っ
た
。

だ
が
残
念
な
こ
と
に
道
路
造
り
の
方
は
、
徳
川
時

代
の
街
道
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
ま
ま
の
粗
末
な

も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
の
初
期
に
自
動
車
が
普
及
し

は
じ
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画
期
的
な
道
路
建
設

は
、
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
鉄
道
優
先
と

か
、
軍
事
大
国
と
か
、
法
科
万
能
の
時
代
だ
っ
た
と

か
、
い
ろ
い
ろ
の
理
由
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
肝
心
の

道
路
の
整
備
は
旧
態
依
然
。
こ
ん
な
事
情
で
は
法
改

正
な
ど
で
き
よ
う
筈
は
な
い
。
極
論
す
れ
ば
戦
前
の

道
路
法
は
日
本
の
敗
戦
ま
で
冬
眠
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
に
対
し
戦
後
の
新
道
路
法
は
、
事
業
の

ア
イ
デ
ア
が
先
行
し
法
律
は
後
追
い
す
る
形
と
な
っ

た
。
民
主
主
義
の
名
の
も
と
に
本
音
優
先
の
事
実
先

行
型
。
次
々
に
打
出
さ
れ
る
新
事
態
に
道
路
法
は
改

正
に
改
正
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。

話
し
は
変
る
が
、
塾
と
言
う
字
が
あ
る
。
皿
の
上

に
沢
山
の
虫
が
う
ご
め
い
て
い
る
気
味
の
悪
い
漢
字

で
あ
る
。こ
の
字
は
怪
し
い
魅
力
を
表
す
量
感
以
外
、

我
が
国
で
は
靴
務
が
う
す
い
o

漢
和
辞
典
で
は
鬘
の

字
源
と
し
て
、
｢皿
の
中
に
虫
を
置
き
、
之
を
食
い

て
腹
中
に
畠
を
生
ず
る
義
｣
と
あ
る
。
食
べ
た
虫
が

消
化
さ
れ
な
い
ま
ま
、
腹
の
中
に
う
ご
め
い
て
い
る

と
言
う
の
だ
か
ら
更
に
不
気
味
で
あ
る
。
そ
ん
な
虫

が
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
塁
の
字
が
言
い
た

い
の
は
人
為
の
も
の
は
放
っ
て
お
く
と
必
ず
腐
る
。

腐
れ
ば
悪
い
虫
が
涌
く
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政

の
腐
敗
、
政
治
腐
敗
、
組
織
の
腐
敗
、
家
庭
の
乱
れ

な
ど
、
た
し
か
に
人
の
行
為
に
は
腐
敗
が
つ
き
ま
と

う
。
人
間
の
業
と
言
っ
て
も
い
い
。

だ
か
ら
人
事
を
占
う
易
に
腐
敗
の
卦
が
あ
っ
て
も

不
思
議
で
な
い
o

六
四
卦
の
一
つ
眠
罵
蟄
は
･

前
方

に
山
が
あ
っ
て
風
が
吹
き
抜
け
な
い
。
だ
か
ら
空
気

が
淀
み
、
も
の
が
腐
る
と
言
う
卦
象
で
あ
る
。
風

通
し
を
よ
く
し
て
や
る
、
こ
れ
は
ど
ん
な
事
柄
に
も

あ
て
は
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
制
度
や
法
律
も
そ
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
、
時
代
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
内

容
が
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
。こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

後
代
の
人
が
絶
え
ず
新
し
い
風
を
吹
き
込
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
。
法
律
で
言
え
ば
改
正
で
あ
ろ
う
。
当
り
前
と

言
え
ば
当
り
前
の
事
だ
が
、
易
は
誰
が
そ
の
改
正
の

音
頭
を
と
る
か
に
言
及
し
て
い
る
。
即
ち
幹
二
父
之

盛
一。
有
し
子
、
考
光
し
咎
。
鴈
終
吉
。
(父
の
畠
を

幹
す
。
子
有
れ
ば
、
祖
父
も
咎
光
か
ら
ん
。
鴈
け

れ
ど
も
終
に
は
吉
な
り
)

先
代
が
良
い
と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
も
時
が
経
て

ば
弊
害
も
出
て
く
る
。
後
代
の
者
は
時
代
に
合
わ
せ

修
正
し
改
革
す
る
こ
と
に
遠
慮
は
い
ら
ぬ
。
た
だ
そ

の
改
革
の
任
に
当
た
る
者
は
、
正
し
い
後
継
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
な
い
と
秩
序
が
乱
れ
る
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(瑞
)

店
o
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月
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線
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中
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L
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予
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で
す
。




